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だい

１章
しょう

 計画
けいかく

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 

 １ 計画
けいかく

の概要
がいよう

 

 

  (1) 計画
けいかく

策定
さくてい

の背景
はいけい

及
およ

び趣旨
しゅし

 

京都府
きょうとふ

では、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」に基
もと

づく第
だい

４期
き

京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（令和
れいわ

２年度
ねんど

～令和
れいわ

５年度
ねんど

）を策定
さくてい

するとともに、「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するため

の法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

）」に基
もと

づく第
だい

６期
き

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく第
だい

２期
き

京都府
きょうとふ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

を図
はか

り、教育
きょういく

、福祉
ふくし

、保健
ほけん

・

医療
いりょう

、生活
せいかつ

環境
かんきょう

、雇用
こよう

・就労
しゅうろう

など、様々
さまざま

な分野
ぶんや

にわたり、着実
ちゃくじつ

に取組
とりくみ

を進
すす

めてきたところ

です。 

 

この間
かん

、国
くに

では、平成
へいせい

２８年
ねん

に「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

）」が施行
せこう

され、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

の 考
かんが

え方
かた

が明記
めいき

されたほか、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

）が一部
いちぶ

改正
かいせい

され、さらには、平成
へいせい

３０年
ねん

に「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に

関
かん

する法律
ほうりつ

」が施行
せこう

されるなど、平成
へいせい

２６年
ねん

１月
がつ

に批准
ひじゅん

された「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

（障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

）」の実効性
じっこうせい

を確保
かくほ

するため、障害
しょうがい

のある人
ひと

に関
かか

わる制度
せいど

に大
おお

きな動
うご

き

が見
み

られたところです。 

 

京都府
きょうとふ

においても、平成
へいせい

２６年
ねん

３月
がつ

に制定
せいてい

した「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」に加
くわ

え、「言語
げんご

としての手話
しゅわ

の普及
ふきゅう

を進
すす

めると

ともに聞
き

こえに障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが支
ささ

え合
あ

う社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」を平成
へいせい

３０年
ねん

３月
がつ

に

制定
せいてい

し、障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、府民
ふみん

誰
だれ

もが相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

い支
ささ

え合
あ
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う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた仕組
し く

みづくりを進
すす

めてきました。 

 

こうした中
なか

、第
だい

４期
き

京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

及
およ

び第
だい

６期
き

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

、第
だい

２期
き

京都府
きょうとふ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における現状
げんじょう

と課題
かだい

、国
くに

の第
だい

５次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

及
およ

び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

等
とう

の円滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

に加
くわ

え、令和
れいわ

５年
ねん

３月
がつ

に策定
さくてい

した「京都府
きょうとふ

総合
そうごう

計画
けいかく

」なども踏
ふ

まえ、新
あら

たに障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を一体的
いったいてき

なものとして「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

・障害児
しょうがいじ

総合
そうごう

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
しさく

の総合的
そうごうてき

・計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図って
はか

い

くこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

第
だい

２条
じょう

） 

  障害
しょうがい

がある者
もの

にとつて日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で障壁
しょうへき

となるような社会
しゃかい

に

おける事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のもの。 

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

第
だい

５条
じょう

） 

障害者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
き そ

として全て
すべ

の人権
じんけん

及び
およ

基本的
きほんてき

自由
じ ゆ う

を享有
きょうゆう

し、又
また

は

行使
こ う し

することを確保
か く ほ

するための必要
ひつよう

かつ適当
てきとう

な変更
へんこう

及び
およ

調整
ちょうせい

であって、特定
とくてい

の場合
ば あ い

に

おいて必要
ひつよう

とされるものであり、かつ、均衡
きんこう

を失した
いっ

又
また

は過度
かど

の負担
ふたん

を課
か

さないものを

いう。 
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【
（

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関
かん

する主
おも

な法律
ほうりつ

等
とう

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

】
）

 

年
ねん

  月
げつ

 法律名
ほうりつめい

・概要
がいよう

 

平成
へいせい

２６年
ねん

 １月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

」の批准
ひじゅん

 

・障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

・基本的
きほんてき

自由
じゆう

の享有
きょうゆう

の確保
かくほ

、障害者
しょうがいしゃ

の固有
こゆう

の尊厳
そんげん

の尊重
そんちょう

の

促進
そくしん

、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の実現
じつげん

のための措置
そ ち

など 

３月
がつ

 「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしや

すい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」の制定
せいてい

 

・障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらない共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

に定
さだ

める

不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

、

社会
しゃかい

活動
かつどう

の支援
しえん

など 

４月
がつ

 「精神
せいしん

保健
ほけん

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に関する
か ん す る

法律
ほうりつ

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する

法律
ほうりつ

」の施行
せこう

（一部
い ち ぶ

平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

施行
せ こ う

） 

・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の医療
いりょう

の提供
ていきょう

を確保
かくほ

するための指針
ししん

の策定
さくてい

、保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

の廃止
はいし

、

医療
いりょう

保護
ほ ご

入院
にゅういん

の見直
みなお

し、精神
せいしん

医療
いりょう

審査会
しんさかい

に関
かん

する見直
みなお

しなど 

平成
へいせい

２７年
ねん

 １月
がつ

 
「難病法

なんびょうほう

」の施行
せこう

 

（難病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対
たい

する医療
いりょう

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

・基本
きほん

方針
ほうしん

の策定
さくてい

、公平
こうへい

・安定的
あんていてき

な医療費
いりょうひ

助成
じょせい

の制度
せいど

の確立
かくりつ

、難病
なんびょう

の医療
いりょう

に関
かん

する調査
ちょうさ

研究
けんきゅう

の推進
すいしん

、療養
りょうよう

生活
せいかつ

環境
かんきょう

整備
せいび

事業
じぎょう

の実施
じっし

など 

平成
へいせい

２８年
ねん

 ４月
がつ

 
「障害者

しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

」の施行
せこう

 

（障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

・障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や障害者
しょうがいしゃ

への合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

など 

 
「障害者

しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の

施行
せこう

 

・雇用
こよう

の分野
ぶんや

の障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や障害者
しょうがいしゃ

への合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

、法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

算定
さんてい

基礎
き そ

への精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の追加
ついか

など 

５月
がつ

 「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」の施行
せこう

 

・成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の理念
りねん

の尊重
そんちょう

、利用
りよう

の促進
そくしん

、利用
りよう

に関
かん

する体制
たいせい

の整備
せいび

など 

８月
がつ

 「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の施行
せこう

 

・切
き

れ目
め

のない発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

を行
おこな

うことが特
とく

に重要
じゅうよう

であること、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の一部
いちぶ

改正
かいせい

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の成立
せいりつ

などを背景
はいけい

に、法律
ほうりつ

全般
ぜんぱん

にわ

たり改正
かいせい
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年
ねん

  月
げつ

 法律名
ほうりつめい

・概要
がいよう

 

平成
へいせい

２９年
ねん

 ４月
がつ

 「住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

に対
たい

する賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の 供 給
きょうきゅう

の促進
そくしん

に関
かん

する

法律
ほうりつ

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の制定
せいてい

 

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

供 給
きょうきゅう

促進
そくしん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

の入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

制度
せいど

の創設
そうせつ

、居住
きょじゅう

支援
しえん

法人
ほうじん

の指定
してい

など 

平成
へいせい

３０年
ねん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月
がつ

 「言語
げんご

としての手話
しゅわ

の普及
ふきゅう

を進
すす

めるとともに聞
き

こえに障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
じん

とが支
ささ

え合
あ

う社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」の制定
せいてい

 

・言語
げんご

としての手話
しゅわ

の普及
ふきゅう

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

を選択
せんたく

する機会
きかい

の確保
かくほ

 

４月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の施行
せこう

（一部
い ち ぶ

平成
へいせい

２８年
ねん

６月
がつ

施行
せ こ う

） 

・自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の創設
そうせつ

、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

の創設
そうせつ

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の訪問先
ほうもんさき

の拡大
かくだい

、

高齢
こうれい

障害者
しょうがいしゃ

の介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

の円滑
えんかつ

な利用
りよう

、居宅
きょたく

訪問
ほうもん

により児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

を提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

の創設
そうせつ

、保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

の支援
しえん

対象
たいしょう

の拡大
かくだい

、障害児
しょうがいじ

の

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な構築
こうちく

、補
ほ

装具費
そ う ぐ ひ

の支給
しきゅう

範囲
はんい

の拡大
かくだい

など 

６月
がつ

 

 

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

推進法
すいしんほう

」の施行
せこう

 

(障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

) 

・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

・創造
そうぞう

の機会
きかい

の拡大
かくだい

、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

の作品
さくひん

等
など

の発表
はっぴょう

の機会
きかい

の

確保
かくほ

、芸 術 上
げいじゅつじょう

価値
か ち

の高
たか

い作品
さくひん

等
など

の評価
ひょうか

等
とう

、権利
けんり

保護
ほ ご

の推進
すいしん

、芸 術 上
げいじゅつじょう

価値
か ち

の

高い
たかい

作品
さくひん

等
など

の販売
はんばい

等
など

に係る
かかる

支援
しえん

、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通じた
つ う じ た

交流
こうりゅう

の促進
そくしん

、相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

など 

令和
れいわ

元年
ねん

 

 

６月
がつ

 

 

「読書
どくしょ

バリアフリー法
ば り あ ふ り ー ほ う

」の施行
せこう

 

・図書館
としょかん

の利用
りよう

に係
かか

る体制
たいせい

整備
せいび

、イ
い

ンターネット
ん た ー ね っ と

を利用
りよう

したサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

体制
たいせい

の 

強
きょう

化
か

など 

令和
れいわ

３年
ねん

 

 

 

 

 

６月
がつ

 

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の制定
せいてい

 

（令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

施行
せ こ う

） 

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

による社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

に係
かか

る必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

の義務
ぎ む

化
か

など 

９月
がつ

 

 

「医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援法
しえんほう

」の施行
せこう

 

 ・医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

及
およ

びその家族
かぞく

の支援
しえん

に係
かか

る施策
せさく

の実施
じっし

、医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

など 

令和
れいかず

４年
ねん

 

 

５月
がつ

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

施策
せさく

推進法
すいしんほう

」

の施行
せこう
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年
ねん

  月
げつ

 法律名
ほうりつめい

・概要
がいよう

 

 ・障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取得
しゅとく

利用
りよう

・意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
せさく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

 

12月
がつ

 

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

等
とう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の制定
せいてい

 

（令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

施行
せ こ う

等
とう

） 

・障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、障害者
しょうがいしゃ

の多様
たよう

な就労
しゅうろう

ニーズ
に ー ず

に 

対
たい

する支援
しえん

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の質
しつ

の向上
こうじょう

の推進
すいしん

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の希望
きぼう

やニーズ
に ー ず

 

に応
おう

じた支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

、居住地
きょじゅうち

特例
とくれい

対象
たいしょう

施設
しせつ

に介護
かいご

保険
ほけん

施設
しせつ

を追加
ついか

など 

 

(2
２

) 基本
きほん

理念
りねん

 

    障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら

共生
きょうせい

することができるよう、次
つぎ

の社会
しゃかい

を目指します
めざ

。 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担
にな

い手
て

となり、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせる社会
しゃかい

 

② 希望
きぼう

に添
そ

って働
はたら

き続
つづ

けることができる社会
しゃかい

 

③ 生涯
しょうがい

を通
つう

じて学
まな

び続
つづ

けられるとともに、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ
す ぽ ー つ

などの分野
ぶんや

で一人
ひとり

ひとり 

の特性
とくせい

を活
い

かして活躍
かつやく

できる社会
しゃかい

 

 

  (3) 施策
しさく

を進める
すす

にあたっての横断的
おうだんてき

視点
してん

 

   ① 社会
しゃかい

のあらゆる場面
ばめん

におけるアクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

 

     障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

への参加
さんか

を実質的
じっしつてき

なものとし、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるようにするため、障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

する施設
しせつ

や設備
せつび

、

様々
さまざま

な制度
せいど

や慣行
かんこう

、観念
かんねん

等
とう

の社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（バリア
ば り あ

）の除去
じょきょ

を進め
すすめ

、ハード
は ー ど

・ソフト
そ ふ と

両面
りょうめん

にわたる社会
しゃかい

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を推進
すいしん

し、社会
しゃかい

のあらゆる場面
ばめん

におけるアクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

を図る
はか

。 

 

   ② 当事者本
とうじしゃほん

位
い

の総合的
そうごうてき

かつ分野
ぶんや

横断的
おうだんてき

な支援
しえん
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     障害者
しょうがいしゃ

の自己
じこ

選択
せんたく

・自己
じこ

決定
けってい

が尊重
そんちょう

され、ライフステージ
らいふすてーじ

に応じた
おう

適切
てきせつ

な支援
しえん

を

受けられる
う

よう、福祉
ふくし

、医療
いりょう

、雇用
こよう

、教育
きょういく

、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

・スポーツ
す ぽ ー つ

等
など

の各分野
かくぶんや

の有機的
ゆうきてき

な

連携
れんけい

のもと、施策
せさく

を総合的
そうごうてき

に展開
てんかい

し、切れ目
き め

のない支援を行う。 

 

   ③ 障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

したきめ細
こま

かい支援
しえん

 

     障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

は、年齢
ねんれい

、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

、生活
せいかつ

の実態
じったい

等
とう

に応じた
おう

障害者
しょうがいしゃ

の個別的
こべつてき

な支援
しえん

の必要性
ひつようせい

を踏まえて
ふ

実施
じっし

する。 

     また、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

、 難病
なんびょう

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

、盲
もう

ろう、 重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

その他
た

の 重複
ちょうふく

障害
しょうがい

等
など

それぞれの障害
しょうがい

の特性
とくせい

や求められる
もと

配慮
はいりょ

について、

府民
ふみん

のさらなる理解
りかい

の促進
そくしん

に向けた
む

広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行う
おこな

とともに、施策
せさく

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

。 

 

   ④ 障害
しょうがい

のある女性
じょせい

、子ども
こ

及び
およ

高齢者
こうれいしゃ

に配慮
はいりょ

した取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

     障害
しょうがい

のある女性
じょせい

、障害
しょうがい

のある子ども
こ

及び
およ

障害
しょうがい

のある高齢者
こうれいしゃ

など、複合的
ふくごうてき

に困難
こんなん

な

状況
じょうきょう

に置かれた
お

障害者
しょうがいしゃ

に対する
たい

きめ細
こま

かい配慮
はいりょ

の必要性
ひつようせい

を踏まえて
ふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

を

展開
てんかい

する。 

 

   ⑤ ＰＤＣＡ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さいくる

等
とう

を通じた
つう

実効性
じっこうせい

のある取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

     障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の実施
じっし

に当たって
あ

は、ＰＤＣＡ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さいくる

を構築
こうちく

し、着実
ちゃくじつ

に実行
じっこう

するとと

もに、障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

に関し
かん

令和
れいわ

４年
ねん

９月
がつ

に採択
さいたく

・公表
こうひょう

された障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

委員会
いいんかい

による総括
そうかつ

所見
しょけん

等
など

も扱う
あつか

など、施策
せさく

の不断
ふだん

の見直し
みなお

を行って
おこな

いく。 

     また、障害者
しょうがいしゃ

が必要
ひつよう

なときに必要
ひつよう

な場所
ばしょ

で適切
てきせつ

な支援
しえん

を受けられる
う

よう、市町村
しちょうそん

等
とう

と

の適切
てきせつ

な連携
れんけい

及び
およ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

のもとで、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

を実施
じっし

する。 

     さらに、効果的
こうかてき

かつ効率的
こうりつてき

に施策
せさく

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から、高齢者
こうれいしゃ

施策
せさく

、医療
いりょう

関係
かんけい

施策
せさく

、



- 7 - 

 

子ども
こ

・子育て
こそだ

関係
かんけい

施策
せさく

、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

施策
せさく

等
など

、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関係
かんけい

する他
ほか

の施策
せさく

・計画
けいかく

等
とう

との整合性
せいごうせい

を確保
かくほ

し、総合的
そうごうてき

・計画的
けいかくてき

な施策
せさく

の展開
てんかい

を図る
はか

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 計画
けいかく

の性格
せいかく

及び
およ

位置付け
いちづ

 

この計画
けいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及び
およ

社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
せさく

の総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な

推進
すいしん

を図る
はか

ために策定
さくてい

するものであり、京都府
きょうとふ

が講
こう

ずる障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関する
かん

総合的
そうごうてき

な計画
けいかく

と

して位置付け
いちづ

、障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を一体的
いったいてき

に定める
さだ

もので

す。 

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

についての基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

を示し
しめ

、実効性
じっこうせい

ある施策
せさく

を

総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に推進
すいしん

するために定める
さだ

もので、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

及び
およ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

は、

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

の実施
じっし

計画
けいかく

として位置付け
いちづ

、また、各市町村
かくしちょうそん

が計画
けいかく

に定める
さだ

サービス
さーびす

等
とう

見込量
みこみりょう

や数値
すうち

目標
もくひょう

、各圏域
かくけんいき

における課題
かだい

を踏まえ
ふ

策定
さくてい

します。 

なお、令和
れいわ

元年
がんねん

の「視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せいび

の推進
すいしん

に関する
かん

法律
ほうりつ

（読書
どくしょ

バリアフリー法
ばりあふりーほう

）」の施行
せこう

により、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

する施策
しさく

の充実
じゅうじつ

が図られて
はか

おり、

この計画
けいかく

は、読書
どくしょ

バリアフリー法
ばりあふりーほう

に基づき
もと

策定
さくてい

する「視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せいび

の

推進
すいしん

に関する
かん

計画
けいかく

」としての性格
せいかく

も併
あわ

せ持
も

ちます。 

なお、本府
ほんふ

においては、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基づき
もと

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

及び
およ

各種
かくしゅ

障害
しょうがい

のある 

高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

 

  ケガ
けが

や病気
びょうき

により、脳
のう

に損傷
そんしょう

を負う
お

ことで記憶
きおく

障害
しょうがい

、注意
ちゅうい

障害
しょうがい

、遂行
すいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

、

社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

などの症状
しょうじょう

が出る
で

ことにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に制約
せいやく

がある

「状態
じょうたい

」。 
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当事者
とうじしゃ

等
など

から構成
こうせい

されている「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基づく
もと

「京都
きょうと

府
ふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を兼ねる
か

。）」を設置
せっち

しており、計画
けいかく

の策定
さくてい

に当たって
あ

は、

同協
どうきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

を聴く
き

こととし、計画
けいかく

に反映
はんえい

させています。 

また、本計画
ほんけいかく

は、障害
しょうがい

のある府民
ふみん

へのアンケート
あんけーと

やパブリックコメント
ぱぶりっくこめんと

を行った
おこな

上
うえ

で策定
さくてい

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (5) 計画
けいかく

の対象
たいしょう

期間
きかん

 

    計画
けいかく

の対象
たいしょう

期間
きかん

は、令和
れいわ

６年度
ねんど

から令和
れいわ

１１年度
ねんど

までの６年間
ねんかん

とします。なお、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

・障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

に関する
かん

ものについては、令和
れいわ

６年度
ねんど

から令和
れいわ

８年度
ねんど

までの３年間
ねんかん

とし

ます。 

 

  (6) 計画
けいかく

の対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

 

    この計画
けいかく

の対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

の定義
ていぎ

に基づき
もと

、「身体
しんたい

障害
しょうがい

、

知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含む
ふく

。）その他
     た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

がある人
ひと

であって、

障害
しょうがい

及び
およ

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受ける
う

状態
じょうたい

にある人
ひと

」とします。 

 

  (7) 分野
ぶんや

別
べつ

の施策
せさく

体系
たいけい

 

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で自立
じりつ

した生活
せいかつ

ができるように支援
しえん

するため、関係
かんけい

機関
きかん

や関係
かんけい

団体
だんたい

、

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

や医療
いりょう

・教育
きょういく

・雇用
こよう

を含めた
ふく

関係者
かんけいしゃ

が、地域
ちいき

の課題
かだい

を共有
きょうゆう

し、

地域
ちいき

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

について協議
きょうぎ

を行う
おこな

ための場
ば

であり、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

が設置
せっち

するもの。 
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    この計画
けいかく

では、共通
きょうつう

する５つの横断的
おうだんてき

視点
してん

を基
もと

に、９つの分野
ぶんや

から施策
せさく

を構築
こうちく

し、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及び
およ

社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
せさく

を推進
すいしん

していきます。 

 

Ⅰ 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担い手
にな   て

となり、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らせる
く

社会
しゃかい

 

１ 差別
さべつ

の解消
かいしょう

、権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

及び
お よ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

３ 情報
じょうほう

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

・意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

及び
およ

読書
どくしょ

バリアフリー
ばりあふりー

の充実
じゅうじつ

 

４ 防災
ぼうさい

、防犯
ぼうはん

等
とう

の推進
すいしん

 

５ 保健
ほけん

・医療
いりょう

の推進
すいしん

 

６ 自立
じりつ

した生活
せいかつ

の支援
しえん

・意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

 

Ⅱ 希望
きぼう

に添って
そ

働
はたら

き続
つづ

けることができる社会
しゃかい

 

７ 雇用
こよう

・就 業
しゅうぎょう

、経済的
けいざいてき

自立
じりつ

の支援
しえん

 

 

Ⅲ 生涯
しょうがい

を通じて
つう

学び続けられる
まな    つづ

とともに、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ
すぽーつ

などの分野
ぶんや

で一人
ひとり

ひとり 

の特
とく

性
せい

を活かして
い

活躍
かつやく

できる社会
しゃかい

 

８ 生涯
しょうがい

を通じて
つう

学び続けられる
まな    つづ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

９ 文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ
すぽーつ

等
など

を通じた
つう

活動
かつどう

や機会
きかい

の創出
そうしゅつ

 

 

  (8) 成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

（詳細
しょうさい

は「別表
べっぴょう

」参照
さんしょう

）     

    計画
けいかく

期間
きかん

に達成
たっせい

すべき目標
もくひょう

として数値化
すうちか

が可能
かのう

な施策
せさく

について、成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

し、計画
けいかく

の実効性
じっこうせい

を確保
かくほ

します。 

 

  (9) 計画
けいかく

の推進
すいしん
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計画
けいかく

の推進
すいしん

に当たって
あ

は、ＳＤＧｓ
えすでぃーじーず

（持続
じぞく

可能
かのう

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）の理念
りねん

を踏まえ
ふまえ

、多様性
たようせい

を認め
みと

合
あ

いながら、誰
だれ

もが活躍
かつやく

し、全員
ぜんいん

参加
さんか

で支える
ささ

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向けて
む

、京都府
きょうとふ

が主体
しゅたい

となり、国
くに

、

市町村
しちょうそん

、関係
かんけい

団体
だんたい

・施設
しせつ

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

と連携
れんけい

を図り
はか

、一体的
いったいてき

かつ総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を行います
おこな

。 

特
とく

に国
くに

に対して
たい

は、国
くに

の障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

及び
およ

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

等
とう

の

円滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

等
とう

に基づく
もと

必要
ひつよう

な行
ぎょう

財政上
ざいせいじょう

の措置
そち

と支援
しえん

を要請
ようせい

します。 

また、計画
けいかく

に掲げた
かか

方針
ほうしん

や施策
せさく

については、府
ふ

として全庁的
ぜんちょうてき

に総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を行います
おこな

。 

計画
けいかく

の実施
じっし

に当たって
あ

は、「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

）」の意見
いけん

を聴きながら
き

進捗
しんちょく

状況
じょうきょう

の把握
はあく

と点検
てんけん

を行い
おこな

、計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図
はか

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

の設定
せってい

 

(1) 設定
せってい

の趣旨
しゅし

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対する
たい

保健
ほけん

福祉
ふくし

サービス
さーびす

については、その施策
せさく

内容
ないよう

や市町村
しちょうそん

の人口
じんこう

規模
きぼ

などから、市町村
しちょうそん

によっては、単独
たんどく

での実施
じっし

が困難
こんなん

な場合
ばあい

があることから、地域
ちいき

にサービス
さーびす

の

偏在
へんざい

が生じない
しょう

よう、市町村
しちょうそん

の地域
ちいき

特性
とくせい

や人口
じんこう

規模
きぼ

などを踏まえ
ふ

、複数
ふくすう

の市町村
しちょうそん

を含む
ふく

広域的
こういきてき

な見地
けんち

から施策
せさく

の展開
てんかい

を図り
はか

、府域
ふいき

全体
ぜんたい

のバランス
ばらんす

のとれたサービス
さーびす

供給
きょうきゅう

体制
たいせい

、基盤
きばん

ＳＤＧｓ
えすでぃーじーず

（持続
じぞく

可能
かのう

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

） 

  Sustainable
さすてなぶる

 Development
でぃべろっぷめんと

 Goals
ごーるず

の略称
りゃくしょう

で、平成
へいせい

27年
ねん

９月
９

の国連
こくれん

持続
じぞく

可能
かのう

な開発
かいはつ

サミット
さみっと

で採択
さいたく

された国際
こくさい

目標
もくひょう

。「誰
だれ

一人
ひとり

取り残さない
と   のこ

」をスローガン
すろーがん

に、令和
れいわ

12年
ねん

を目標
もくひょう

とする

貧困
ひんこん

削減
さくげん

、格差
かくさ

の是正
ぜせい

、平和
へいわ

構築
こうちく

など多岐
たき

にわたる17のゴール
ご ー る

・169のターゲット
た ー げ っ と

から構成
こうせい

されている。 
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の整備
せいび

を推進
すいしん

するため、平成
へいせい

１０年
    ねん

１１月
    がつ

から障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

を設定
せってい

しています。 

 

(2) 設定
せってい

の考え方
かんが かた

 

保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
しさく

及び
およ

高齢者
こうれいしゃ

施策
しさく

との連携
れんけい

を図る
はか

必要
ひつよう

があるため、京都府
きょうとふ

保健
ほけん

医療
いりょう

計画
けいかく

に

基づく
もと

「２次
  じ

医療圏
いりょうけん

」及び
およ

京都府
きょうとふ

高齢者
こうれいしゃ

健康
けんこう

福祉
ふくし

計画
けいかく

に基づく
もと

「高齢者
こうれいしゃ

健康
けんこう

福祉圏域
ふくしけんいき

」と同一
どういつ

区域
くいき

の６つの圏域
けんいき

としています。 

なお、京都
きょうと

・乙訓圏域
おとくにけんいき

については、大都市
だいとし

特例
とくれい

により京都市
きょうとし

の権限
けんげん

が定められて
さだ

いることか 

ら、「京都市
きょうとし

サブ圏域
さぶけんいき

」及び
およ

「乙訓
おとくに

サブ圏域
さぶけんいき

」を設定
せってい

しています。 

 

圏域名
けんいきめい

 市 町 村 名
し ち ょ う そ ん め い

 

丹後
たんご

 宮津市
み や づ し

、京
きょう

丹後市
た ん ご し

、伊根町
いねちょう

、与謝野
よ さ の

町
ちょう

 

中丹
ちゅうたん

 福知山市
ふくちやまし

、舞鶴市
まいづるし

、綾部市
あ や べ し

 

南丹
なんたん

 亀岡市
かめおかし

、南丹
なんたん

市
し

、京
きょう

丹波町
たんばちょう

 

京都
きょうと

 

乙訓
おとくに

 

京都市
きょうとし

サブ圏域
さぶけんいき

 京都市
きょうとし

 

乙訓
おとくに

サブ圏域
さ ぶ け ん い き

 向日市
む こ う し

、長岡京市
ながおかきょうし

、大山崎町
おおやまざきちょう

 

山
やま

城北
しろきた

 

宇治市
う じ し

、城陽市
じょうようし

、八幡市
や わ た し

、京
きょう

田辺市
た な べ し

、久御山町
くみやまちょう

、井手町
いでちょう

、 

宇治田原町
うじたわらちょう

 

山
やま

城南
しろみなみ

 木
き

津川市
づ が わ し

、笠置町
かさぎちょう

、和束町
わづかちょう

、精華町
せいかちょう

、南山城村
みなみやましろむら
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３ 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

取得者数
しゅとくしゃすう

の推移
すいい

 

 

   令和
れいわ

４年度
  ねんど

末
まつ

現在
げんざい

で、京都府
きょうとふ

における障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

取得者数
しゅとくしゃすう

は、約
やく

１９万８千人
    まん   せんにん

です。 

   障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

が施行
せこう

された平成
へいせい

１８年度
    ねんど

末
まつ

（約
やく

１６万２千人
    まん  せんにん

）との比較
ひかく

では、約
やく

３万６千人
    まん     せんにん

増えて
ふ

います。 

 
平成
へいせい

18年
ねん

 

（障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
せこう

） 

令和
れいわ

２年
  ねん

 令和
れいわ

３年
  ねん

 令和
れいわ

４年
  ねん

 
⑱→④ 

増加率
ぞうかりつ

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

 132,666 141,836 139,247 137,466 3.6 ％ 増
ぱーせんとぞう

 

知的
ちてき

障害
しょうがい

 17,909 28,768 29,234 29,904 67.0 ％ 増
ぱーせんとぞう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

 12,063 27,864 29,232 31,090 

157.7

％ 増
ぱーせんとぞう

 

合
ごう

  計
けい

 162,638 198,468 197,713 198,460 22.0 ％ 増
ぱーせんとぞう

 

（注
ちゅう

）京都市
きょうとし

含む
ふく

。各年度
かくねんど

末
まつ

時点
じてん

の数字
すうじ

。 

  



- 13 - 

 

第
だい

２章
しょう

 各分
かくぶん

野別
やべつ

施策
せさく

の基本
きほん

方向
ほうこう

 

Ⅰ 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担い手
にな   て

となり、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らせる
く

社会
しゃかい

 

１ 差別
さべつ

の解消
かいしょう

、権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

及び
およ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが  かた

】 

 誰
だれ

もが暮らしやすい
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向け
む

、「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に

安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

」等
とう

に基づき
もと

、障害
しょうがい

及び
およ

求められる
もと

配慮
はいりょ

等
とう

に関する
かん

理解
りかい

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深める
ふか

ための広報
こうほう

・

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

するとともに、相互
そうご

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

します。 

また、条例
じょうれい

及び
およ

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基づき
もと

、障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への

参加
さんか

を制約
せいやく

している社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するための取組
とりくみ

を進める
すす

とともに、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基づく
もと

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
など

、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

のための取組
とりくみ

を

着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

します。 

 

  (1) 権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

、虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

及び
およ

高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基づき
もと

、市町村
しちょうそん

や専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

・

協力
きょうりょく

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

への虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

、再発
さいはつ

防止
ぼうし

等
など

の取組
とりくみ

を進める
すす

とともに、障害
しょうがい

や高齢
こうれい

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でなくなった方々
かたがた

の生活
せいかつ

を

守る
まも

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

等
とう

の利
り

用
よう

促進
そくしん

を図り
はか

、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

を推進
すいしん

します。 

 

○ 市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

 

防止法
ぼうしほう

について、広く
ひろ

府民
ふみん

に周知
しゅうち

し、虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

を図ります
はか

。 

 

○ 「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

・高齢者
こうれいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

センター
せんたー

」において、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

と連携
れんけい

・
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協力
きょうりょく

して、専門
せんもん

職
しょく

チーム
ちーむ

の市町村
しちょうそん

への派遣
はけん

、専門
せんもん

職
しょく

による電話
でんわ

相談
そうだん

を行う
おこな

など、

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

、高
こう

齢者
とししゃ

虐待
ぎゃくたい

の対応
たいおう

窓口
まどぐち

となる市町村
しちょうそん

の権利
けんり

擁護
ようご

の取組
とりくみ

をきめ細かく
こま

支援
しえん

します。 

 

○ 虐待
ぎゃくたい

事例
じれい

に基づき
もと

、市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とする事例
じれい

検討会
けんとうかい

を行う
おこな

とともに、市町村
しちょうそん

等
とう

が開
かい

催
さい

する権利
けんり

擁護
ようご

研修
けんしゅう

等
とう

に専門
せんもん

職
しょく

の講師
こうし

を派遣
はけん

するなど、関係
かんけい

職員
しょくいん

の

スキルアップ
すきるあっぷ

や資質
ししつ

向
こう

上
じょう

を図ります
はか

。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

・事業所
じぎょうしょ

・市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とする虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

研修
けんしゅう

を開催
かいさい

し、施設
しせつ

・

事業所
じぎょうしょ

における障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

等
など

の取組
とりくみ

の促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

○ 家庭
かてい

裁判所
さいばんしょ

、市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の正しい
ただ

知識
ちしき

の周知
しゅうち

を図り
はか

制度
せいど

の適切
てきせつ

な利用
りよう

を促進
そくしん

するとともに、市町村
しちょうそん

の成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

促進
そくしん

に係る
かか

体制
たいせい

整備
せいび

の取組
とりくみ

を支援
しえん

します。 

 

○ 法人
ほうじん

後見
こうけん

の取組
とりくみ

や市民
しみん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

等
とう

を促進
そくしん

するため、市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とする

先進
せんしん

事例
じれい

等
とう

の勉強会
べんきょうかい

を開催
かいさい

するとともに、市町村
しちょうそん

が行う
おこな

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

や

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

事業
じぎょう

を支援
しえん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

等
とう

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な人
ひと

に対して
たい

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

利用
りよう

援助
えんじょ

（福祉
ふくし

サービス
さーびす

に関する
かん

情報
じょうほう

提供
ていきょう

・助言
じょげん

、利用
りよう

手続
てつづき

、利用料
りようりょう

支払い
しはら

の援助
えんじょ

、日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
かんり

等
など

）を行う
おこな

ことにより、安心
あんしん

して地域
ちいき

で自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送れる
おく

ように支援
しえん

します。 
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  (2) 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

の有無
うむ

に関わらず
かか

、誰
だれ

もが暮らしやすい
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向け
む

、府民
ふみん

誰
だれ

もが、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を確保
かくほ

することの重要性
じゅうようせい

について

理解
りかい

を深め
ふか

、一
ひと

人
り

ひとりが互い
たが

を思いやり
おも

、支え合える
ささ  あ

ようにするため、幅広い
はばひろ

府民
ふみん

への啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、「心
こころ

のバリアフリー
ばりあふりー

」を推進
すいしん

します。 

条例
じょうれい

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基づく
もと

、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に

ついて、広く
ひろ

府民
ふみん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深める
ふか

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行う
おこな

とともに、身近
みじか

な地域
ちいき

で

相談
そうだん

に応じ
おう

る相談
そうだん

体制
たいせい

、調整
ちょうせい

体制
たいせい

を整備
せいび

し、バリア
ばりあ

の解消
かいしょう

を支援
しえん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方々
かたがた

が毎日
まいにち

の生活
せいかつ

を送る
おく

上
うえ

で支障
ししょう

となる様々
さまざま

な社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（バリア
ばりあ

）をなくしていくため、府民
ふみん

一人
ひとり

ひとりが、それぞれの立場
たちば

でで

きる支援
しえん

をする応援者
おうえんしゃ

となっていただけるよう、心
こころ

のバリアフリー
ばりあふりー

を推進
すいしん

する啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 条例
じょうれい

の趣旨
しゅし

・内容
ないよう

を広く
ひろ

府民
ふみん

に周知
しゅうち

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

と府民
ふみん

の理解
りかい

を

促進
そくしん

するため、府
ふ

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を通して
とお

啓発
けいはつ

を実施
じっし

するとともに、市町村
しちょうそん

やテレビ
てれび

、

新聞
しんぶん

等
など

のマスメディア
ますめでぃあ

の協力
きょうりょく

を得ながら
え

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

します。 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

 

  家庭
かてい

裁判所
さいばんしょ

で選任
せんにん

された成年
せいねん

後見人
こうけんにん

や保
ほ

佐人
さにん

等
とう

が、認知症
にんちしょう

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

など

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない人
ひと

を保護
ほご

するため、その人
ひと

の身
み

の回り
まわ

に配慮
はいりょ

した財産
ざいさん

管理
かんり

等
とう

を行う
おこな

制度
せいど

。 
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○ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

の具体的
ぐたいてき

事例
じれい

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の望ましい
のぞ

事例
じれい

などを収集
しゅうしゅう

・整理
せいり

の上
うえ

、事例集
じれいしゅう

の改訂版
かいていばん

を作成
さくせい

して、広く
ひろ

府民
ふみん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

に周知
しゅうち

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の社会
しゃかい

参加
さんか

を制約
せいやく

するバリア
ばりあ

の解消
かいしょう

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の個別
こべつ

の事案
じあん

について、身近
みじか

な地域
ちいき

で

相談
そうだん

に応じる
おう

体制
たいせい

を整備
せいび

するとともに、条例
じょうれい

に基づく
もと

「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

等
とう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

」を設置
せっち

し、より専門性
せんもんせい

の高い
たか

不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

の事案
じあん

等
とう

の助言
じょげん

・あっせんによる解決
かいけつ

を図ります
はか

。 

 

    ○ 行政
ぎょうせい

機関
きかん

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

するため、行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

の窓口
まどぐち

職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

を対象
たいしょう

とするセミナー
せみなー

の実施
じっし

等
とう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

を中心
ちゅうしん

として、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、府内
ふない

各地
かくち

で啓発
けいはつ

活動
かつどう

（チラシ
ち ら し

や「ほっとはあと製品
せいひん

」の配布
はいふ

）を実施
じっし

し、理解
りかい

促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の啓発
けいはつ

を内容
ないよう

としたポスター
ぽすたー

及び
およ

体験
たいけん

作文
さくぶん

を募集
ぼしゅう

し、啓発
けいはつ

ポスター
ぽすたー

とし

て使用
しよう

するとともに、入賞
にゅうしょう

作品
さくひん

を「京都
きょうと

とっておきの芸術
げいじゅつ

祭
さい

」等
とう

で展示
てんじ

します。 

 

○ 府内
ふない

の障害
しょうがい

のある人
ひと

や関係者
かんけいしゃ

が集い
つど

、広く
ひろ

障害
しょうがい

に関する
かん

理解
りかい

と認識
にんしき

を深め
ふか

、障害
しょうがい

の

ある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

意欲
いよく

を増進
ぞうしん

し、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を図ります
はか

。 

 

○ 聞こえ
き

のサポーター
さぽーたー

養成
ようせい

講座
こうざ

を開催
かいさい

することにより、見えない
み

障害
しょうがい

である聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

への理解
りかい

促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

    ○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

及び
およ

その家族
かぞく

からの相談
そうだん

に応じ
おう

必要
ひつよう

な助言
じょげん

等
とう

を行う
おこな

とともに、
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精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

に関する
かん

正しい
ただ

知識
ちしき

と理解
りかい

の普及
ふきゅう

に努める
つと

など、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図る
はか

「こころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」を設置
せっち

します。 

 

    ○ 認知症
にんちしょう

に対する
たい

正しい
ただ

知識
ちしき

と理解
りかい

を持ち
も

、地域
ちいき

で認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

に対して
たい

でき

る範囲
はんい

で手助け
てだす

する「認知症
にんちしょう

サポーター
さぽーたー

」や「認知症
にんちしょう

サポーター
さぽーたー

養成
ようせい

講座
こうざ

」の講師役
こうしやく

とな

る「キャラバン
きゃらばん

・メイト
めいと

」の養成
ようせい

等
とう

、認知症
にんちしょう

を正しく
ただ

理解
りかい

し、地域
ちいき

で支え合える
ささ  あ

環境づくり
かんきょう

を進めます
すす

。 

また、各市町村
かくしちょうそん

における認知症
にんちしょう

サポ
さぽ

－
ー

ター
たー

等
とう

の支援者
しえんしゃ

と認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

の

ニーズ
にーず

とをつなぐ「チームオレンジ
ちーむおれんじ

」の構築
こうちく

を支援
しえん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

を含む
ふく

性
せい

暴力
ぼうりょく

の被害者
ひがいしゃ

や配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

からの暴力
ぼうりょく

の被害者
ひがいしゃ

に対し
たい

、

「京都性
きょうとせい

暴力
ぼうりょく

被害者
ひがいしゃ

ワンストップ
わんすとっぷ

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

 京都
きょうと

ＳＡＲＡ
さら

」や、配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

において相談
そうだん

支援
しえん

を行います
おこな

。 

 

○ 旧優生
きゅうゆうせい

保護法
ほごほう

に基づく
もと

優生
ゆうせい

手術
しゅじゅつ

を受けた
う

方
かた

に対する
たい

一時
いちじ

金
きん

の支給
しきゅう

については、

都道府県
とどうふけん

が請求
せいきゅう

の受付
うけつけ

等
など

を行って
おこな

おり、着実
ちゃくじつ

に支給
しきゅう

が行われる
おこな

よう、広く
ひろ

周知
しゅうち

等
とう

に

努めます
つと

。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
こころ

のバリアフリー
ばりあふりー

（バリアフリー
ばりあふりー

・ユニバーサルデザイン
ゆにばーさるでざいん

推進
すいしん

要綱
ようこう

（内閣府
ないかくふ

）） 

  誰
だれ

もが、支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方々
かたがた

の自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を確保
かくほ

することの重要性
じゅうようせい

について理解
りかい

を深め
ふか

、自然
しぜん

に支え合う
ささ  あ

ことができるようにすること。 
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２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

 

【
（

基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】
）

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

がそれぞれの地域
ちいき

で安全
あんぜん

に安心
あんしん

して暮らして
く

いくことができる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の実現
じつげん

を図る
はか

ため、住
じゅう

環境
かんきょう

の整備
せいび

、移動
いどう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せいび

、アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

に配慮
はいりょ

した施設
しせつ

等
とう

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

等
など

、障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

を通じ
つう

、生活
せいかつ

環境
かんきょう

における社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を進め
すす

、アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

を推進
すいしん

します。 

 

 (1) 障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

 

    子ども
こ

や高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

をはじめ誰
だれ

もが暮らしやすい
く

人
ひと

にやさしいまちづくりを

推進
すいしん

するため、施設
しせつ

のバリアフリー
ばりあふりー

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

やおもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

の利用証
りようしょう

制度
せいど

の

推進
すいしん

に取り組み
と   く 

ます。 

 

    ○ 京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に定める
さだ

特定
とくてい

まちづくり施設
しせつ

やおもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

協力
きょうりょく

施設
しせつ

等
とう

を中心
ちゅうしん

に、「人
ひと

にやさしいまちづくりホームページ
ほーむぺーじ

」において施設
しせつ

の

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

します。 

 

    ○ 全て
すべて

の府民
ふみん

にとって暮らしやすい
く

まちづくりを推進
すいしん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

など誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できる社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指して
めざ

、京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 身体
しんたい

に障害
しょうがい

がある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

及び
およ

道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

      また、バリアフリー法
ばりあふりーほう

に基づく
もと

重点
じゅうてん

整備地
せいびち

区内
くない

の特定
とくてい

道路
どうろ

における京都府
きょうとふ

管理
かんり

道路
どうろ

の
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バリアフリー化
ばりあふりーか

を図ります
はか

。 

 

  (2) 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を推進
すいしん

するため、多様
たよう

な世帯
せたい

が居住
きょじゅう

し交流
こうりゅう

できる

府営
ふえい

住宅
じゅうたく

等
とう

の整備
せいび

やバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

、府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への優先
ゆうせん

入居
にゅうきょ

などの取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

、子育て
こそだ

世帯
せたい

はもとより、多様
たよう

な世帯
せたい

が居住
きょじゅう

し交流
こうりゅう

できる

府営
ふえい

住宅
じゅうたく

等
とう

を整備
せいび

し、ユニバーサルデザイン
ゆにばーさるでざいん

の考え方
かんが かた

によるまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

や活動
かつどう

の障害
しょうがい

とならないよう、バリアフリー
ばりあふりー

仕様
しよう

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

の建設
けんせつ

を行う
おこな

とともに、既設
きせつ

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

においても、住
じゅう

戸内
こない

やエレベーター
えれべーたー

の設置
せっち

をは

じめとする共用
きょうよう

部分
ぶぶん

のバリアフリー
ばりあふりー

の改善
かいぜん

を進めます
すす

。 

 

    ○ 加齢
かれい

による身体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

や障害
しょうがい

が生じた
しょう

場合
ばあい

にも住み続けられる
す   つづ

よう、

バリアフリー
ばりあふりー

改修
かいしゅう

等
とう

の既存
きぞん

住宅
じゅうたく

の機能
きのう

向上
こうじょう

を図る
はか

工事
こうじ

に対して
たいして

、取扱
とりあつかい

金融
きんゆう

機関
きかん

と

提携
ていけい

して低金利
ていきんり

でリフォーム
りふぉーむ

資金
しきん

の融資
ゆうし

を行います
おこな

。 

 

    ○ 行政
ぎょうせい

に加え
くわ

、不動産
ふどうさん

関係者
かんけいしゃ

、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

などが連携
れんけい

して、民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

における

住宅
じゅうたく

セーフティネット
せーふてぃねっと

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

し、障害
しょうがい

のある人、高齢者
こうれいしゃ

などの住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

が安心
あんしん

して暮らせる
く

住宅
じゅうたく

を確保
かくほ

します。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

世帯
せたい

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を支援
しえん

するため、一般
いっぱん

募集
ぼしゅう

とは別
べつ

に、年
ねん

３回
  かい

優先枠
ゆうせんわく

を設
もう

けて募集
ぼしゅう

を行い
おこな

、入居
にゅうきょ

機会
きかい

の確保
かくほ

を図ります
はか

。 

 

  (3) 移動
いどう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せいび

等
とう
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    障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

をはじめ誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できるよう、鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

や道路
どうろ

におけ

る段差
だんさ

解消
かいしょう

や、交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

、道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

促進
そくしん

などを推進
すいしん

します。 

 

    ○ 鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

及び
およ

その周辺
しゅうへん

地区
ちく

におけるバリアフリー化
ばりあふりーか

を一体的
いったいてき

に促進
そくしん

し、高齢者
こうれいしゃ

・

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
りよう

した移動
いどう

の円滑化
えんかつか

を図る
はか

ため、その中心
ちゅうしん

となる鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

を対象
たいしょう

に、国庫
こっこ

補助
ほじょ

制度
せいど

と協調
きょうちょう

し、関係
かんけい

市町
しちょう

とともに、鉄道事
てつどうじ

業者
ぎょうしゃ

が行う
おこな

バリアフリー化
ばりあふりーか

事業
じぎょう

に対して
たい

助成
じょせい

します。 

 

    ○ 身体
しんたい

に障害
しょうがい

がある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

及び
およ

道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

      また、バリアフリー法
ばりあふりーほう

に基づく
もと

重点
じゅうてん

整備地
せいびち

区内
くない

の特定
とくてい

道路
どうろ

における京都府
きょうとふ

管理
かんり

道路
どうろ

の

バリアフリー化
ばりあふりーか

を図ります
はか

。＜再掲
さいけい

２(1)＞ 

 

    ○ 身体
しんたい

に障害
しょうがい

のある人
ひと

などからの駐車
ちゅうしゃ

禁止
きんし

除外
じょがい

指定車
していしゃ

標章
ひょうしょう

の交付
こうふ

申請
しんせい

により、審査
しんさ

のうえ当該
とうがい

標章
ひょうしょう

を交付
こうふ

し、安全
あんぜん

な駐
ちゅう

車
しゃ

環境
かんきょう

の確保
かくほ

を図ります
はか

。 

 

  (4) アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

に配慮
はいりょ

した施設
しせつ

等
とう

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

 

    バリアフリー法
ばりあふりーほう

及び
およ

京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

などに基づき
もと

、多く
おお

の人
ひと

が利用
りよう

する施設
しせつ

の

バリアフリー化
ばりあふりーか

等
とう

を進め
すすめ

、誰
だれ

もが安心
あんしん

して行き来
ゆ   き

できるまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

    ○ 京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に定める
さだ

特定
とくてい

まちづくり施設
しせつ

やおもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

協力
きょうりょく

施設
しせつ

等
とう

を中心
ちゅうしん

に、「人
ひと

にやさしいまちづくりホームページ
ほーむぺーじ

」において施設
しせつ

の

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

します。＜再掲
さいけい

２(1)＞ 

 

    ○ 全て
すべ

の府民
ふみん

にとって暮らしやすい
く

まちづくりを推進
すいしん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

など誰
だれ
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もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できる社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指して
めざ

、おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

を

推進
すいしん

します。＜再掲
さいけい

２(1)＞ 

 

    ○ 多数
たすう

の人
ひと

が利用
りよう

する府立
ふりつ

都市
とし

公園
こうえん

についてバリアフリー化
ばりあふりーか

を推進
すいしん

するとともに、

市町村
しちょうそん

管理
かんり

の公園
こうえん

施設
しせつ

について、バリアフリー化
ばりあふりーか

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 多数
たすう

の人
ひと

が利用
りよう

する府立
ふりつ

都市
とし

公園
こうえん

について、障害
しょうがい

の有無
うむ

や年齢
ねんれい

などに関わらず
かか

、あら

ゆる子ども
こ

たちが一緒
いっしょ

に遊ぶ
あそ

ことができるインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

遊具
ゆうぐ

を設置
せっち

します。 

 

    ○ バリアフリー法
ばりあふりーほう

及び
およ

京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に基づく
もと

協議
きょうぎ

、指導
しどう

、認定
にんてい

の各段階
かくだんかい

を通じて
つう

、建設
けんせつ

時
じ

及び
およ

維持
いじ

保全
ほぜん

計画
けいかく

におけるバリアフリー化
ばりあふりーか

について建築
けんちく

主
ぬし

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への指導
しどう

・助言
じょげん

を民間
みんかん

指定
してい

確認
かくにん

検査
けんさ

機関
きかん

と連携
れんけい

して行います
おこな

。 

 

    ○ 警察
けいさつ

署
しょ

、交番
こうばん

、駐在所
ちゅうざいしょ

は、日々
ひび

、多数
たすう

の人
ひと

が利用
りよう

することから施設
しせつ

のバリアフリー化
ばりあふりーか

を推進
すいしん

することとし、建て替え
 た   か

等
とう

の機会
きかい

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
りよう

できるトイレ
といれ

の設置
せっち

を

推進
すいしん

するほか、ユニバーサルデザイン
ゆにばーさるでざいん

の考え方
かんが  かた

による施設
しせつ

整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

 

 

３ 情報
じょうほう

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

・意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

及び
およ

読書
どくしょ

バリアフリー
ばりあふりー

の充実
じゅうじつ

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが  かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

な情報
じょうほう

に円滑
えんかつ

にアクセス
あくせす

することができるよう、障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

したサービス
さーびす

の提供
ていきょう

等
とう

の取組
とりくみ

を通じて
つう

情報
じょうほう

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

を推進
すいしん

し

ます。 

併せて
あわ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

が円滑
えんかつ

に意思
いし

表示
ひょうじ

やコミュニケーション
こみゅにけーしょん

を行う
おこな

ことができるよ

う、意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

を担う
にな

人材
じんざい

の育成
いくせい

やサービス
さーびす

の利用
りよう

の促進
そくしん

等
とう

の取組
とりくみ

を通じて
つう

意思
いし

疎通
そつう
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支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 また、障害
しょうがい

（視覚
しかく

・発達
はったつ

・肢体
したい

不自由
ふじゆう

、その他
     た

の障害
しょうがい

による表現
ひょうげん

の認識
にんしき

が困難
こんなん

な者
もの

及び
およ

知的
ちてき

障害
しょうがい

等
とう

により配慮
はいりょ

を要する
よう

者
もの

（以下
いか

、「視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

」という。））の有無
うむ

にかかわらず全て
すべ

の方
かた

が等しく
ひと

読書
どくしょ

を通じて
つう

文字
もじ

・活字
かつじ

文化
ぶんか

に触れる
ふ

ことができる取組み
とりく

を進めます
すす

。 

 

  (1) 情報
じょうほう

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

・意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

   ① わかりやすい情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

     障害
しょうがい

のある人
ひと

が円滑
えんかつ

に情報
じょうほう

を取得
しゅとく

・利用
りよう

し、意思
いし

表示
ひょうじ

やコミュニケーション
こみゅにけーしょん

を行う
おこな

こと

ができるよう、わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

等
とう

を推進
すいしん

し

ます。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
りよう

する録画物
ろくがぶつ

その他
    た

各種
かくしゅ

情報
じょうほう

記録
きろく

媒体
ばいたい

の製作
せいさく

及び
およ

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の派遣
はけん

や養成
ようせい

等
とう

の便宜
べんぎ

等
とう

を供与
きょうよ

し、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

拠点
きょてん

となる京都府
きょうとふ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

提供
ていきょう

施設
しせつ

の設置
せっち

・運営
うんえい

を支援
しえん

します。 

 

○ 視覚
しかく

や聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を容易
ようい

に得て
え

、また、

発信
はっしん

できるように、点字
てんじ

図書館
としょかん

などの充実
じゅうじつ

・利用
りよう

促進
そくしん

に努めます
つと

。 

 

    ○ 府民だより
ふみん

のバリアフリー化
ばりあふりーか

を図る
はか

ため、文字
もじ

拡大版
かくだいばん

、点字版
てんじばん

、音声版
おんせいばん

を発行
はっこう

します。 

 

○ 京都府
きょうとふ

のホームページ
ほーむぺーじ

の内容
ないよう

をより工夫
くふう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対して
たい

、有効
ゆうこう

な情報
じょうほう

を

発信
はっしん

し、ＷＥＢ
うぇぶ

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

に配慮
はいりょ

したホームページ
ほーむぺーじ

を構築
こうちく

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

・コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

のため、初心者向け
しょしんしゃむ

ＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

、視覚
しかく

・
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聴覚
ちょうかく

等
とう

障害
しょうがい

別
べつ

ＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

やＩＴ
あいてぃー

相談
そうだん

などを実施
じっし

します。 

 

   ② 意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
など

の派遣
はけん

や養成
ようせい

を図る
はか

ほか、広域
こういき

振興
しんこう

局
きょく

など府
ふ

機関
きかん

窓口
まどぐち

における環境
かんきょう

整備
せいび

に努めます
つと

。 

 

    ○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

のコミュニケーション
こみゅにけーしょん

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

派遣
はけん

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

のため、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

アプリ
あぷり

（ＵＤ
ゆーでぃー

トーク
とーく

）を広域
こういき

振興局
しんこうきょく

など府
ふ

機関
きかん

窓口
まどぐち

に設置
せっち

し、円滑
えんかつ

な意思
いし

疎通
そつう

や必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

ができるよう環境
かんきょう

整備
せいび

を行います
おこな

。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支える
ささ

ため、視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

のための点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、

朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
など

の養成
ようせい

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

など、人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

に努めます
つと

。また、代読
だいどく

、

代筆
だいひつ

事業
じぎょう

が障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

において実施
じっし

されるよう努めます
つと

。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

があり、電話
でんわ

での相談
そうだん

が困難
こんなん

な人
ひと

が利用
りよう

できるよう、電話
でんわ

リレーサービス
りれーさーびす

での相談
そうだん

を受け付ける
う   つ

ほか、「警察
けいさつ

総合
そうごう

相談室
そうだんしつ

」に相談
そうだん

専用
せんよう

ファックス
ふぁっくす

を設置
せっち

し、24時間
じかん

受付
うけつけ

を行います
おこな

。 

 

   ③ 選挙
せんきょ

等
とう

における配慮
はいりょ

等
とう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が選挙権
せんきょけん

を円滑
えんかつ

に行使
こうし

できるよう、選挙
せんきょ

等
とう

に関する
かん

情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

や、投票環
とうひょうかん

境
きょう

の向上
こうじょう

に努めます
つと

。 
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    ○ 選挙
せんきょ

公報
こうほう

の点字
てんじ

・音声版
おんせいばん

の配布
はいふ

など、点字
てんじ

・音声
おんせい

・インターネット
いんたーねっと

を通じた
つう

選挙
せんきょ

等
とう

に

関する
かん

情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

に努めます
つと

。 

 

    ○ 投票所
とうひょうじょ

の施設
しせつ

・設備
せつび

のバリアフリー化
ばりあふりーか

や、代理
だいり

投票
とうひょう

制度
せいど

の円滑
えんかつ

な実施
じっし

について、

市町村
しちょうそん

選挙
せんきょ

管理
かんり

委員会
いいんかい

と協力
きょうりょく

して推進
すいしん

します。 

 

    ○ 投票所
とうひょうじょ

での投票
とうひょう

が困難
こんなん

な人
ひと

の投票
とうひょう

機会
きかい

を確保
かくほ

するため、指定
してい

病院
びょういん

等
とう

における

不在者
ふざいしゃ

投票
とうひょう

制度
せいど

の周知
しゅうち

に努めます
つと

。 

 

   ④ 行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

における配慮
はいりょ

及び
およ

障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

の促進
そくしん

等
とう

 

府民だより
ふみん

や京都府
きょうとふ

ホームページ
ほーむぺーじ

等
など

を障害
しょうがい

のある人
ひと

も利用
りよう

しやすくするとともに、援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

なことが外見
がいけん

からは分かりにくい
わ

方
かた

が、周囲
しゅうい

から援助
えんじょ

等
とう

を受けやすく
う

なるよ

う、ヘルプマーク
へるぷまーく

の普及
ふきゅう

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 府民だより
ふみん

のバリアフリー化
ばりあふりーか

を図る
はか

ため、文字
もじ

拡大版
かくだいばん

、点字版
てんじばん

、音声版
おんせいばん

を発行
はっこう

します。 

＜再掲
さいけい

３(1)①＞ 

 

○ 京都府
きょうとふ

のホームページ
ほーむぺーじ

の内容
ないよう

をより工夫
くふう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対して
たい

、有効
ゆうこう

な情報
じょうほう

を

発信
はっしん

し、ＷＥＢ
うぇぶ

アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

に配慮
はいりょ

したホームページ
ほーむぺーじ

を構築
こうちく

します。＜再掲
さいけい

３(1)①

＞ 

 

○ 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

のため、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

アプリ
あぷり

（ＵＤ
ゆーでぃー

トーク
とーく

）を広域
こういき

振興局
しんこうきょく

など府
ふ

機関
きかん

窓口
まどぐち

に設置
せっち

し、円滑
えんかつ

な意思
いし

疎通
そつう

や必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

ができるよう環境
かんきょう

整備
せいび

を行います
おこな

。＜再掲
さいけい

３(1)②＞ 

 

 ○ 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

があり、電話
でんわ

での相談
そうだん

が困難
こんなん

な人
ひと

が利用
りよう

できるよう、電話
でんわ

リレーサービス
りれーさーびす
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での相談
そうだん

を受け付ける
う   つ

ほか、「警察
けいさつ

総合
そうごう

相談室
そうだんしつ

」に相談
そうだん

専用
せんよう

ファックス
ふぁっくす

を設置
せっち

し、24時間
じかん

受
うけ

付
つけ

を行います
おこな

。＜再掲
さいけい

３(１)②＞ 

 

    ○ 義足
ぎそく

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
しよう

している方
かた

、内部
ないぶ

障害
しょうがい

や難病
なんびょう

の方
かた

、妊娠
にんしん

初期
しょき

の方
かた

など、援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることが外見
がいけん

からは分かりにくい
わ

方
かた

が、周囲
しゅうい

の方
かた

に配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

と

していることを知らせる
し

ためのヘルプマーク
へるぷまーく

の普及
ふきゅう

を促進
そくしん

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 読書
どくしょ

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

の充実
じゅうじつ

 

    府立
ふりつ

図書館
としょかん

、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

、学校
がっこう

・大学
だいがく

図書館
としょかん

、点字
てんじ

図書館
としょかん

、当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

、行政
ぎょうせい

などの

関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

し、視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

が利用
りよう

しやすい書籍
しょせき

等
など

の充実
じゅうじつ

など、以下
いか

の取組
とりくみ

を

推進
すいしん

します。 

① 視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

による図書館
としょかん

の利用
りよう

に係る
かか

体制
たいせい

整備
せいび

 

府立
ふりつ

図書館
としょかん

は、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

、学校
がっこう

・大学
だいがく

図書館
としょかん

、点字
てんじ

図書館
としょかん

（以下
いか

、「市町
しちょう

村立
そんりつ

図書
としょ

 

館
かん

等
とう

」という。）との連携
れんけい

を図り
はか

、アクセシブル
あくせしぶる

な書籍
しょせき

を充実
じゅうじつ

させるため、既存
きぞん

の取組
とりくみ

を

活用
かつよう

しつつ相互
そうご

利用
りよう

の拡大
かくだい

を図る
はか

とともに、施設
しせつ

・設備
せつび

のバリアフリー化
ばりあふりーか

に一層
いっそう

取り組みます
と   く

。 

ヘルプマーク
へるぷまーく

 

  義足
ぎそく

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
しよう

している人
ひと

、内部
ないぶ

障害
しょうがい

や難病
なんびょう

の人
ひと

、又
また

は妊娠
にんしん

初期
しょき

の人
ひと

など、

援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることが外見
がいけん

からはわからない人
ひと

が、周囲
しゅうい

の人
ひと

に配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とし

ていることを知らせる
し

ことで、援助
えんじょ

を得やすく
え

するためのマーク
まーく

。 
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市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

において、読書
どくしょ

支援
しえん

機器
きき

などの活用
かつよう

や役割
やくわり

に応じた
おう

アクセシブル
あくせしぶる

な

書籍
しょせき

が充実
じゅうじつ

するよう、連携
れんけい

を図ります
はか

。 

また、府立
ふりつ

図書館
としょかん

では来館者
らいかんしゃ

が求める
もと

資料
しりょう

や情報
じょうほう

を得られる
え

よう、効果的
こうかてき

な案内
あんない

やカウン
かうん

 

ターサービス
たーさーびす

の向上
こうじょう

など利用
りよう

しやすい環境
かんきょう

整備
せいび

に一層
いっそう

取り組む
と   く

とともに、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

においても幼児期
ようじき

から障害
しょうがい

をとおして各年齢
かくねんれい

に応じた
おう

図書
としょ

や、研究
けんきゅう

・研鑽
けんさん

等
とう

に

必要
ひつよう

な図書
としょ

が利用
りよう

しやすい環境
かんきょう

となるよう、連携
れんけい

を図ります
はか

。 

 

② インターネット
いんたーねっと

を利用
りよう

したサービス
さーびす

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

府立
ふりつ

図書館
としょかん

は、視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

総合
そうごう

ネットワークシステム
ねっとわーくしすてむ

「サピエ
さぴえ

」、国立
こくりつ

国会
こっかい

図書館
としょかん

「視
し

覚
かく

障害者
しょうがいしゃ

等用
とうよう

データ
でーた

送信
そうしん

サービス
さーびす

」等
とう

の障害者用
しょうがいしゃよう

資料
しりょう

検索
けんさく

システム
しすてむ

の周知
しゅうち

を図る
はか

とともに、京都府
きょうとふ

図書館
としょかん

総合
そうごう

目録
もくろく

ネットワーク
ねっとわーく

の利用
りよう

促進
そくしん

に向けた
む

利用者
りようしゃ

への周知
しゅうち

などの

取組
とりくみ

を行
おこな

います。併せて
あわ

、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

と周知
しゅうち

等
とう

において連携
れんけい

を図ります
はか

。 

府立
ふりつ

図書館
としょかん

、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

がデイジー
でいじー

図書
としょ

などのアクセシブル
あくせしぶる

な図書
としょ

を収集
しゅうしゅう

した

場合
ばあい

、サピエ
さぴえ

や総合
そうごう

目録
もくろく

ネットワーク
ねっとわーく

に登録
とうろく

し、他館
たかん

との相互
そうご

利用
りよう

が積極的
せっきょくてき

に進む
すす

よう、

連携
れんけい

を図
はか

ります。 

 

③ 特定
とくてい

書籍
しょせき

・特定
とくてい

電子
でんし

書籍
しょせき

等
など

の製作
せいさく

支援
しえん

 

関連
かんれん

機関
きかん

等
とう

と協力
きょうりょく

して、点字
てんじ

・録音
ろくおん

図書
としょ

の製作
せいさく

支援
しえん

を推進
すいしん

するとともに、アクセシブル
あくせしぶる

な図
と

書
しょ

を製作
せいさく

する団体
だんたい

・出版社
しゅっぱんしゃ

等
とう

と、あらゆる場面
ばめん

で意見
いけん

交換
こうかん

などを通じて
つう

、利用
りよう

可能
かのう

な

図書
としょ

の拡大
かくだい

を目指します
めざ

。 

 

④ 端末
たんまつ

機器
きき

等
とう

及び
およ

これに関する
かん

情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

支援
しえん

、情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の習得
しゅうとく

支援
しえん
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アクセシブル
あくせしぶる

な電子
でんし

書籍
しょせき

等
など

を利用
りよう

するための端末
たんまつ

機器
きき

等
とう

の利用
りよう

にあたり、関係
かんけい

する情報
じょうほう

の広報
こうほう

を行う
おこな

とともに、視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

、府立
ふりつ

図書館
としょかん

、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

の職員
しょくいん

、

教員
きょういん

などへの講習会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

します。 

 

⑤ 製作
せいさく

人材
じんざい

、図書館
としょかん

サービス
さ ー び す

人材
じんざい

の育成
いくせい

 

当事者
とうじしゃ

・支援
しえん

団体
だんたい

、その他
    た

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

して点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、音訳
おんやく

奉仕員
ほうしいん

、アクセシブル
あくせしぶる

な電子
でんし

データ製
でーたせい

作者
さくしゃ

等
など

の養成
ようせい

・育成
いくせい

を行います
おこな

。 

司書
ししょ

、司書
ししょ

教諭
きょうゆ

、学校
がっこう

司書
ししょ

等
とう

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図る
はか

ため、図書
としょ

支援
しえん

機器
きき

の使用
しよう

方法
ほうほう

や障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の研修会
けんしゅうかい

を開催
かいさい

します。 

府立
ふりつ

図書館
としょかん

、市町
しちょう

村立
そんりつ

図書館
としょかん

等
とう

、当事者
とうじしゃ

・支援者
しえんしゃ

との連携
れんけい

や、ＩＣＴ
あいしーてぃー

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

等
とう

に

より、多様
たよう

な読書
どくしょ

形態
けいたい

に対応
たいおう

できる人材
じんざい

の育成
いくせい

を図ります
はか

。 
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４ 防災
ぼうさい

、防犯
ぼうはん

等
とう

の推進
すいしん

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

社会
しゃかい

において、安心
あんしん

して安全
あんぜん

に暮らす
く

ことができるよう、防災
ぼうさい

サピエ
さぴえ

 

  視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

を始め
はじ

、目
め

で文字
もじ

を読む
よ

ことが困難
こんなん

な人
ひと

に対して
たい

、様々
さまざま

な

情報
じょうほう

を点字
てんじ

、音声
おんせい

データ
でーた

などで提供
ていきょう

するネットワーク
ね っ と わ ー く

。 

 

京都府
きょうとふ

図書館
としょかん

総合
そうごう

目録
もくろく

ネットワーク
ねっとわーく

 

  京都
きょうと

府内
ふない

公立
こうりつ

図書館
としょかん

・読書
どくしょ

施設
しせつ

、大学
だいがく

図書館
としょかん

等
とう

参加館
さんかかん

の所蔵
しょぞう

資料
しりょう

の書誌
しょし

データ
でーた

を

一括
いっかつ

して検索
けんさく

できる「京都府
きょうとふ

図書館
としょかん

総合
そうごう

目録
もくろく

」を中心
ちゅうしん

に、府立
ふりつ

図書館
としょかん

が運行
うんこう

する連絡
れんらく

協力車
きょうりょくしゃ

を使い
つか

、参加館
さんかかん

の相互
そうご

協力
きょうりょく

・相互
そうご

貸借
たいしゃく

を支える
ささ

ネットワーク
ねっとわーく

。 

 

特定
とくてい

書籍
しょせき

 

  著作権法
ちょさくけんほう

第37条
だい  じょう

第１項
だい  こう

又
また

は第３項
だい  こう

本文
ほんぶん

の規定
きてい

により製作
せいさく

される視覚
しかく

障害
しょうがい

のある

人
ひと

等
とう

が利用
りよう

しやすい書籍
しょせき

（点字
てんじ

図書
としょ

、拡大
かくだい

図書
としょ

等
など

）。 

 

特定
とくてい

電子
でんし

書籍
しょせき

 

  著作権法
ちょさくけんほう

第37条
だい  じょう

第２項
だい  こう

又
また

は第３項
だい  こう

本文
ほんぶん

の規定
きてい

により製作
せいさく

される視覚
しかく

障害
しょうがい

のある

人
ひと

等
とう

が利用
りよう

しやすい電子
でんし

書籍
しょせき

（デイジー
でいじー

図書
としょ

、音声
おんせい

読み上げ
よ   あ

対応
たいおう

の電子
でんし

書籍
しょせき

、

オーディオブック
おーでぃおぶっく

等
など

）。 
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対策
たいさく

を推進
すいしん

するとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

を犯罪
はんざい

被害
ひがい

や消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

から守る
まも

ため、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

や消費者
しょうひしゃ

トラブル
とらぶる

の防止
ぼうし

に向けた
む

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

  (1) 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

のわかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、被害
ひがい

を受けやすい
う

高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

などの

要配慮者
ようはいりょしゃ

を適切
てきせつ

に避難
ひなん

支援
しえん

するための市町村
しちょうそん

の取組
とりくみ

の支援
しえん

など、防災
ぼうさい

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 京都府
きょうとふ

災害
さいがい

時
じ

要配慮者
ようはいりょしゃ

避難
ひなん

支援
しえん

センター
せんたー

において、市町村域
しちょうそんいき

や府
ふ

県域
けんいき

を超える
こ

大規模
だいきぼ

・広域
こういき

災害
さいがい

時
じ

における病院
びょういん

、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

の避難
ひなん

・受入
うけいれ

を支援
しえん

します。 

 

    ○ 災害
さいがい

時
じ

に被害
ひがい

を受けやすい
う

高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

が安心
あんしん

して

過ごせる
す

避難
ひなん

場所
ばしょ

を目指して
めざ

、福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

や福祉
ふくし

避難
ひなん

コーナー
こーなー

の設置
せっち

など市町村
しちょうそん

の取組
とりくみ

を

支援
しえん

します。 

 

    ○ 避難所
ひなんじょ

においてコミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

が必要
ひつよう

な障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

に配慮
はいりょ

し

た機器
きき

整備
せいび

を促進
そくしん

します。 

 

○ 災害
さいがい

時
じ

に高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

を適切
てきせつ

に支援
しえん

できる京都府
きょうとふ

災害
さいがい

派遣
はけん

福
ふく

祉
し

チーム
ちーむ

や福祉
ふくし

避難
ひなん

サポートリーダー
さぽーとりーだー

を養成
ようせい

します。 

 

○ 高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

を適切
てきせつ

に避難
ひなん

支援
しえん

するため、市町村
しちょうそん

が

取り組む
と   く

個
こ

別
べつ

避難
ひなん

計画
けいかく

作成
さくせい

推進
すいしん

を支援
しえん

します。 

 

○ 京都府
きょうとふ

広報
こうほう

テレビ
てれび

番組
ばんぐみ

、ラジオ
らじお

番組
ばんぐみ

、広報紙
こうほうし

「きょうと府民だより
ふみん

」、ＳＮＳ
えすえぬえす

や

ホームページ
ほーむぺーじ

等
など

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

社会
しゃかい

において安全
あんぜん

に、
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安心
あんしん

して暮らす
く

ことができるよう、防犯
ぼうはん

や災害
さいがい

情報
じょうほう

、犯罪
はんざい

や事故
じこ

に遭わない
あ

情報
じょうほう

を

発信
はっしん

します。 

 

○ 府民
ふみん

の安心
あんしん

安全
あんぜん

に寄与
きよ

するため、防災
ぼうさい

防犯
ぼうはん

メール
めーる

の利用
りよう

促進
そくしん

が図られる
はか

よう、府
ふ

から

住民
じゅうみん

への情報
じょうほう

発信
はっしん

の拡充
かくじゅう

を行い
おこな

、市町村
しちょうそん

に対して
たい

も周知
しゅうち

が行える
おこな

よう支援
しえん

していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

    ファックス
ふぁっくす

やメール
めーる

、アプリ
あぷり

を活用
かつよう

した緊急
きんきゅう

通報
つうほう

の推進
すいしん

や、携帯
けいたい

端末
たんまつ

等
とう

を活用
かつよう

した防災
ぼうさい

・

防犯
ぼうはん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

した犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じこ

に遭わない
あ

ための情報
じょうほう

の

発信
はっしん

など、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

    〇 聴覚
ちょうかく

及び
およ

言語
げんご

機能
きのう

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が、犯罪
はんざい

被害
ひがい

や交通
こうつう

事故
じこ

に遭ったり
あ

目撃
もくげき

したとき

に、自ら
みずか

警察
けいさつ

に通報
つうほう

することができる「メール
めーる

１１０番
      ばん

システム
しすてむ

」「ＦＡＸ
ふぁっくす

１１０番
           ばん

システム
しすてむ

」及び
およ

「１１０番
      ばん

アプリシステム
あぷりしすてむ

」の利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

を図ります
はか

。 

 

○  防犯
ぼうはん

・犯罪
はんざい

発生
はっせい

情報
じょうほう

等
など

を希望
きぼう

する方
かた

に対して
たい

、タイムリー
たいむりー

に携帯
けいたい

電話
でんわ

や

スマートフォン
すまーとふぉん

等
とう

へメール
めーる

配信
はいしん

し、防犯
ぼうはん

意識
いしき

の高揚
こうよう

等
とう

に努めます
つと

。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

の障害
しょうがい

のある人
ひと

などが地域
ちいき

安全
あんぜん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を受ける
う

機会
きかい

を得られる
え

よう、

個別
こべつ

避難
ひなん

計画
けいかく

 

  高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

など自ら
みずか

避難
ひなん

することが困難
こんなん

な避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

ごとに作成
さくせい

する避難
ひなん

支援
しえん

のための計画
けいかく

。 
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映像
えいぞう

等
など

の啓発
けいはつ

資料
しりょう

及び
およ

タブレット
たぶれっと

端末
たんまつ

の活用
かつよう

や手話
しゅわ

のできる警察
けいさつ

職員
しょくいん

等
とう

による防犯
ぼうはん

教室
きょうしつ

を開催
かいさい

し、防犯
ぼうはん

指導
しどう

を行います
おこな

。 

 

○ 京都府
きょうとふ

広報
こうほう

テレビ
てれび

番組
ばんぐみ

、ラジオ
らじお

番組
ばんぐみ

、広報紙
こうほうし

「きょうと府民だより
ふみん

」、ＳＮＳ
えすえぬえす

や

ホームページ
ほーむぺーじ

等
など

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

社会
しゃかい

において安全
あんぜん

に、

安心
あんしん

して暮らす
く

ことができるよう、防犯
ぼうはん

や災害
さいがい

情報
じょうほう

、犯罪
はんざい

や事故
じこ

に遭わない
あ

情報
じょうほう

を

発信
はっしん

します。＜再掲
さいけい

４(1)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メール
めーる

１１０番
      ばん

システム
しすてむ

 

  聴覚
ちょうかく

や言語
げんご

機能
きのう

に障害
しょうがい

のある方
かた

でも１１０番
      ばん

通報
つうほう

ができるよう、平成
へいせい

14年
ねん

１月
  がつ

か

ら運用
うんよう

を開始
かいし

したインターネット
いんたーねっと

回線
かいせん

を利用
りよう

してメール
めーる

のやりとりをする通報
つうほう

受理
じゅり

システム
しすてむ

。 

 

ＦＡＸ
ふぁっくす

１１０番
      ばん

システム
しすてむ

 

  聴覚
ちょうかく

や言語
げんご

機能
きのう

に障害
しょうがい

のある方
かた

でも１１０番
      ばん

通報
つうほう

ができるよう、平成
へいせい

２年
  ねん

10月
がつ

か

ら運用
うんよう

を開始
かいし

したファックス
ふぁっくす

による通報
つうほう

受理
じゅり

システム
しすてむ

。 

 

１１０番
      ばん

アプリシステム
あぷりしすてむ

 

  聴覚
ちょうかく

や言語
げんご

機能
きのう

に障害
しょうがい

のある方
かた

でも１１０番
      ばん

通報
つうほう

ができるよう、令和
れいわ

元年
がんねん

９月
  がつ

か

ら運用
うんよう

を開始
かいし

したスマートフォン
すまーとふぉん

等
とう

に専用
せんよう

のアプリケーションプログラム
あぷりけーしょんぷろぐらむ

を

ダウンロード
だうんろーど

し、氏名
しめい

等
など

を登録
とうろく

することで使用
しよう

可能
かのう

となる文字
もじ

等
とう

による通報
つうほう

受理
じゅり

システム
しすてむ

。 
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  (3) 消費者
しょうひしゃ

トラブル
とらぶる

の防止
ぼうし

及び
および

被害
ひがい

からの救済
きゅうさい

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を防止
ぼうし

するため、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

した地域
ちいき

の見守り
みまも

活動
かつどう

や、

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

促進
そくしん

などにより、障害
しょうがい

のある方々
かたがた

に係る
かか

消費者
しょうひしゃ

トラブル
とらぶる

の防止
ぼうし

及び
およ

被害
ひがい

からの救済
きゅうさい

を図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を防止
ぼうし

するため、京都府
きょうとふ

警察
けいさつ

、市町村
しちょうそん

、福祉
ふくし

関連
かんれん

団体
だんたい

、

事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

地域
ちいき

の多様
たよう

な主体
しゅたい

と連携
れんけい

した見守り
みまもり

体制
たいせい

（消費者
しょうひしゃ

安全
あんぜん

確保
かくほ

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

）を

構築
こうちく

し、地域
ちいき

での見守り
みまも

の強化
きょうか

を図ります
はか

。 

 

○ 家庭
かてい

裁判所
さいばんしょ

、市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

を消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

などから守る
まも

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の正しい
ただ

知識
ちしき

の周知
しゅうち

を図り
はか

、制度
せいど

の適切
てきせつ

な利用
りよう

を促進
そくしん

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 保健
ほけん

・医療
いりょう

の推進
すいしん

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーション
りはびりてーしょん

を受けられる
う

よう、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

とともに、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らし

い暮らし
く

をすることができるよう、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な

限り
かぎ

地域
ちいき

において行います
おこな

。 

 

消費者
しょうひしゃ

安全
あんぜん

確保
かくほ

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

 

  消費者
しょうひしゃ

安全法
あんぜんほう

第11条
だい  じょう

の３に定める
さだ

協議会
きょうぎかい

。消費者
しょうひしゃ

安全
あんぜん

の確保
かくほ

のための取組
とりくみ

を効果的
こうかてき

かつ

円滑
えんかつ

に行う
おこな

ため、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

及び
およ

地域
ちいき

の関係者
かんけいしゃ

が連携
れんけい

して構築
こうちく

する。 
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(1) 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

 

    高齢化
こうれいか

が進み
すす

、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
ちょうふくか

の傾向
けいこう

が高まる
たか

中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で

必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーション
りはびりてーしょん

を受けられる
う

よう、地域
ちいき

医療
いりょう

体制
たいせい

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が住み慣れた
す   な

地域
ちいき

や家庭
かてい

において自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送れる
おく

よう、地域
ちいき

にお

ける障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

に対する
たい

医療
いりょう

・リハビリテーション
りはびりてーしょん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や医療
いりょう

・保健
ほけん

・福祉
ふくし

分野
ぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図り
はか

、継続的
けいぞくてき

かつ適切
てきせつ

なリハビリテーション
りはびりてーしょん

が

受けられる
う

よう総合的
そうごうてき

なリハビリテーション
りはびりてーしょん

提供
ていきょう

体制
たいせい

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ リハビリテーション
りはびりてーしょん

関係者
かんけいしゃ

への研修
けんしゅう

等
とう

の実施
じっし

や各圏域
かくけんいき

の地域
ちいき

リハビリテーション
りはびりてーしょん

支援
しえん

センター
せんたー

に よ る地域
ちいき

リハビリテーション
りはびりてーしょん

の 推進
すいしん

、 府
ふ

リハビリテーション
りはびりてーしょん

教育
きょういく

センター
せんたー

によるかかりつけ医
い

等
とう

に対する
たい

リハビリテーション
りはびりてーしょん

教育
きょういく

の実施
じっし

、府立
ふりつ

医科
いか

大学
だいがく

リハビリテーション
りはびりてーしょん

医学
いがく

教室
きょうしつ

によるリハビリテーション
りはびりてーしょん

専門医
せんもんい

等
とう

の養成
ようせい

等
とう

総合的
そうごうてき

に

施策
せさく

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

など社会的
しゃかいてき

に弱い
よわ

立場
たちば

の人
ひと

などへの医療費
いりょうひ

助成
じょせい

制度
せいど

の拡充
かくじゅう

を図り
はか

、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するとともに、市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する公費
こうひ

負担
ふたん

医療
いりょう

制度
せいど

を支援
しえん

することにより、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して医療
いりょう

を受けられる
う

よう努めます
つと

。 

 

    ○ 障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、むし歯
    ば

や歯
し

周病
しゅうびょう

を予防
よぼう

するため、歯科
しか

医師
いし

・歯科
しか

衛生士
えいせいし

による歯科
しか

健
けん

診
しん

・保健
ほけん

指導
しどう

等
など

を実施
じっし

します。 

 

○ 「京都
きょうと

歯科
しか

サービスセンター
さーびすせんたー

中央
ちゅうおう

診療所
しんりょうじょ

」及び
およ

「京都
きょうと

歯科
しか

サービスセンター
さーびすせんたー

北部
ほくぶ

診療所
しんりょうじょ

」により、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、府内
ふない

で暮らす
く

障害
しょうがい

のある全て
すべ

の人
ひと

が安心
あんしん

して歯科
しか
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診療
しんりょう

を受けられる
う

ように努めます
つと

。 

 

    ○ 認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター
せんたー

を核
かく

とした認知症
にんちしょう

サポート医
さぽーとい

、一般
いっぱん

病院
びょういん

、かかりつけ医
い

等
など

のネットワーク
ねっとわーく

を強化
きょうか

し、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

できる体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

○ 臓器
ぞうき

提供
ていきょう

に関する
かん

京都
きょうと

府民
ふみん

の意思
いし

を尊重
そんちょう

できるよう、移植
いしょく

医療
いりょう

に関する
かん

正しい
ただ

知識
ちしき

を普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

するための、「意思（おも）いをつなぐグリーンリボン
ぐりーんりぼん

京都
きょうと

府民
ふみん

運動
うんどう

」を、

関係
かんけい

機関
きかん

・団体
だんたい

と共
とも

に推進
すいしん

します。また、臓器
ぞうき

移植
いしょく

の専門
せんもん

職
しょく

として、臓器
ぞうき

移植
いしょく

コーディネーター
こーでぃねーたー

を配置
はいち

し、臓器
ぞうき

提供
ていきょう

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

や府民
ふみん

・医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

の相談
そうだん

支援
しえん

、

移植
いしょく

医療
いりょう

に関する
かん

出前
でまえ

講座
こうざ

を行い
おこな

、移植
いしょく

医療
いりょう

に関する
かん

理解
りかい

の促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

  (2) 保健
ほけん

・医療
いりょう

を支える
ささ

人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

を受けられる
う

よう、医師
いし

・看護師
かんごし

等
とう

の育
いく

成
せい

・確保
かくほ

の取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

します。 

 

    ○ 府内
ふない

への就業
しゅうぎょう

を希望
きぼう

する理学
りがく

療法士
りょうほうし

等
など

養成
ようせい

施設
しせつ

の学生
がくせい

への修学
しゅうがく

資金
しきん

の貸与
たいよ

、

北部地域
ほくぶちいき

や介護系施設
かいごけいしせつ

を含めた
ふく

リハビリテーション
りはびりてーしょん

就業
しゅうぎょう

フェア
ふぇあ

等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

対策
たいさく

の

実施
じっし

やリハビリテーション
りはびりてーしょん

従事者
じゅうじしゃ

の資質
ししつ

向上
こうじょう

のための研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

等
とう

での受入
うけいれ

研修
けんしゅう

等
とう

により人材
じんざい

育成
いくせい

に努めま
つと

す。 

 

○ 高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

の診断
しんだん

・治療
ちりょう

に携わる
たずさ

医師
いし

（精神科
せいしんか

、脳
のう

神経
しんけい

外科
げか

、脳
のう

神経
しんけい

内科
ないか

、

リハビリテーション科
りはびりてーしょんか

等
など

）が少ない
すく

ことから、高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

に係
かか

る専門知識
せんもんちしき

や福祉的
ふくしてき

な

支援
しえん

に早期
そうき

につながるよう精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の取得
しゅとく

に必要
ひつよう

な診断書
しんだんしょ

作成
さくせい

などについての

医療
いりょう

関係者向け
かんけいしゃむ

研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

します。 
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  (3) 難病
なんびょう

等
とう

に関する
かん

保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
せさく

の推進
すいしん

 

    難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対し
たい

、総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

・支援
しえん

や地域
ちいき

における受入
うけいれ

病院
びょういん

の確保
かくほ

を図る
はか

とともに、

在宅療
ざいたくりょう

養上
ようじょう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行う
おこな

ことにより、安定
あんてい

した療養
りょうよう

生活
せいかつ

の確保
かくほ

と難病
なんびょう

患者
かんじゃ

及び
およ

その家族
かぞく

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 在宅
ざいたく

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

に向けて
む

、保健所
ほけんじょ

ごとに設置
せっち

した「難病
なんびょう

対策
たいさく

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

」を中心
ちゅうしん

にして、医療
いりょう

や生活
せいかつ

に係る
かかる

相談
そうだん

指導
しどう

、難病
なんびょう

に対する
たい

正しい
ただ

知識
ちしき

の

情報
じょうほう

提供
ていきょう

、患者
かんじゃ

同士
どうし

の交流
こうりゅう

など、保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

が効果的
こうかてき

に提供
ていきょう

できる

ようにネットワーク
ねっとわーく

を拡充
かくじゅう

するとともに、地域
ちいき

の総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

    ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の病状
びょうじょう

や療養
りょうよう

実態
じったい

に即した
そく

支援
しえん

が地域
ちいき

で適切
てきせつ

に提供
ていきょう

できるよう、

「難病
なんびょう

診療
しんりょう

連携
れんけい

拠点
きょてん

病院
びょういん

」及び
およ

、「難病
なんびょう

医療
いりょう

協力
きょうりょく

病院
びょういん

」を核
かく

に、各地域
かくちいき

の「指定
してい

難病
なんびょう

医療
いりょう

機関
きかん

」等
とう

と相互
そうご

のネットワーク
ねっとわーく

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

 

    ○ いわゆる難病
なんびょう

のうち、指定
してい

難病
なんびょう

については、治療
ちりょう

が極めて
きわ

困難
こんなん

であり、医療費
いりょうひ

も高額
こうがく

であることから、これらの疾患
しっかん

に関する
かん

医療
いりょう

の確立
かくりつ

、普及
ふきゅう

を図る
はか

とともに、患者
かんじゃ

の医療費
いりょうひ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図る
はか

ため、「難病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対する
たい

医療
いりょう

等
とう

に関する
かん

法律
ほうりつ

」に基づき
もと

、保険
ほけん

診療
しんりょう

の患者
かんじゃ

負担分
ふたんぶん

の一部
いちぶ

について公費
こうひ

負担
ふたん

を行います
おこな

。 

 

○ 小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾病
しっぺい

患者
かんじゃ

について、今後
こんご

、成人
せいじん

難病
なんびょう

への円滑
えんかつ

な移行
いこう

を推進
すいしん

するとと

もに、保育所
ほいくじょ

や学校
がっこう

などの児童
じどう

受入
うけいれ

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図る
はか

ために関係
かんけい

機関
きかん

による連携
れんけい

強化
きょうか

を図り
はか

ます。 

 

  (4) 精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の適切
てきせつ

な提供
ていきょう

等
とう
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    精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な限り
かぎ

地域
ちいき

において行う
おこな

とともに、精神
せいしん

疾患
しっかん

で入院中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の早期
そうき

退院
たいいん

及び
およ

地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

し、いわゆる社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

を解消
かいしょう

するた

め、精神障
せいしんしょう

害
がい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

    ○ 心
こころ

の病気
びょうき

を持った
も

方
かた

が、身体
しんたい

の病気
びょうき

を併発
へいはつ

し救急
きゅうきゅう

対応
たいおう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

に、一般
いっぱん

救急
きゅうきゅう

病院
びょういん

と精神科
せいしんか

病院
びょういん

が連携
れんけい

して、円滑
えんかつ

に受入
うけいれ

医療
いりょう

機関
きかん

に搬送
はんそう

し、適切
てきせつ

な治療
ちりょう

が

受けられる
う

体制
たいせい

整備
せいび

を進めます
すす

。 

 

    ○ 緊急
きんきゅう

に医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

のために、病院
びょういん

輪番
りんばん

体制
たいせい

等
とう

による

24時間
じかん

の精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

体制
たいせい

を確保
かくほ

します。 

 

    ○ 府立洛
ふりつらく

南病院
なんびょういん

の病棟
びょうとう

再整備
さいせいび

を進め
すす

、多様化
たようか

する精神科
せいしんか

医療
いりょう

ニーズ
にーず

に対応
たいおう

します。 

 

    ○ 医療
いりょう

機関
きかん

における入院
にゅういん

患者
かんじゃ

等
とう

に対して
たい

、精神
せいしん

医療
いりょう

審査会
しんさかい

などにより、人権
じんけん

に配慮
はいりょ

し

た適切
てきせつ

な処遇
しょぐう

を確保
かくほ

します。 

 

    ○ 通院
つういん

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

等
とう

を通じて
つう

、精神科
せいしんか

医療
いりょう

を受診
じゅしん

する機会
きかい

を保障
ほしょう

します。 

      また、医療
いりょう

及び
およ

保護
ほご

のために入院
にゅういん

させなければ自傷
じしょう

他害
たがい

の恐れ
おそ

があると認めた
みと

場合
ばあい

の

医療
いりょう

保護
ほご

を円滑
えんかつ

に実施
じっし

するため、その医療費
いりょうひ

負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図ります
はか

。 

 

    ○ 在宅
ざいたく

の精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

に

おいて精神科
せいしんか

デイ
で い

・ケア
け あ

を実施
じっし

するとともに、同様
どうよう

の支援
しえん

が府内
ふない

各地
かくち

の医療
いりょう

機関
きかん

で実施
じっし

さ

れるよう取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

  (5) 依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

の推進
すいしん
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アルコール
あるこーる

、薬物
やくぶつ

及び
およ

ギャンブル
ぎゃんぶる

などの依存症
いぞんしょう

患者
かんじゃ

が地域
ちいき

で適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受けられる
う

よう、

医
い

療
りょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を図る
はか

とともに、患者
かんじゃ

や家族
かぞく

のニーズ
にーず

に応じた
おう

社会
しゃかい

復帰
ふっき

を支援
しえん

します。 

 

    ○ 児童
じどう

精神
せいしん

医療
いりょう

、アルコール
あるこーる

・薬物
やくぶつ

依存症
いぞんしょう

、てんかん等
とう

の専門的
せんもんてき

な精神科
せいしんか

医療
いりょう

について、

京都府
きょうとふ

全体
ぜんたい

で対応
たいおう

できる医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

○ 薬物
やくぶつ

依存症
いぞんしょう

患者
かんじゃ

やその家族
かぞく

等
とう

が適切
てきせつ

な医療
いりょう

や支援
しえん

を受けられる
う

よう、ＮＰＯ
えぬぴーおー

と連携
れんけい

 

し、相談
そうだん

対応
たいおう

及び
およ

社会
しゃかい

復帰
ふっき

支援
しえん

を実施
じっし

します。 

 

 

 ６ 自立
じりつ

した生活
せいかつ

の支援
しえん

・意思
いし

決定
けってい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 自ら
みずか

意思
いし

を決定
けってい

及び
およ

表明
ひょうめい

することが困難
こんなん

な人
ひと

を含め
ふく

、全て
すべ

の障害
しょうがい

のある人
ひと

に対し
たい

、

必要
ひつよう

な意思
いし

決定
けってい

支援
しえん

を行う
おこな

とともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自ら
みずか

の決定
けってい

に基づき
もと

、身近
みぢか

な地域
ちいき

で

相談
そうだん

支援
しえん

を受ける
う

ことのできる体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

また、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、ライフステージ
らいふすてーじ

に沿った
そ

様々
さまざま

な

生活上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズ
にーず

に対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進める
すす

とともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

自己
じこ

選択
せんたく

や自己
じこ

決定
けってい

が尊重
そんちょう

される利用者本
りようしゃほん

位
い

の支援
しえん

を促進
そくしん

します。 

 

  (1) 意思
いし

決定
けってい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、必要
ひつよう

な支援
しえん

を受けながら
う

、自ら
みずか

の決定
けってい

に基づき
もと

社会
しゃかい

の活動
かつどう

に参加
さんか

するこ

とができ、自ら
みずか

の能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
はっき

できるよう支援
しえん

を行います
おこな

。 

 

○ 障害
しょうがい

等
とう

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な人
ひと

に対して
たい

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

利用
りよう

援助
えんじょ

（福祉
ふくし
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サービス
さーびす

に関する
かんする

情報
じょうほう

提供
ていきょう

・助言
じょげん

、利用
りよう

手続
てつづき

、利用料
りようりょう

支払い
しはら

の援助
えんじょ

、日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
かんり

 

等
など

）を行う
おこな

ことにより、安心
あんしん

して地域
ちいき

で自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送れる
おく

ように支援
しえん

します。＜再掲
さいけい

 

１(1)＞ 

 

○ 認知症
にんちしょう

の人
ひと

の生活
せいかつ

に関わる
かか

関係者
かんけいしゃ

（医療
いりょう

・福祉
ふくし

・介護
かいご

、法曹
ほうそう

、金融
きんゆう

機関
きかん

等
とう

）に対する
たい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

等
とう

により、認知症
にんちしょう

の人
ひと

の意思
いし

決定
けってい

を支援
しえん

します。 

 

  (2) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自ら
みずか

の決定
けってい

に基づき
もと

、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

支援
しえん

を受ける
う

ことができる体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、様々
さまざま

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

に対応
たいおう

した相談
そうだん

支援
しえん

を提供
ていきょう

する体制
たいせい

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

    ○ 各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

や医療的
いりょうてき

ケア
けあ

、

精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

などの各専門
かくせんもん

部会
ぶかい

を置いて
お

、ゼネラルケアマネージャー
ぜねらるけあまねーじゃー

を中心
ちゅうしん

と

する関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

とのネットワーク
ねっとわーく

を構築
こうちく

し、困難
こんなん

事例
じれい

等
とう

への広域的
こういきてき

な対応
たいおう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 相談
そうだん

支援
しえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

及び
およ

サービス
さーびす

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

等
とう

を図る
はか

ため、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

、スキルアップ
すきるあっぷ

を進める
すす

とともに、相談
そうだん

担当
たんとう

職員
しょくいん

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

人材
じんざい

の

養成
ようせい

を図る
はか

など、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します。 

 

    ○ 気軽
きがる

に話
はなし

ができる居場所づくり
いばしょ

等
など

を進める
すす

とともに、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せんたー

や

保健所
ほけんじょ

等
とう

の心
こころ

の健康
けんこう

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

、地域
ちいき

で相談
そうだん

に応じる
おう

「こころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」の養成
ようせい

、

夜間
やかん

・休日
きゅうじつ

の電話
でんわ

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

等
とう

により、身近
みじか

な相談
そうだん

体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

    ○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

はばたきは、発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せんたー

を束ねる
たば

専門
せんもん

機関
きかん

として、困難
こんなん

ケース
けーす

へのスーパーバイズ
すーぱーばいず

等
とう

を担う
にな

とともに、発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん
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センター
せんたー

（府内
ふない

６箇所
  かしょ

）は、地域
ちいき

の中核的
ちゅうかくてき

な支援
しえん

機関
きかん

として、圏
けん

域内
いきない

のネットワーク
ねっとわーく

を

作り
つく

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

ため、地域
ちいき

支援
しえん

マネジャー
まねじゃー

を配置
はいち

し、市町村
しちょうそん

・保育所
ほいくじょ

等
とう

子育て
こそだ

支援
しえん

機関
きかん

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

等
とう

への指導
しどう

・助言
じょげん

、各種
かくしゅ

支援
しえん

により、人材
じんざい

育成
いくせい

や地域
ちいき

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を行います
おこな

。 

 

○ また、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

拠点
きょてん

（府内
ふない

３箇所
  かしょ

）において、学齢期
がくれいき

の児童
じどう

を中心
ちゅうしん

とした相談支
そうだんし

 

援
えん

を行う
おこな

とともに、教育
きょういく

機関
きかん

との連携
れんけい

強化
きょうか

を一層
いっそう

促進
そくしん

します。 

 

〇 京都府
きょうとふ

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

支援
しえん

センター
せんたー

（愛称
あいしょう

「ことのわ」）において、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

や 

その家族
かぞく

の相談
そうだん

に応じる
おう

とともに、保健
ほけん

、医療
いりょう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教育
きょういく

等
とう

の各関連
かくかんれん

分野
ぶんや

 

の支援
しえん

が受けられる
う

よう、関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

への情報
じょうほう

の提供
ていきょう

及び
およ

研修
けんしゅう

等
など

の業務
ぎょうむ

や連絡
れんらく

 

調整
ちょうせい

等
とう

、関係者
かんけいしゃ

が連携
れんけい

を図る
はか

協議
きょうぎ

の場
ば

を設け
もう

、総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

    ○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

支援
しえん

拠点
きょてん

における相談
そうだん

支援
しえん

を継続
けいぞく

して実施
じっし

するとともに、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

に関わる
かか

医療
いりょう

機関
きかん

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への研修
けんしゅう

や支援
しえん

機関
きかん

相互
そうご

の

連携
れんけい

会議
かいぎ

により、地域
ちいき

における高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を

図ります
はか

。 

 

    ○ 府
ふ

保健所
ほけんじょ

や難病
なんびょう

相談
そうだん

・支援
しえん

センター
せんたー

において、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

の相談
そうだん

・支援
しえん

、地域
ちいき

交流
こうりゅう

活動
かつどう

の促進
そくしん

などを行う
おこな

とともに、医療
いりょう

機関
きかん

、患者
かんじゃ

団体
だんたい

及び
およ

行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

との連携
れんけい

を

強める
つよ

ことにより、患者
かんじゃ

等
とう

の療養上
りょうようじょう

、日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の悩み
なや

や不安
ふあん

等
とう

の解消
かいしょう

を

図ります
はか

。 

 

○ 就労
しゅうろう

支援
しえん

など患者
かんじゃ

等
とう

の持つ
も

様々
さまざま

なニーズ
にーず

に対応
たいおう

する相談
そうだん

・支援
しえん

を実施
じっし

することによ
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り、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 「京都府
きょうとふ

認知症
にんちしょう

コールセンター
こーるせんたー

」や「京都府
きょうとふ

若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

コールセンター
こーるせんたー

」など、身近に
みぢか

相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

の設置
せっち

により、認知症
にんちしょう

の早期
そうき

発見
はっけん

及び
およ

認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

の介護
かいご

負担
ふたん

等
とう

の軽減
けいげん

を図ります
はか

。 

 

○  若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

に関する
かん

相談
そうだん

にワンストップ
わんすとっぷ

で対応
たいおう

できる若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

支援
しえん

コーディネーター
こーでぃねーたー

の設置
せっち

や、関係
かんけい

機関
きかん

とのネットワーク
ねっとわーく

の構築
こうちく

等
とう

により、若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

の方
かた

やその家族
かぞく

が、必要
ひつよう

な制度
せいど

やサービス
さーびす

につながる支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

    ○ 児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

やＤＶ
でぃーぶい

、非行
ひこう

、ひきこもりなど、複雑
ふくざつ

・多様化
たようか

する家庭
かてい

問題
もんだい

に迅速
じんそく

・的確
てきかく

に対応
たいおう

するため、「京都府
きょうとふ

家庭
かてい

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せんたー

」を中心
ちゅうしん

に関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

・協力
きょうりょく

の

もと、家庭
かてい

問題
もんだい

に関する
かん

総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

を行います。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

を含む
ふく

性
せい

暴力
ぼうりょく

の被害者
ひがいしゃ

や配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

からの暴力
ぼうりょく

の被害者
ひがいしゃ

に対し
たい

、

「京都性
きょうとせい

暴力
ぼうりょく

被害者
ひがいしゃ

ワンストップ
わんすとっぷ

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

 京都
きょうと

ＳＡＲＡ
さら

」や、配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

において相談
そうだん

支援
しえん

を行います
おこな

。＜再掲
さいけい

１(2)＞ 

 

    ○ 府内
ふない

各市町村
かくしちょうそん

において、府民
ふみん

が抱える
かか

複雑
ふくざつ

・複合化
ふくごうか

した課題
かだい

に対応
たいおう

するため、相談者
そうだんしゃ

 

や内容
ないよう

の属性
ぞくせい

に関わらず
かか

、重層的
じゅうそうてき

に支援
しえん

する体制
たいせい

の構築
こうちく

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 悩んで
なや

いる人
ひと

に気づき
き

、声
こえ

をかけ、話
はなし

を聞いて
き

、専門
せんもん

機関
きかん

等
とう

必要
ひつよう

な支援
しえん

につなげ、

見守る
みまも

ゲートキーパー
げーときーぱー

の養成
ようせい

を進めます
すす

。 

 

○ 京都府
きょうとふ

自殺
じさつ

ストップセンター
すとっぷせんたー

を運営
うんえい

し、自死
じし

・自殺
じさつ

を考える
かんが

など、深刻
しんこく

な悩み
なや

を抱える
かか
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方々
かたがた

に対する
たい

電話
でんわ

相談
そうだん

を実施
じっし

します。また、多重
たじゅう

債務
さいむ

や労働
ろうどう

問題
もんだい

等
とう

、相談
そうだん

内容
ないよう

により

専門家
せんもんか

の対応
たいおう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

は、法律
ほうりつ

相談
そうだん

や労働
ろうどう

相談
そうだん

等
とう

の専門
せんもん

相談
そうだん

に繋ぐ
つな

など、継続
けいぞく

した

相談
そうだん

支援
しえん

を行います
おこな

。 

 

○ 府内
ふない

の相談
そうだん

・支援
しえん

機関
きかん

からなるネットワーク
ねっとわーく

「京
きょう

のいのち支え隊
ささ  たい

」による連携
れんけい

、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を進め
すす

、より良い
よ

相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図る
はか

等
とう

の活動
かつどう

を通じて
つう

、「オール
おーる

京都
きょうと

」

体制
たいせい

での寄り添い
よ   そ

支援
しえん

を進めます
すす

。 

 

○ ＳＮＳ
えすえぬえす

を活用
かつよう

した相談
そうだん

窓口
まどぐち

の広報
こうほう

など、若者向け
わかものむ

の対策
たいさく

を一層
いっそう

推進
すいしん

します。 

 

    ○ 安全
あんぜん

で不自由
ふじゆう

なく暮らせる
く

住宅
じゅうたく

にするためにバリアフリー
ばりあふりー

改修
かいしゅう

などの設計
せっけい

内容
ないよう

や

工事
こうじ

方法
ほうほう

について専門家
せんもんか

が相談
そうだん

に応じる
おう

住宅
じゅうたく

相談
そうだん

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

した重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

となる生活
せいかつ

介護
かいご

事業
じぎょう

等
とう

に対して
たい

、身体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

などを予防
よぼう

できるよう、リハ
りは

専門
せんもん

職
しょく

による訪問
ほうもん

相談
そうだん

を行います
おこな

。 

 

    ○ 府
ふ

、市町村
しちょうそん

、警察
けいさつ

、京都
きょうと

犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

等
とう

が一体
いったい

となり、ワンストップ
わんすとっぷ

で犯罪
はんざい

 

被害者
ひがいしゃ

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

ため、社会
しゃかい

福祉士
ふくしし

がコーディネート
こーでぃねーと

する支援
しえん

調整
ちょうせい

会議
かいぎ

を開催
かいさい

し、 

司
し

法
ほう

、心理
しんり

、福祉
ふくし

の専門家
せんもんか

の助言
じょげん

を踏まえた
ふ

支援
しえん

計画
けいかく

を策定
さくてい

して、被害者
ひがいしゃ

の状況
じょうきょう

変化
へんか

 

に応
おう

じ見直し
みなお

を行い
おこな

ながら中長期
ちゅうちょうき

にわたり途切れる
とぎ

ことのない支援
しえん

を行います
おこな

。 
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  (3) 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

、在宅
ざいたく

サービス
さーびす

等
とう

の充実
じゅうじつ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
ここ

のニーズ
にーず

や実態
じったい

に応じて
おうじて

、自ら
みずか

の選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

なサービス
さーびす

を

受
う

けられるよう、市町村
しちょうそん

等
とう

との連携
れんけい

のもと、在宅
ざいたく

サービス
さーびす

等
とう

の量的
りょうてき

・質的
しつてき

な充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

や児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基づく
もと

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の実施
じっし

計画
けいかく

である

本計画
ほんけいかく

に定める
さだ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の必要量
ひつようりょう

の確保
かくほ

に向け
む

、市町村
しちょうそん

や関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と

連携
れんけい

してサービス
さーびす

提供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な障害児者
しょうがいじしゃ

や重度
じゅうど

障害児者
しょうがいじしゃ

に対し
たい

、医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受け入れ
う   い

を

行う
おこな

医療
いりょう

機関
きかん

への支援
しえん

や、適正
てきせい

なサービス
さーびす

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に対する
たい

支援
しえん

を行い
おこな

、地域
ちいき

での生活
せいかつ

が安心
あんしん

して継続
けいぞく

できるよう環境
かんきょう

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

 医療的
いりょうてき

ケア
けあ

 

  人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

による吸引
きゅういん

管理
かんり

、かくたん吸引
きゅういん

その他
    た

の医療
いりょう

行為
こうい

。 

 

ゲートキーパー
げーときーぱー

 

  自殺
じさつ

の危険
きけん

を示す
しめ

サイン
さいん

や深刻
しんこく

な悩み
なや

を抱えて
かか

いる人
ひと

に気づき
き

、声
こえ

をかけ、話
はなし

を

聞いて
き

必要
ひつよう

な支援
しえん

につなぎ、見守る
みまも

ことができる人
ひと

で、「命
いのち

の門番
もんばん

」と言われて
い

いる。 

 

 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

 

  障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

、児童
じどう

、生徒
せいと

に対して
たい

、幼稚園
ようちえん

、小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

又
また

は高等
こうとう

学校
がっこう

に

準
じゅん

ずる教育
きょういく

を施す
ほどこ

とともに、障害
しょうがい

による学 習 上
がくしゅうじょう

又
また

は生活上
せいかつじょう

の困難
こんなん

を克服
こくふく

し自立
じりつ

を図る
はか

ために必要
ひつよう

な知識
ちしき

を授ける
さず

ことを目的
もくてき

とする学校
がっこう

。 
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○ 通院等
つういんなど

の外出
がいしゅつ

に支援
しえん

を要
よう

する高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

の移動
いどう

手段
しゅだん

を確保
かくほ

するための

福祉
ふくし

有償
ゆうしょう

運送事
うんそうじ

業者
ぎょうしゃ

の車両
しゃりょう

購入
こうにゅう

に対する
たい

助成
じょせい

及び
およ

運転
うんてん

協力者
きょうりょくしゃ

養成
ようせい

講習
こうしゅう

を実施
じっし

します。 

 

○ 在宅
ざいたく

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるよう、訪問
ほうもん

リハビリテーション
りはびりてーしょん

事業所
じぎょうしょ

の整備
せいび

を推進
すいしん

しま 

す。 

 

    ○ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及び
およ

児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基づく
もと

サービス
さーびす

体系
たいけい

に対応
たいおう

した事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

す

るため、サービス
さーびす

提供
ていきょう

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を行います
おこな

。 

 

    ○ 障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

等
とう

を踏まえ
ふ

、グループホーム
ぐるーぷほーむ

等
など

の「住まい
す

の場
ば

」の確保
かくほ

を図る
はか

とともに、生活
せいかつ

介護
かいご

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の「活動
かつどう

の場
ば

」を充実
じゅうじつ

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

なサービス
さーびす

を適切
てきせつ

に選択
せんたく

できるよう、ホームページ
ほーむぺーじ

や「障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

のてびき」等
とう

を活用
かつよう

しつつ、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して、制度
せいど

の周知
しゅうち

を図る
はか

とともに、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

を行う
おこな

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の情報
じょうほう

の提供
ていきょう

に努めます
つと

。 

 

    ○ 創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

し社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

促進
そくしん

などを行う
おこな

地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せんたー

の機能
きのう

の充実
じゅうじつ

強化
きょうか

を支援
しえん

し、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

〇 施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

に関する
かん

意向
いこう

について、施設
しせつ

において移行
いこう

の支障
ししょう

となって 

いる要因
よういん

や必要
ひつよう

な支援
しえん

を含めて
ふく

把握
はあく

し、適切
てきせつ

に意思
いし

決定
けってい

支援
しえん

を行いつつ
おこな

確認
かくにん

し、結果
けっか

に 

ついて関係
かんけい

機関
きかん

と共有
きょうゆう

することを支援
しえん

します。 

 

    ○ 医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

については、医療
いりょう

・福祉
ふくし

・保育
ほいく

・教育
きょういく

など、多分野
たぶんや

・多職種
たしょくしゅ

による連携
れんけい

した支援
しえん

が必要
ひつよう

であるため、府域
ふいき

・圏域
けんいき

・市町村域
しちょうそんいき

で医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい
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を図る
はか

ための協議
きょうぎ

の場
ば

を設ける
もう

とともに、多分野
たぶんや

に渡る
わた

支援
しえん

を総合
そうごう

調整
ちょうせい

する

コーディネーター
こーでぃねーたー

の配置
はいち

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 盲
もう

ろう者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を図る
はか

ため、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

及び
およ

移動
いどう

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

を派遣
はけん

します。 

 

    ○ 精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せんたー

や保健所
ほけんじょ

等
とう

の心
こころ

の健康
けんこう

相談
そうだん

を充実
じゅうじつ

するとともに、地域
ちいき

保健
ほけん

の拠点
きょてん

である保健所
ほけんじょ

において、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

の技術
ぎじゅつ

支援
しえん

を受けつつ
う け

、

地域
ちいき

・職域
しょくいき

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
かいぎ

や障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

を活用
かつよう

して、産業
さんぎょう

保健
ほけん

等
とう

との

連携
れんけい

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

○ 退院後
たいいんご

支援
しえん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

を担う
にな

相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

、

退院後
たいいんご

のデイケア
でいけあ

や訪問
ほうもん

支援
しえん

（アウトリーチ
あうとりーち

）、精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

するとと

もに、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

を通じ
つう

、障害者
しょうがいしゃ

福祉圏域
ふくしけんいき

毎
ごと

の保健
ほけん

・福祉
ふくし

・医療
いりょう

の協議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

し、入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

及び
およ

退院
たいいん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

定着
ていちゃく

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 訪問
ほうもん

が必要
ひつよう

な家族
かぞく

に対し
たい

、保健所
ほけんじょ

職員
しょくいん

が中心
ちゅうしん

となり、メリデン版
めりでんばん

訪問
ほうもん

家族
かぞく

支援
しえん

の

手法
しゅほう

を 用いた
もち

家族
かぞく

支援
しえん

を 実施
じっし

す る と と も に ケアラーアセスメント票
けあらーあせすめんとひょう

（ 家族
かぞく

の

セルフチェック票
せるふちぇっくひょう

）の活用
かつよう

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

により、保健
ほけん

・福祉
ふくし

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

の家族
かぞく

支援
しえん

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対し
たい

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、行政
ぎょうせい

の連携
れんけい

により、リハビリ
りはびり

医療
いりょう

か

ら就労
しゅうろう

までを継続
けいぞく

してサポート
さぽーと

する仕組み
しくみ

をつくります。京都
きょうと

府立
ふりつ

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せんたー

で専門
せんもん

外来
がいらい

と生活
せいかつ

訓練
くんれん

事業所
じぎょうしょ

が一体的
いったいてき

に訓練
くんれん

を行う
おこな

取組み
とりく

を行います
おこな

。 
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    ○ 認知症
にんちしょう

が疑われる
うたが

人
ひと

などを適切
てきせつ

な医療
いりょう

・介護
かいご

サービス
さーびす

つなげるため、各市町村
かくしちょうそん

に設置
せっち

された「認知症
にんちしょう

初期
しょき

集中
しゅうちゅう

支援
しえん

チーム
ちーむ

」の運営
うんえい

・人材
じんざい

育成
いくせい

を図ります
はか

。 

 

○ 認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

が集う
つど

「認知症
にんちしょう

カフェ
かふぇ

」の設置
せっち

の拡大
かくだい

や運営
うんえい

の支援
しえん

などにより、

認知症
にんちしょう

の人
ひと

の居場所づくり
いばしょ

や社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

します。 

 

○ 認知症
にんちしょう

等
とう

による行方
ゆくえ

不明者
ふめいしゃ

を早期
そうき

に発見
はっけん

するため、広域
こういき

模擬
もぎ

訓練
くんれん

の実施
じっし

など多様
たよう

な

捜索
そうさく

支援
しえん

を行います
おこな

。 

 

○ 認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター
せんたー

や認知症
にんちしょう

カフェ
かふぇ

等
とう

における「本人
ほんにん

・家族
かぞく

教室
きょうしつ

」の開催
かいさい

を促進
そくしん

し、認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

がお互い
  たが

に支えあう
ささ

ピアサポート
ぴあさぽーと

の場づくり
ば

を推進
すいしん

します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 障害
しょうがい

のある子ども
こ

に対する
たい

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

とも連携
れんけい

を図った
はか

上
うえ

で、障害
しょうがい

のある

児童及
じどう およ

びその家族
かぞく

に対して
たい

、乳幼児期
にゅうようじき

から学校
がっこう

卒業
そつぎょう

まで一貫
いっかん

した支援
しえん

を身近
みぢか

な地域
ちいき

で提供
ていきょう

できる体制
たいせい

の構築
こうちく

を図ります
はか

。 

 

   ① 重層的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

○ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

について、障害
しょうがい

のある児童
じどう

の障害
しょうがい

種別
しゅべつ

や年齢
ねんれい

別
べつ

等
など

のニーズ
にーず

に 

メリデン版
めりでんばん

訪問
ほうもん

家族
かぞく

支援
しえん

 

  精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

とその家族
かぞく

が、自ら
みずか

困難
こんなん

を切り抜けられる
き   ぬ

よう、問題
もんだい

を解決
かいけつ

する手法
しゅほう

を習得
しゅうとく

するための支援
し え ん

。 
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応じて
おう

、身近
みぢか

な地域
ちいき

で提供
ていきょう

できるように、市町村
しちょうそん

に設置
せっち

されるこども家庭
かてい

センター
せんたー

と 

連携
れんけい

した支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

や、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

を中核
ちゅうかく

とした障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

の 

構築
こうちく

を、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応じて
おう

進めます
すす

。 

 

   ② 重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

に対する
たい

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

○ 重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

や放課後
ほうかご

等
とう

 

デイサービス事業
でいさーびす      じぎょう

を受けられる
う

よう、地域
ちいき

における課題
かだい

の整理
せいり

や地域
ちいき

資源
しげん

の開発
かいはつ

、人材
じんざい

 

育成
いくせい

等
とう

を行い
おこな

ながら、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 京都府
きょうとふ

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

支援
しえん

センター
せんたー

（愛称
あいしょう

「ことのわ」）において、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

や 

その家族
かぞく

の相談
そうだん

に応じる
おう

とともに、情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、助言
じょげん

等
とう

を行い
おこな

、保健
ほけん

、医療
いりょう

、障害
しょうがい

 

福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教育
きょういく

等
とう

の各関連
かくかんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

が受けられる
う

よう、関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

への情報
じょうほう

の 

提供
ていきょう

及び
およ

研修
けんしゅう

等
とう

の業務
ぎょうむ

や連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

、関係者
かんけいしゃ

が連携
れんけい

を図る
はか

協議
きょうぎ

の場
ば

を設け
もう

、総合的
そうごうてき

 

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

○ 身近
みぢか

な地域
ちいき

で家族
かぞく

のレスパイト
れすぱいと

機能
きのう

を確保
かくほ

できるよう、医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

等
とう

における 

受入
うけいれ

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や、緊急
きんきゅう

時
じ

・災害
さいがい

時
じ

における医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

に対する
たい

地域
ちいき

での支援
しえん

 

体制
たいせい

の強化
きょうか

を進めます
すす

。 

 

○ 地域
ちいき

の医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

のニーズ
にーず

を勘案
かんあん

し、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

など､
、

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

支援
しえん

に 

係る
かか

関連
かんれん

分野
ぶんや

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

等
とう

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を配置
はいち

できるよう、 

研修
けんしゅう

実施
じっし

等
とう

により人材
じんざい

の確保
かくほ

、質
しつ

の向上
こうじょう

を図りながら
は か

、相談
そうだん

支援
しえん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の構築
こうちく

を 

図ります
はか

。 
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○ 強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

を有する
ゆう

障害児
しょうがいじ

に対して
たい

適切
てきせつ

な支援
しえん

ができるよう、 

地域
ちいき

の支援
しえん

ニーズ
にーず

を把握
はあく

し、課題
かだい

の整理
せいり

や専門的
せんもんてき

人材
じんざい

育成
いくせい

、地域
ちいき

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

を 

図りつつ
はか

、支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進めます
すす

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有する
ゆう

体制
たいせい

の構築
こうちく

等
とう

 

○ 難聴児
なんちょうじ

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

するための計画
けいかく

は、本計画
ほんけいかく

に盛込む
もりこ

こ 

ととし、難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

するため、市町村
しちょうそん

、 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

と連携
れんけい

した中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を果たす
は

体制
たいせい

の確保
かくほ

を 

進め
すす

、新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

スクリーニング
すくりーにんぐ

検査
けんさ

から療育
りょういく

につなげる体制
たいせい

整備
せいび

のための協議
きょうぎ

の場
ば

 

の設置
せっち

や療育
りょういく

を遅滞
ちたい

なく実施
じっし

するための体制
たいせい

整備
せいび

、難聴児
なんちょうじ

及び
およ

その家族
かぞく

への切れ目
き   め

のな 

い支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

    ○ 学齢期前
がくれいきまえ

の聴覚
ちょうかく

障害児
しょうがいじ

に聴覚
ちょうかく

・ことばの指導
しどう

等
とう

を行い
おこな

、手話
しゅわ

等
とう

の言語
げんご

能力
のうりょく

・ 

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

能力
のうりょく

の獲得
かくとく

に向けた
む

支援
しえん

を行う
おこな

とともに、保護者
ほごしゃ

に対する
たい

相談
そうだん

支援
しえん

 

等
とう

を実施
じっし

します。 

レスパイト
れすぱいと

 

  家族
かぞく

による一時的
いちじてき

ケア
けあ

を代替
だいたい

してリフレッシュ
りふれっしゅ

してもらうこと。 

 

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

 

  自傷
じしょう

、他害
たがい

、こだわり、もの壊し
こわ

、睡眠
すいみん

の乱れ
みだ

、異食
いしょく

、多動
たどう

など本人
ほんにん

や周囲
しゅうい

の人
ひと

のくらし

に影響
えいきょう

を及ぼす
およ

行動
こうどう

が、著しく
いちじる

高い
たか

頻度
ひんど

で起こる
お

ため、特別
とくべつ

に配慮
はいりょ

された支援
しえん

が必要
ひつよう

にな

っている「状態
じょうたい

」。 
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○ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の対象
たいしょう

とならない軽
けい

・中等度
ちゅうとうど

の難聴児
なんちょうじ

に対し
たい

、補聴器
ほちょうき

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

を 

実施
じっし

し、対象児
たいしょうじ

の成長
せいちょう

発達
はったつ

を促します
うなが

。 

 

○ 認識力
にんしきりょく

・探索力
たんさくりょく

を養い
やしな

、経験
けいけん

を広げる
ひろ

ための取組
とりくみ

を支援
しえん

します。 

 

○ 小児
しょうに

リハビリテーション
りはびりてーしょん

の先端
せんたん

病院
びょういん

などでリハビリテーション
りはびりてーしょん

専門
せんもん

職
しょく

を受入れ
うけい

、 

実地
じっち

研修
けんしゅう

を行い
おこな

人材
じんざい

育成
いくせい

を図る
はか

とともに、小児
しょうに

リハビリテーション
りはびりてーしょん

関連
かんれん

施設
しせつ

について 

の情報
じょうほう

発信
はっしん

に努めます
つと

。 

 

   ④ 障害児
しょうがいじ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

（インクルージョン
いんくるーじょん

）の推進
すいしん

について 

○ 全て
すべ

の子ども
こ

が、障害
しょうがい

の有無
うむ

にかかわらず、様々
さまざま

な遊び
あそ

等
とう

を通じて
つう

共
とも

に過ごし
す

、それ 

ぞれの子ども
こ

が互いに
たが

学び合い
まな  あ

、共
とも

に成長
せいちょう

できるよう、地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

 

（インクルージョン
いんくるーじょん

）を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

が保育所
ほいくしょ

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

に対して
たい

専門的
せんもんてき

支援
しえん

や助言
じょげん

を行う
おこな

 

とともに、地域
ちいき

の障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

が、保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

等
とう

を活用
かつよう

しながら、府内
ふない

 

全域
ぜんいき

において、障害児
しょうがいじ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参画
さんかく

・包容
ほうよう

を推進
すいしん

する体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指します。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

が地域
ちいき

の中
なか

で健やか
すこ

に育ち
そだ

、全て
すべ

の子育て
こそだ

世帯
せたい

が安心
あんしん

して必要
ひつよう

な 

サービス
さーびす

を利用
りよう

できるように、医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した子育て
こ そ だ

支援
しえん

体制
たいせい

の推進
すいしん

、看護師
か ん ご し

の 

確保
かくほ

、たん吸引
きゅういん

を行う
おこな

ことのできる保育士
ほ い く し

の養成
ようせい

などを推進
すいしん

します。 

 

   ⑤ 保育
ほいく

、保健
ほけん

医療
いりょう

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

した支援
しえん

 

○ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の体制
たいせい

整備
せいび

にあたり、保育所
ほいくしょ

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

の子育て
こそだ

支援
しえん

施策
しさく

と 

の連携
れんけい

を図る
はか

と共
とも

に、障害
しょうがい

のある児童
じどう

の支援
しえん

並び
なら

に健全
けんぜん

な育成
いくせい

を進める
すす

ため、市町村
しちょうそん
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に設置
せっち

されるこども家庭
かてい

センター
せんたー

や、子育て
こそだ

支援
しえん

や医療
いりょう

担当
たんとう

部署
ぶしょ

との連携
れんけい

体制
たいせい

を確保
かくほ

し 

ます。また、卒業
そつぎょう

時
じ

及び
およ

就業
しゅうぎょう

時
じ

において、支援
しえん

の円滑
えんかつ

な引継ぎ
ひきつ

のため、学校
がっこう

、 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

の連携
れんけい

や、教育
きょういく

委員会
いいんかい

等
とう

との連携
れんけい

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

 

○ 学齢期前
がくれいきまえ

までの視覚
しかく

障害児
しょうがいじ

に基本的
きほんてき

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の取得
しゅとく

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

などの訓練
くんれん

を行い
おこな

、 

社会
しゃかい

生活
せいかつ

に適応
てきおう

するための基礎
きそ

習得
しゅうとく

を支援
しえん

するとともに、保護者
ほごしゃ

に対する
たい

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

 

を実施
じっし

します。 

 

(5) 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

    発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるよう、発達
はったつ

障害
しょうがい

の早期
そうき

発見
はっけん

・ 

早期
そうき

療育
りょういく

支援
しえん

を進める
すす

とともに、医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、京都府
きょうとふ

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

 

はばたきや発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せんたー

を中心
ちゅうしん

とした地域
ちいき

での支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

など、 

ライフステージ
らいふすてーじ

を通じた
つう

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

   ① 乳幼児期
にゅうようじき

における早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

支援
しえん

実施
じっし

 

○ 市町村
しちょうそん

が、こども家庭
かてい

支援
しえん

センター
せんたー

を中心
ちゅうしん

とした子育て
こそだ

世帯
せたい

への包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

 

及び
およ

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

を中心
ちゅうしん

とした地域
ちいき

の障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

し、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

 

とも連携
れんけい

しながら、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

のための地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

の充実
じゅうじつ

を図れる
はか

よ 

うに、地域
ちいき

のニーズ
にーず

に応じた
おう

専門
せんもん

職
しょく

人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

を進めます
すす

。 

 

    ○ 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

には、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

とその家族
かぞく

等
とう

への支援
しえん

も重要
じゅうよう

で 

あることから、各地域
かくちいき

において、保護者
ほごしゃ

等
とう

が発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を理解
りかい

し、必要
ひつよう

な知識
ちしき

や 

方法
ほうほう

を身
み

につけ、適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるよう、ペアレントトレーニング
ぺあれんととれーにんぐ

等
とう

の家族
かぞく

等
とう

に対する
たい

 

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進めます
すす

。 
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○ 就学前
しゅうがくまえ

までの子ども
こども

の発育
はついく

・発達
はったつ

の支援
しえん

に関わる
かか

従事者
じゅうじしゃ

を対象
たいしょう

に、各保健所
かくほけんじょ

が地域
ちいき

 

の特性
とくせい

に応じ
おう

、子ども
こ

の発育
はついく

・発達
はったつ

の支援
しえん

に関わる
かか

研修会
けんしゅうかい

等
とう

を企画
きかく

・実施
じっし

します。 

 

   ② 医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

    ○ 発達
はったつ

障害
しょうがい

の診断
しんだん

・診療
しんりょう

を行う
おこな

医師
いし

の育成
いくせい

、医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

のため、「医療的
いりょうてき

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする子ども
こ

と保護者
ほごしゃ

が速やか
すみ

に診療
しんりょう

へ繋がる
つな

医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

」及び
およ

「医師
いし

確保
かくほ

が困難
こんなん

な北部
ほくぶ

地域
ちいき

も含め
ふく

、府
ふ

全域
ぜんいき

における持続性
じぞくせい

のある医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

」の構築
こうちく

を

進めます
すす

。 

 

   ③ 相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

はばたきは、発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せんたー

を束ねる
たば

専門
せんもん

 

機関
きかん

として、困難
こんなん

ケース
けーす

へのスーパーバイズ
すーぱーばいず

を担う
にな

とともに、職能
しょくのう

団体
だんたい

と連携
れんけい

して、 

各地域
かくちいき

で必要
ひつよう

となる専門
せんもん

職
しょく

育成
いくせい

等
とう

の役割
やくわり

を担います
にな

。 

 

    ○ 発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せんたー

は、地域
ちいき

の中核的
ちゅうかくてき

な支援
しえん

機関
きかん

として、圏
けん

域内
いきない

の

ネットワーク
ねっとわーく

を作り
つく

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

ため、地域
ちいき

支援
しえん

マネージャー
まねーじゃー

を配置
はいち

し、地域
ちいき

資源
しげん

の把握
はあく

や圏域
けんいき

課題
かだい

を明らか
あき

にし、市町村
しちょうそん

・保育所
ほいくじょ

等
とう

子育て
こそだ

支援
しえん

機関
きかん

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

等
とう

への指導
しどう

・助言
じょげん

、各種
かくしゅ

支援
しえん

を通じた
つう

地域
ちいき

の人材
じんざい

育成
いくせい

等
とう

により、地域
ちいき

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を行います
おこな

。 

 

    〇 学齢期
がくれいき

の児童
じどう

を中心
ちゅうしん

とした寄り添い型
よ   そ   がた

の相談
そうだん

支援
しえん

については、府内
ふない

の専門
せんもん

医療
いりょう

機関
きかん

における初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

の解消
かいしょう

と併せ
あわ

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、相談
そうだん

をトータルパッケージ
とーたるぱっけーじ

で提供
ていきょう

できる「発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

拠点
きょてん

」の機能
きのう

強化
きょうか

や、教育
きょういく

機関
きかん

との連携
れんけい

強化
きょうか

を一層
いっそう

促進
そくしん

しま

す。 
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    ○ 学齢期前
がくれいきまえ

の聴覚
ちょうかく

障害児
しょうがいじ

に聴覚
ちょうかく

・ことばの指導
しどう

等
とう

を行い
おこな

、手話
しゅわ

等
とう

の言語
げんご

能力
のうりょく

・

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

能力
のうりょく

の獲得
かくとく

に向けた
む

支援
しえん

を行う
おこな

とともに、保護者
ほごしゃ

に対する
たい

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

を実施
じっし

します。＜再掲
さいけい

６(4)③＞ 

 

    ○ 学齢期前
がくれいきまえ

までの視覚
しかく

障害児
しょうがいじ

に基本的
きほんてき

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の取得
しゅとく

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

などの訓練
くんれん

を行い
おこな

、

社会
しゃかい

生活
せいかつ

に適応
てきおう

するための基礎
きそ

習得
しゅうとく

を支援
しえん

するとともに、保護者
ほごしゃ

に対する
たい

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

を実施
じっし

します。＜再掲
さいけい

６(4)⑤＞ 

 

   ④ 関係
かんけい

機関
きかん

相互
そうご

のネットワーク
ねっとわーく

形成
けいせい

及び
およ

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

等
とう

の推進
すいしん

 

○ 「京都府
きょうとふ

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」等
とう

において、本府
ほんふ

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

施策
せさく

 

の方向性
ほうこうせい

の議論
ぎろん

と発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
しえん

に係る
かか

関係
かんけい

機関
きかん

のネットワーク
ねっとわーく

形成
けいせい

を推進
すいしん

すると 

ともに、関係
かんけい

団体
だんたい

と共同
きょうどう

した普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、４月
  がつ

２日
   か

の「世界
せかい

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー
でー

」 

を始め
はじ

とした発達
はったつ

障害
しょうがい

の理解
りかい

促進
そくしん

や家族
かぞく

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

に努めます
つと

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (6) 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

    障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
はか

ため、サービス
さーびす

を提供
ていきょう

する職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対する
たい

適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

、第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の適切
てきせつ

な実施
じっし

等
とう

に努めます
つと

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さーびす

を提供
ていきょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

の指導
しどう

・

ペアレントトレーニング
ぺあれんととれーにんぐ

 

  ほめられることで子ども
こ

が達成感
たっせいかん

を味わい
あじ

、自信
じしん

を深め
ふか

、将来
しょうらい

の生きる
い

力
ちから

を育める
はぐく

よう、

保護者
ほごしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に子ども
こ

のほめ方
    かた

のトレーニング
とれーにんぐ

をする教室
きょうしつ

。 
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監督
かんとく

を適切
てきせつ

に行う
おこな

とともに、介護
かいご

職員
しょくいん

による喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
など

の医療的
いりょうてき

ケア
けあ

に関する
かん

研修
けんしゅう

、

ヘルパー
へるぱー

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を推進
すいしん

する研修
けんしゅう

など、サービス
さーびす

提供
ていきょう

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 福祉
ふくし

サービス
さーびす

に関する
かん

利用者
りようしゃ

等
とう

からの苦情
くじょう

を適切
てきせつ

に解決
かいけつ

するため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

における

適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の促進
そくしん

を図る
はか

とともに、事
じ

業者
ぎょうしゃ

段階
だんかい

では解決
かいけつ

の困難
こんなん

な苦情
くじょう

については、

公正
こうせい

・中立
ちゅうりつ

な第三者
だいさんしゃ

機関
きかん

である運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

を設け
もう

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

に関する
かん

苦情
くじょう

解決
かいけつ

の体制
たいせい

整備
せいび

とその適正
てきせい

な運用
うんよう

を図ります
はか

。 

 

    〇 京都
きょうと

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さーびす

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

支援
しえん

機構
きこう

（平成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

14日
か

発足
ほっそく

）のもとでの

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の推進
すいしん

を図り
はか

、利用者本
りようしゃほん

位
い

のより質
しつ

の高い
たか

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さーびす

を安心
あんしん

して

選択
せんたく

できる環境づくり
かんきょう

を一層
いっそう

推進
すいしん

します。 

 

  (7) 福祉
ふくし

用具
ようぐ

その他
    た

のアクセシビリティ
あくせしびりてぃ

の向上
こうじょう

に資する
し

機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

及び
およ

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

 

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

 

    補
ほ

装具
そうぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

・貸付
かしつけ

、介護
かいご

・リハビリ
りはびり

のための機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬法
けんほう

に基づく
もと

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

の向上
こうじょう

を図り
はか

、社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、補
ほ

装具
そうぐ

の給付
きゅうふ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

・貸付
かしつけ

を実施
じっし

する市町村
しちょうそん

に対し
たい

財政
ざいせい

支援
しえん

等
とう

を

行います
おこな

。 

 

    ○ 医療
いりょう

機器
きき

だけでなく介護
かいご

・福祉
ふくし

人材
じんざい

の不足
ふそく

解消
かいしょう

や身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふたん

の軽減
けいげん

等
とう

のた

め介護
かいご

・福祉
ふくし

ロボット
ろぼっと

も含めた
ふく

先端
せんたん

機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

や新た
あら

なリハビリテーション
りはびりてーしょん

技術
ぎじゅつ

を
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広める
ひろ

ための研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

及び
およ

訓練
くんれん

等
とう

を行う
おこな

法人
ほうじん

に対する
たい

助成
じょせい

を実施
じっし

します。 

 

  (8) 障害
しょうがい

福祉
ふくし

を支える
ささ

人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

・定着
ていちゃく

 

    障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さーびす

を提供
ていきょう

する人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

と

質
しつ

の向上
こうじょう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 京都府
きょうとふ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の専門
せんもん

部会
ぶかい

として人材
じんざい

育成
いくせい

部会
ぶかい

を設置
せっち

し、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

、サービス
さーびす

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

等
とう

研修
けんしゅう

等
とう

の指導者
しどうしゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

を図る
はか

スキーム
すきーむ

を構築
こうちく

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らせる
く

ために、精神
せいしん

に障害
しょうがい

のある人
ひと

、聴覚
ちょうかく

や視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

など障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

ヘルパー
へるぱー

などの人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を図ります
はか

。 

また、知的
ちてき

障害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

で行動上
こうどうじょう

の困難
こんなん

を有する
ゆう

障害
しょうがい

のある人
ひと

が危険
きけん

を

回避
かいひ

するために必要
ひつよう

な援護
えんご

を行う
おこな

者
もの

を養成
ようせい

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支える
ささ

ため、視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

のための同行
どうこう

援護
えんご

従事者
じゅうじしゃ

や点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
など

の養成
ようせい

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

など、人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

に努めます
つと

。＜再掲
さいけい

３(1)②＞ 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

にとって最も
もっと

身近
みぢか

な相談者
そうだんしゃ

である身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

及び
およ

こころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

並び
なら

にいきいき条例
じょうれい

による地域
ちいき

相談員
そうだんいん

の研修
けんしゅう

事業
じぎょう

を

充実
じゅうじつ

し、相談員
そうだんいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

と活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 職員
しょくいん

の処遇
しょぐう

改善
かいぜん

等
とう

による職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せいび

や障害
しょうがい

福祉
ふくし

現場
げんば

におけるハラスメント
はらすめんと
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対策
たいさく

、ＩＣＴ
あいしーてぃー

・ロボット
ろぼっと

の導入
どうにゅう

による事務
じむ

負担
ふたん

の軽減
けいげん

、業務
ぎょうむ

の効率化
こうりつか

を支援
しえん

します。 

 

○ 認知症
にんちしょう

を正しく
ただ

理解
りかい

し、適切
てきせつ

に対応
たいおう

できるよう、かかりつけ医
い

や看護師
かんごし

、医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

 

等
とう

の認知症対
にんちしょうたい

応力
おうりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 

 

○ 認知症
にんちしょう

の人
ひと

の介護
かいご

を実践
じっせん

する施設
しせつ

・居宅
きょたく

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

の実務者
じつむしゃ

及び
およ

指導者
しどうしゃ

を対象
たいしょう

 

として、実践者
じっせんしゃ

研修
けんしゅう

、リーダー
りーだー

研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

 

Ⅱ 希望
きぼう

に添って
そ

働き続ける
はたら つづ

ことができる社会
しゃかい

 

 

７ 雇用
こよう

・就業
しゅうぎょう

、経済的
けいざいてき

自立
じりつ

の支援
しえん

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 働く
はたら

意欲
いよく

のある障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

に応じて
おう

能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することがで

きるよう、多様
たよう

な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

するとともに、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の工賃
こうちん

の水準
すいじゅん

が向上
こうじょう

するような支援
しえん

等
とう

を通じて
つう

、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を促進
そくしん

します。 

 

  (1) 総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

 

    京都
きょうと

ジョブパーク
じょぶぱーく

「はあとふるコーナー
こーなー

」を中心
ちゅうしん

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

に関する
かん

相談
そうだん

から能
のう

力
りょく

開発
かいはつ

・向上
こうじょう

、定着
ていちゃく

支援
しえん

までの総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を、福祉
ふくし

、教育
きょういく

機関
きかん

等
とう

との

ネットワーク
ねっとわーく

を強化
きょうか

して推進
すいしん

します。 

 

○ 京都
きょうと

ジョブパーク
じょぶぱーく

「はあとふるコーナー
こーなー

」を中心
ちゅうしん

に、相談
そうだん

から就職
しゅうしょく

準備
じゅんび

支援
しえん

、職場
しょくば

 

体験
たいけん

・実習
じっしゅう

、職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

まで、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、医療
いりょう

など様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、 

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応じた
おう

きめ細か
こま

な就労
しゅうろう

支援
しえん

を行います
おこな

。 
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    ○ 身近
みぢか

な地域
ちいき

に設置
せっち

された障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せんたー

において、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

支援
しえん

や職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

などを行います
おこな

。 

 

  (2) 経済的
けいざいてき

自立
じりつ

の支援
しえん

 

特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

や特別
とくべつ

給付
きゅうふ

金
きん

の支給
しきゅう

等
とう

により、障害
しょうがい

のある人
ひと

及び
およ

その家族
かぞく

に対する
たい

 

経済的
けいざいてき

負担
ふたん

の軽減
けいげん

等
とう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

、児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

、特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

等
など

の各種
かくしゅ

手当
てあて

を

支給
しきゅう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

及び
およ

その家族
かぞく

の経済的
けいざいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図ります
はか

。 

 

    ○ 国民
こくみん

年金
ねんきん

制度
せいど

の改正
かいせい

時
じ

に、制度
せいど

の対象
たいしょう

とならなかった在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

の無年金
むねんきん

障害者
しょうがいしゃ

に対して
たい

、国
くに

が措置
そち

するまでの間
あいだ

の経過的
けいかてき

措置
そち

として特別
とくべつ

給付
きゅうふ

金
きん

を支給
しきゅう

します。 

 

  (3) 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

と能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することができるよう、企業
きぎょう

との協働
きょうどう

による雇用
こよう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

と拡大
かくだい

を図る
はか

とともに、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

に取り組む
と   く

企業
きぎょう

を

応援
おうえん

する取組
とりくみ

などを推進
すいしん

し、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

を促進
そくしん

します。 

 

○ 「京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

企業
きぎょう

サポートセンター
さぽーとせんたー

」において、企業
きぎょう

に障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に関する
かん

専門
せんもん

 

ス
す

タッフ
たっふ

を派遣
はけん

し、コンサルティング
こんさるてぃんぐ

や企業内
きぎょうない

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

人材
じんざい

を育成
いくせい

するなど、 

就労
しゅうろう

から雇用
こよう

管理
かんり

、定着
ていちゃく

支援
しえん

まで総合的
そうごうてき

に支援
しえん

します。 

 

    ○ 特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

を多数
たすう

雇用
こよう

する事業所
じぎょうしょ

の創設
そうせつ

に対する
たい

支援
しえん

を行う
おこな

ととも

に、セミナー
せみなー

、見
けん

学会
がくかい

等
など

を開催
かいさい

し、特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

等
とう

の設立
せつりつ

の促進
そくしん

や、中
ちゅう

小企業
しょうきぎょう

の連携
れんけい

・
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共同
きょうどう

による障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の拡大
かくだい

を促進
そくしん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

を雇用
こよう

するために必要
ひつよう

となる施設
しせつ

又
また

は設備
せつび

等
とう

の整備
せいび

及び
およ

定着
ていちゃく

の取組
とりくみ

をする事業
じぎょう

主
ぬし

に対して
たいして

、必要
ひつよう

な整備
せいび

に要する
よう

経費
けいひ

を補助
ほじょ

することにより、障害
しょうがい

のある人
ひと

の安定的
あんていてき

な雇用
こよう

の確保
かくほ

と就労
しゅうろう

の機会
きかい

の拡大
かくだい

を図ります
はか

。 

 

    ○ 府庁
ふちょう

の職場
しょくば

において、あらゆる障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

や職場
しょくば

実習
じっしゅう

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、

その実務
じつむ

経験
けいけん

をもとに一般
いっぱん

企業
きぎょう

への就労
しゅうろう

につなげます。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

に取り組む
と   く

企業
きぎょう

を「京都
きょうと

はあとふる企業
きぎょう

」として知事
ちじ

が認証
にんしょう

し、認証
にんしょう

企業
きぎょう

が実践
じっせん

している働きやすい
はたら

職場づくり
しょくば

の先進
せんしん

事例
じれい

をホームページ
ほーむぺーじ

等
など

で紹介
しょうかい

することにより、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

への機運
きうん

を高め
たか

、府内
ふない

企業
きぎょう

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を

図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

の実例
じつれい

やインターシップ
いんたーしっぷ

の進め方
すす  かた

、指導
しどう

ノウハウ
のうはう

を学ぶ
まな

セミナー
せみなー

の開催
かいさい

など、インターシップ
いんたーしっぷ

の実施
じっし

を支援
しえん

することで雇用
こよう

を促進
そくしん

します。 

 

○ 重度
じゅうど

障害
しょうがい

がある人
ひと

の就労
しゅうろう

機会
きかい

の拡大
かくだい

や就労
しゅうろう

継続
けいぞく

を支援
しえん

するため、雇用
こよう

施策
しさく

との 

連携
れんけい

による重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就労
しゅうろう

支援
しえん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

を実施
じっし

する市町村
しちょうそん

への支援
しえん

に 

取り組みます
と   く

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

 

  雇った
やと

障害
しょうがい

のある人
ひと

を親会社
おやがいしゃ

の雇用
こよう

とみなして雇用率
こようりつ

に合算
がっさん

できる子会社
こがいしゃ

のこと。障害
しょうがい

の

ある人
ひと

が５人
  にん

以上
いじょう

で、従業員
じゅうぎょういん

に占める
し

割合
わりあい

が20%
ぱーせんと

以上
いじょう

であることなどの条件
じょうけん

を

満たした
み

場合
ばあい

に、厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が認定
にんてい

する。 
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  (4) 障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

就労
しゅうろう

支援
しえん

及び
およ

多様
たよう

な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

の確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

を促進
そくしん

するため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

就労
しゅうろう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を図る
はか

とともに、就職
しゅうしょく

を希望
きぼう

する人
ひと

の能力
のうりょく

向上
こうじょう

など就業力
しゅうぎょうりょく

強化
きょうか

の取組
とりくみ

等
とう

を推進
すいしん

しま

す。 

 

○ 京都
きょうと

ジョブパーク
じょぶぱーく

「はあとふるコーナー
こーなー

」を中心
ちゅうしん

に、相談
そうだん

から就職
しゅうしょく

準備
じゅんび

支援
しえん

、職場
しょくば

体験
たいけん

・実習
じっしゅう

、職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

まで、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、医療
いりょう

など様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応じた
おう

きめ細か
こま

な就労
しゅうろう

支援
しえん

を行います
おこな

。＜再掲
さいけい

7(1)＞ 

 

    ○ 高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

において、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就業力
しゅうぎょうりょく

の強化
きょうか

と安定
あんてい

雇用
こよう

を目指し
めざ

、

それぞれの障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を行い
おこな

、人材
じんざい

育成
いくせい

の強化
きょうか

を図ります
はか

。 

 

    ○ 国
くに

の離職者
りしょくしゃ

等
とう

再就職
さいしゅうしょく

訓練
くんれん

（委託
いたく

訓練
くんれん

）事業
じぎょう

を活用
かつよう

し、それぞれの障害
しょうがい

特性
とくせい

に

合わせた
あ

訓練
くんれん

や支援
しえん

メニュー
めにゅー

の充実
じゅうじつ

・多様化
たようか

を図ります
はか

。 

 

    ○ ＩＴ
あいてぃー

を活用
かつよう

して就労
しゅうろう

可能
かのう

な技術
ぎじゅつ

を身
み

につけるための研修
けんしゅう

を開催
かいさい

するとともに、

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する修了者
しゅうりょうしゃ

等
とう

をＩＴ
あいてぃー

サポートセンター
さぽーとせんたー

に登録
とうろく

し、仕事
しごと

の受注
じゅちゅう

、仕事
しごと

の

配分
はいぶん

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

    〇 北部
ほくぶ

リハビリテーション
りはびりてーしょん

支援
しえん

センター
せんたー

において高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

の支援
しえん

 

コーディネーター
こーでぃねーたー

による職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

評価
ひょうか

を行い
おこな

、復職
ふくしょく

や就職
しゅうしょく

が円滑
えんかつ

に進む
すす

ように 

支援
しえん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が日ごろ
ひごろ

培った
つちか

職業
しょくぎょう

技能
ぎのう

を競い合い
きそ  あ

、職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

とともに、

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対する
たい

理解
りかい

と認識
にんしき

を深め
ふか

、雇用
こよう

の促進
そくしん

を図る
はか

ことを目的
もくてき

として、
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アビリンピック
あびりんぴっく

京都
きょうと

大会
たいかい

を毎年
まいとし

開催
かいさい

するとともに、競技
きょうぎ

種目
しゅもく

の充実
じゅうじつ

や参加
さんか

事業所
じぎょうしょ

、

一般
いっぱん

来場者
らいじょうしゃ

の増大
ぞうだい

に努めます
つと

。 

また、全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

技能
ぎのう

競技
きょうぎ

大会
たいかい

の代表
だいひょう

選手
せんしゅ

派遣
はけん

などを支援
しえん

します。 

 

  (5) 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

 

    福祉
ふくし

の職場
しょくば

で働く
はたら

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
など

とも連携
れんけい

し

て、工賃
こうちん

向上
こうじょう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

の提供
ていきょう

する物品
ぶっぴん

・

サービス
さーびす

の優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

するなど、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 府
ふ

庁舎内
ちょうしゃない

等
とう

において常設
じょうせつ

販売
はんばい

コーナー
こーなー

を設置
せっち

し、府内
ふない

の就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の

ほっとはあと製
せい

品
ひん

を販売
はんばい

します。 

 

○ 福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

における新商品
しんしょうひん

開発
かいはつ

やブランド化
ぶらんどか

へのサポート
さぽーと

、共同
きょうどう

発注
はっちゅう

の拡大
かくだい

、

ＩＣＴ
あいしーてぃー

の活用
かつよう

等
とう

による高付加
こうふか

価値化
かちか

や生産性
せいさんせい

向上
こうじょう

を通じて
つう

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

における

工賃
こうちん

向上
こうじょう

を促進
そくしん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

に基づき
もと

、京都府
きょうとふ

において、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

の提供
ていきょう

す

る物品
ぶっぴん

・サービス
さーびす

の優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

します。 

  また、府内
ふない

市町村
しちょうそん

へも積極的
せっきょくてき

な取組
とりくみ

を働きかけます
はたら

。 

 

 

(6) 京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

の推進
すいしん

 

「京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

・６次
  じ

産業化
さんぎょうか

プロジェクト
ぷろじぇくと

」を創設
そうせつ

し、障害者
しょうがいしゃ

の就農
しゅうのう

・就労
しゅうろう

人材
じんざい

を育成
いくせい

 

するチャレンジ
ちゃれんじ

・アグリ
あぐり

認証
にんしょう

を、さらに普及
ふきゅう

拡大
かくだい

するとともに、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

製品
せいひん

の６次
  じ

産業化
さんぎょうか

 

やブランド化
ぶらんどか

を支援
しえん

し、京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

事業
じぎょう

を生かした
い

農業
のうぎょう

分野
ぶんや

での就労
しゅうろう

を促進
そくしん

します。 
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Ⅲ 生涯
しょうがい

を通じて
つう

学び続けられる
まな  つづ

とともに、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ
すぽーつ

などの分野
ぶんや

で一人
ひとり

ひとりの特性
とくせい

を活かして
い

活躍
かつやく

できる社会
しゃかい

 

 

 ８ 生涯
しょうがい

を通じて
つう

学び続けられる
まな  つづ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 障害
しょうがい

の有無
うむ

によって分け隔てられる
わ   へだ

ことなく、可能
かのう

な限り
かぎ

共
とも

に教育
きょういく

を受ける
う

ことので

きる仕組み
しく

の整備
せいび

を進める
すす

とともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

も含めた
ふく

その一生
いっしょう

を

通じて
つう

、自ら
みずか

の可能性
かのうせい

を追求
ついきゅう

できる環境
かんきょう

を整え
ととの

、地域
ちいき

の一員
いちいん

として豊か
ゆた

な人生
じんせい

を送る
おく

こ

とができるよう、生涯
しょうがい

を通じて
つう

教育
きょういく

やスポーツ
すぽーつ

、文化
ぶんか

等
とう

の様々
さまざま

な機会
きかい

に親しむ
した

ための

施策
せさく

を推進
すいしん

します。 

また、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

との交流
こうりゅう

及び
およ

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

などを

通じて
つう

、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

との相互
そうご

理解
りかい

促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

  (1) インクルーシブ
いんくるーしぶ

教育
きょういく

システム
しすてむ

の推進
すいしん

 

    「京都府
きょうとふ

教育
きょういく

振興
しんこう

プラン
ぷらん

」に基づき
もと

、障害
しょうがい

の有無
うむ

に関わらず
かか

児童
じどう

生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりの自立
じりつ

や

６次
  じ

産業化
さんぎょうか

 

  一次
いちじ

産業
さんぎょう

としての農業
のうぎょう

と、二次
にじ

産業
さんぎょう

としての製造業
せいぞうぎょう

、三次
さんじ

産業
さんぎょう

としての小売業
こうりぎょう

等
とう

の

事業
じぎょう

と総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

な推進
すいしん

を図り
はか

、地域
ちいき

資源
しげん

を活用
かつよう

した新た
あら

な付加
ふか

価値
かち

を生み出す
う   だ

取組
とりくみ

。主
おも

な事例
じれい

として、農産
のうさん

加工
かこう

、新商品
しんしょうひん

開発
かいはつ

、コミュニティカフェ
こみゅにてぃかふぇ

などが挙げられる
あ

。 
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社会
しゃかい

参加
さんか

を目指し
めざ

、就学前
しゅうがくまえ

から卒業後
そつぎょうご

までの一貫
いっかん

した教育
きょういく

を推進
すいしん

するほか、私
し

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

等
とう

に対する
たい

運営
うんえい

助成
じょせい

を通じて
つう

就学
しゅうがく

促進
そくしん

等
とう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 特別
とくべつ

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒数
せいとすう

が増加
ぞうか

し、様々
さまざま

な教育的
きょういくてき

ニーズ
にーず

が求められて
もと

いる

中
なか

、インクルーシブ
いんくるーしぶ

教育
きょういく

システム
しすてむ

の理念
りねん

の構築
こうちく

に向けて
む

、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

が可能
かのう

な限り
かぎ

同じ
おな

場
ば

で共
とも

に学ぶ
まな

ことを追求
ついきゅう

するとともに、一人
ひとり

ひとりの

教育的
きょういくてき

ニーズ
にーず

に最も
もっと

的確
てきかく

に応える
こた

指導
しどう

を提供
ていきょう

できるよう、多様
たよう

で柔軟
じゅうなん

な仕組み
しく

の

整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

 

    ○ 発達
はったつ

障害
しょうがい

を含む
ふく

障害
しょうがい

のある子ども
こ

への切れ目
き    め

ない支援
しえん

を行う
おこな

ため、京都府
きょうとふ

スーパーサポートセンター
すーぱーさぽーとせんたー

と各府立
かくふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

に設置
せっち

された地域
ちいき

支援
しえん

センター
せんたー

が核
かく

と

なって専門的
せんもんてき

な技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

し、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

を図り
はか

、子ども
こ

・保護者
ほごしゃ

・教員
きょういん

・地域
ちいき

を

支援
しえん

します。 

    ○ 障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

が就園
しゅうえん

している私
し

立
りつ

幼稚園
ようちえん

に対する
たい

運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

し、障害
しょうがい

のある

幼児
ようじ

の就
しゅう

園
えん

促進
そくしん

と幼児
ようじ

教育
きょういく

の振興
しんこう

を図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある生徒
せいと

が在籍
ざいせき

している私
し

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

に対する
たい

運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

し、障害
しょうがい

のある

生徒
せいと

の就学
しゅうがく

促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インクルーシブ
いんくるーしぶ

教育
きょういく

システム
しすてむ

（障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関する
かん

条約
じょうやく

第24条
だい     じょう

） 

  人間
にんげん

の多様性
たようせい

の尊重
そんちょう

等
とう

の強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

が精神的
せいしんてき

及び
およ

身体的
しんたいてき

な能力
のうりょく

等
とう

を可能
かのう

な限り
かぎ

最大
さいだい

限度
げんど

まで発揮
はっき

させ、自由
じゆう

な社会
しゃかい

に効果的
こうかてき

に参加
さんか

することを可能
かのう

とするとの目的
もくてき

の下
もと

、障害
しょうがい

の

ある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学ぶ
まな

仕組み
しく

のこと。 
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  (2) 教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

    障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

が、住み慣れた
す      な

地域
ちいき

の中
なか

で必要
ひつよう

な支援
しえん

のもと、年齢
ねんれい

や能力
のうりょく

、障害
しょうがい

の

特性
とくせい

を踏まえた
ふ

十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受けられる
う

よう、特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

の

多様
たよう

な障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏まえた
ふ

教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

    ○ 向日
むこう

が丘
おか

支援
しえん

学校
がっこう

改築
かいちく

基本
きほん

構想
こうそう

に基づき
もと

、長岡京市
ながおかきょうし

の共生型
きょうせいがた

福祉
ふくし

施設
しせつ

構想
こうそう

と連携
れんけい

し

た新た
あら

な学校づくり
がっこう

を行います
おこな

。 

 

○ 府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

における医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

に対して
たい

、適切
てきせつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえん

や支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

を行う
おこな

ため、福祉
ふくし

タクシー
たくしー

の利用
りよう

に対する
たい

助成
じょせい

や看護師
かんごし

配置
はいち

等
とう

に要する
よう

支援
しえん

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

がある児童
じどう

生徒
せいと

に対して
たい

、適切
てきせつ

な

教育的
きょういくてき

支援
しえん

や支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

を行う
おこな

ため、非常勤
ひじょうきん

講師
こうし

を配置
はいち

し、特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の

充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 特別
とくべつ

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする生徒
せいと

が、必要
ひつよう

な支援
しえん

の下
もと

で十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

が受けられる
う

よう、

府立
ふりつ

高校
こうこう

において教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を行います
おこな

。 

 

○ 発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

がある生徒
せいと

への支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

し、府立
ふりつ

高校
こうこう

における特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の

充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
たようか

に伴い
ともな

、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

を安全
あんぜん

に実施
じっし

する体制
たいせい

を確保
かくほ

する

とともに、快適
かいてき

かつ、安全
あんぜん

な学校
がっこう

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

に向けて
む

一人
ひとり

ひとりのニーズ
にーず

に合わせた
あ

き

め細やか
こま

な教育
きょういく

を推進
すいしん

します。 
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    ○ 視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

の豊か
ゆた

な生活
せいかつ

に向けて
む

の学習
がくしゅう

活動
かつどう

や社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を

図る
はか

ため、実践
じっせん

交流
こうりゅう

や指導者
しどうしゃ

としての資質
ししつ

向上
こうじょう

を図る
はか

指導者
しどうしゃ

研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
たようか

に対応
たいおう

した低床型
ていしょうがた

スクールバス
すくーるばす

を整備
せいび

します。 

 

(3) 生涯
しょうがい

を通じた
つう

多様
たよう

な学習
がくしゅう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

生涯
しょうがい

を通じて
つう

学習
がくしゅう

や情報
じょうほう

取得
しゅとく

ができるよう、情報
じょうほう

提供
ていきょう

施設
しせつ

等
とう

の設置
せっち

運営
うんえい

等
とう

を支援
しえん

す 

るとともに、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

、スポーツ
すぽーつ

・レクリエーション
れくりえーしょん

等
とう

を通じた
つう

社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
りよう

する録画物
ろくがぶつ

その他
    た

各種
かくしゅ

情報
じょうほう

記録
きろく

媒体
ばいたい

の製作
せいさく

及び
およ

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の養成
ようせい

・派遣
はけん

等
とう

の便宜
べんぎ

等
とう

を供与
きょうよ

し、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

拠点
きょてん

となる京都府
きょうとふ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

提供
ていきょう

施設
しせつ

の設置
せっち

・運営
うんえい

を支援
しえん

します。＜再掲
さいけい

３(1)＞ 

 

○ 視覚
しかく

や聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を容易
ようい

に得て
え

、また、

発信
はっしん

できるように、点字
てんじ

図書館
としょかん

などの充実
じゅうじつ

に努めます
つと

。＜再掲
さいけい

３(1)＞ 

 

    ○ 芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

、芸術家
げいじゅつか

、福祉事
ふくしじ

業者
ぎょうしゃ

、企業
きぎょう

、美術館
びじゅつかん

、行政
ぎょうせい

その他
    た

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を強力
きょうりょく

に推進
すいしん

する組織
そしき

「きょうと障害者
しょうがいしゃ

文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

推進
すいしん

機構
きこう

」を中核
ちゅうかく

として、障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通じた
つう

社会
しゃかい

参加
さんか

を

推進
すいしん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

がスポーツ
すぽーつ

やレクリエーション
れくりえーしょん

を行い
おこな

交流
こうりゅう

できる場
ば

として、障害
しょうがい

者ふれあい
しゃ

広場
ひろば

を開催
かいさい

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のスポーツ
すぽーつ

活動
かつどう

を保障
ほしょう

するため、府立
ふりつ

の体育
たいいく

施設
しせつ

（府立
ふりつ

体育館
たいいくかん

、丹波
たんば
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自然
しぜん

運動
うんどう

公園
こうえん

及び
およ

伏見港
ふしみこう

公園
こうえん

、サン
さん

・アビリティーズ
あびりてぃーず

城陽
じょうよう

）において、障害
しょうがい

のある人
ひと

とその介護者
かいごしゃ

を対象
たいしょう

にスポーツ
すぽーつ

のつどいを実施
じっし

します。 

 

(4) 交流
こうりゅう

及び
およ

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

との交流
こうりゅう

及び
およ

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

など、障害
しょうがい

のある

人
ひと

とない人
ひと

との交流
こうりゅう

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、相互
そうご

の理解
りかい

促進
そくしん

を図る
はか

など、交流
こうりゅう

機会
きかい

の拡大
かくだい

を

図ります
はか

。 

 

○ 各府立
かくふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

が、豊か
ゆた

な心
こころ

をはぐくみ、社会性
しゃかいせい

や協調性
きょうちょうせい

等
とう

社会
しゃかい

自立
じりつ

の基礎
きそ

を培う
つちか

ように優れた
すぐ

文化
ぶんか

やスポーツ
すぽーつ

を通した
とお

交流会
こうりゅうかい

を実施
じっし

します。 

 

○ 府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

において、教職
きょうしょく

を目指す
めざ

大学生
だいがくせい

等
など

を教育
きょういく

ボランティア
ぼらんてぃあ

として

受け入れます
う   い

。 

 

○ 豊か
ゆた

な自然
しぜん

の中
なか

で、障害
しょうがい

のある子ども
こ

が障害
しょうがい

のない子ども
こ

とともに自然
しぜん

体験
たいけん

活動
かつどう

を

通して
とお

、多様
たよう

な立場
たちば

を理解
りかい

し、心
こころ

のふれあいを深め
ふか

、支援
しえん

する心
こころ

や主体性
しゅたいせい

を培う
つちか

「みど

りキャンプ
きゃんぷ

」を実施
じっし

します。 

 

○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

に通う
かよ

子ども
こ

たちが地域
ちいき

共生
きょうせい

社会
しゃかい

で暮らして
く

いくために、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

についての理解
りかい

や関心
かんしん

を高める
たか

取り組み
と   く

を行う
おこな

とともに、コミュニティ
こみゅにてぃ

・スクール
すくーる

の

取組
とりくみ

等
とう

を推進
すいしん

し、地域
ちいき

住民
じゅうみん

とのネットワークづくり
ねっとわーく

を進め
すす

、学校
がっこう

と地域
ちいき

住民
じゅうみん

が力
ちから

を

合わせた
あ

学校
がっこう

運営
うんえい

を目指します
めざ

。 

 

    ○ 府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

の生徒
せいと

自ら
みずか

が製
せい

作品
さくひん

の販売
はんばい

実習
じっしゅう

・実演
じつえん

を実施
じっし

します。 
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    ○ 外部
がいぶ

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

し、府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

生徒
せいと

の清掃
せいそう

や接客
せっきゃく

など４分野
ぶんや

の職種
しょくしゅ

別
べつ

専門的
せんもんてき

技能
ぎのう

を客観的
きゃくかんてき

に評価
ひょうか

する京
きょう

しごと技能
ぎのう

検定
けんてい

を実施
じっし

します。 

 

    ○ 好立地
こうりっち

にある「ぶらり嵐山
あらしやま

」を有効
ゆうこう

活用
かつよう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の手づくり
て

製品
せいひん

等
とう

の展示
てんじ

・

販売
はんばい

等
など

を行い
おこな

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参画
さんかく

への理解
りかい

を深める
ふか

とともに、交流
こうりゅう

機会
きかい

の拡大
かくだい

を図ります
はか

。 

 

 

９ 文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

やスポーツ
すぽーつ

等
など

を通じた
つう

活動
かつどう

や機会
きかい

の創出
そうしゅつ

 

【基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

及び
およ

スポーツ
すぽーつ

への参加
さんか

を通じて
つう

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を豊か
ゆた

にするとともに、府民
ふみん

の障害
しょうがい

への理解
りかい

と認識
にんしき

を深め
ふか

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

  (1) 文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に行われる
おこな

よう、芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

などと連携
れんけい

して、そ

の環境
かんきょう

整備
せいび

を行い
おこな

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

の芸術
げいじゅつ

作品
さくひん

の

素晴らしさ
すば

の周知
しゅうち

を図る
はか

とともに、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

を通じて
つう

障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
じん

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

し相互
そうご

理解
りかい

を深めます
ふか

。 

 

    ○ 芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

、芸術家
げいじゅつか

、福祉事
ふくしじ

業者
ぎょうしゃ

、企業
きぎょう

、美術館
びじゅつかん

、行政
ぎょうせい

その他
    た

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を強力
きょうりょく

に推進
すいしん

する組織
そしき

「きょうと障害者
しょうがいしゃ

文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

推進
すいしん

機構
きこう

」を中核
ちゅうかく

として、障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通じた
つう

社会
しゃかい

参加
さんか

を

推進
すいしん

します。＜再掲
さいけい

８(3)＞ 
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    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の芸術
げいじゅつ

文化
ぶんか

活動
かつどう

の可能性
かのうせい

を切りひらき
き

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

の

促進
そくしん

を図る
はか

とともに障害
しょうがい

に対する
たい

理解
りかい

と認識
にんしき

を深める
ふか

ため、障害者
しょうがいしゃ

作品展
さくひんてん

・ものづく

りワークショップ
わーくしょっぷ

等
とう

を開催
かいさい

します。 

 

  (2) スポーツ
すぽーつ

、レクリエーション
れくりえーしょん

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、潤い
うるお

のある生活
せいかつ

を促進
そくしん

するため、スポーツ
すぽーつ

、

レクリエーション
れくりえーしょん

活動
かつどう

の推進
すいしん

を図ります
はか

。また、その活動
かつどう

による障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の交流
こうりゅう

の機会
きかい

を通して
とお

、相互
そうご

理解
りかい

の促進
そくしん

を図ります
はか

。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のスポーツ
すぽーつ

競技力
きょうぎりょく

の向上
こうじょう

を目指し
めざ

、「天皇
てんのう

盃
はい

全国車
ぜんこくくるま

いす駅伝
えきでん

競走
きょうそう

大会
たいかい

」や「全
ぜん

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

スポーツ
すぽーつ

大会
たいかい

」への支援
しえん

を行う
おこな

とともに、全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
すぽーつ

大会
たいかい

に京都府
きょうとふ

選手団
せんしゅだん

を派遣
はけん

します。 

 

○ サン
さん

・アビリティーズ
あびりてぃーず

城陽
じょうよう

における障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
すぽーつ

の拠点
きょてん

機能
きのう

の強化
きょうか

をおこなうと

ともに、パラ
ぱら

・パワーリフティング
ぱわーりふてぃんぐ

競技
きょうぎ

を始め
はじ

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
すぽーつ

の振興
しんこう

を図ります
はか

。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

がスポーツ
すぽーつ

やレクリエーション
れくりえーしょん

を行い
おこな

交流
こうりゅう

できる場
ば

として、障害
しょうがい

者ふれあい
しゃ

広場
ひろば

を開催
かいさい

します。＜再掲
さいけい

８(2)＞ 

 

○ 府内
ふない

各地
かくち

で障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
すぽーつ

が拡がる
ひろ

よう、地域
ちいき

で活動
かつどう

する障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
すぽーつ

指導員
しどういん

を

増員
ぞういん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のスポーツ
すぽーつ

活動
かつどう

を保障
ほしょう

するため、府立
ふりつ

の体育
たいいく

施設
しせつ

（府立
ふりつ

体育館
たいいくかん

、丹波
たんば

自然
しぜん

運動
うんどう

公園
こうえん

及び
およ

伏見港
ふしみこう

公園
こうえん

、サン
さん

・アビリティーズ
あびりてぃーず

城陽
じょうよう

）において、障害
しょうがい

のある人
ひと

とその介護者
かいごしゃ

を対象
たいしょう

にスポーツ
すぽーつ

のつどいを実施
じっし

します。＜再掲
さいけい

８(3)＞ 
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第３
だい

章
しょう

 サービス
さーびす

見込量
みこみりょう

及び
およ

計画的
けいかくてき

な基盤
きばん

整備
せいび

  

 １ サービス
さーびす

見込量
みこみりょう

 

計
けい

画期
かくき

間中
かんちゅう

（令和
れいわ

６年度
  ねんど

から令和
れいわ

８年度
  ねんど

）における各年度
かくねんど

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の種類
しゅるい

ごと

に、必要
ひつよう

なサービス
さーびす

の見込量
みこみりょう

を定めます
さだ

。（※各年度
かくねんど

のサービス
さーびす

見込量
みこみりょう

は１箇月分
  かげつぶん

の数値
すうち

） 

 

  (1) 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の体系
たいけい

 

 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

を対象
たいしょう

としたサービス
さーびす

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 介 護
か い ご

給 付
き ゅ う ふ

             ①居宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプ
ほーむへるぷ

） 

                         ②重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 ③同行
どうこう

援護
えんご

 

                         ④行動
こうどう

援護
えんご

   ⑤療養
りょうよう

介護
かいご

 

                         ⑥重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

 

                         ⑦短期
たんき

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

                         ⑧生活
せいかつ

介護
かいご

   ⑨施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

 

    ○ 訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

             ①自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

                         ②就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
しえん

 ③就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

                         ④就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

(A･B型
がた

) 

                         ⑤就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 ⑥自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

                         ⑦共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム
ぐるーぷほーむ

） 

    ○ 自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

 

    ○ 補
ほ

装 具
そうぐ

 

     
 
 
 
 
 
 



- 67 - 

 

② 障害
しょうがい

のある児童
じどう

を対象
たいしょう

としたサービス
さーびす

（児童
じどう

福祉法
ふくしほう

） 

 

    ○ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

            ①児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

                          ②放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

 

                          ③保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 

                          ④居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

    ○ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

            ①福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

                          ②医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

 

   ③ 相談
そうだん

支援
しえん

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

） 

 

    ○ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

    ○ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

    ○ 地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

             ①地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 ②地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

 

   ④ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 市町村
しちょうそん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

        相談
そうだん

支援
しえん

、意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

、移動
いどう

支援
しえん

 等
とう

 

    ○ 都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

       専門性
せんもんせい

の高い
たかい

相談
そうだん

支援
しえん

、意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

 等 

 

   ⑤ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

） 

 

    ○ 市町村
しちょうそん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

○ 都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう
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(2) サービス
さーびす

見込量
みこみりょう

の合計
ごうけい

  

 

サービス
さーびす

の種類
しゅるい

 

単位
たんい

（人分
にんぶん

） 

現状
げんじょう

 

(令和
れいわ

４年度
     ねんど

) 

サービス
さーびす

見込量
みこみりょう

 ④→⑧ 

増加量
ぞうかりょう

 
令和
れいわ

６年度
     ねんど

 令和
れいわ

７年度
     ねんど

 令和
れいわ

８年度
     ねんど

 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ

と

等と
う

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
サ
ー
ビ
ス

さ
ー
び
す

 

居宅
きょたく

介護
かいご

 6,450 6,867 7,167 7,485 1,035 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 543 622 664 707 164 

同行
どうこう

援護
えんご

 917 973 1,005 1,036 119 

行動
こうどう

援護
えんご

 1,041 1,204 1,329 1,444 403 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

 0 4 4 5 5 

生活
せいかつ

介護
かいご

 7,009 11,791 12,380 12,854 5,845 

自立
じりつ

訓練
くんれん

(機能
きのう

訓練
くんれん

) 44 70 70 70 26 

自立
じりつ

訓練
くんれん

(生活
せいかつ

訓練
くんれん

) 322 341 354 369 47 

就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
しえん

 (新
しん

 R7.10～(予定
よてい

))  173 209  

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 719 1,156 1,236 1,318 599 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

(Ａ型
  がた

) 1,766 2,047 2,198 2,363 597 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

(Ｂ型
  がた

) 6,903 7,412 7,747 8,094 1,191 

療養
りょうよう

介護
かいご

 404 404 408 411 7 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 1,638 1,984 2,188 2,427 789 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 212 235 248 262 50 

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 11 30 32 32 21 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 2,352 2,612 2,816 3,014 662 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 2,320 2,277 2,251 2,222 -98 
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障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
児
童

じ
ど
う

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た

サ
ー
ビ
ス

さ
ー
び
す

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 4,237 4,552 4,762 4,982 745 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

 7,024 7,310 7,732 8,176 1,152 

保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 137 213 245 285 148 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 14 43 43 44 30 

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 109 125 125 125 16 

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 5,594.2 6,201.0 6,587.0 6,988.0 1,393.8 

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 8.0 42.0 43.0 45.0 37.0 

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 158.4 179.5 188.5 197.5 39.1 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 3,153.2 2,668.0 2,855.0 3,062.0 -91.2 

   

子ども
こ

・子育て
こそだ

支援
しえん

等
とう

の定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

の設定
せってい

 
利用
りよう

ニーズ
にーず

を踏まえた
ふ

必要
ひつよう

な見込み量
みこ  りょう

（人
にん

） 

定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

（見込み
みこ

）（人
にん

） 

令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

保育所
ほいくじょ

、認定
にんてい

こども園
えん

、 

地域型
ちいきがた

保育
ほいく

事業
じぎょう

 

7,179 7,757 ― ― 

放課後
ほ う か ご

児童
じどう

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

 3,433 3,524 ― ― 
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  (3) 圏域
けんいき

ごとのサービス
さーびす

見込量
みこみりょう

 

   ① 訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さーびす

 

    ○ 居宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプ
ほーむへるぷ

） 

      入浴
にゅうよく

、排せつ
はい

又
また

は食事
しょくじ

の介護
かいご

など、居宅
きょたく

での生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

2,390時間分
じかんぶん

 

(177人分
にんぶん

) 

2,425時間分
じかんぶん

 

(180人分
にんぶん

) 

2,470時間分
じかんぶん

 

(184人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

3,265時間分
じかんぶん

 

(255人分
にんぶん

) 

3,294時間分
じかんぶん

 

(265人分
にんぶん

) 

3,312時間分
じかんぶん

 

(275人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

6,034時間分
じかんぶん

 

(285人分
にんぶん

) 

6,223時間分
じかんぶん

 

(293人分
にんぶん

) 

6,420時間分
じかんぶん

 

(301人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

145,823時間分
じかんぶん

 

(4,848人分
にんぶん

) 

153,661時間分
じかんぶん

 

(5,042人分
にんぶん

) 

161,499時間分
じかんぶん

 

(5,247人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

21,938時間分
じかんぶん

 

(989人分
にんぶん

) 

23,996時間分
じかんぶん

 

(1,061人分
にんぶん

) 

26,310時間分
じかんぶん

 

(1,138人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

5,135時間分
じかんぶん

 

(313人分
にんぶん

) 

5,353時間分
じかんぶん

 

(326人分
にんぶん

) 

5,594時間分
じかんぶん

 

(340人分
にんぶん

) 

計
けい

 

184,585時間分
じかんぶん

 

(6,867人分
にんぶん

) 

194,952時間分
じかんぶん

 

(7,167人分
にんぶん

) 

205,605時間分
じかんぶん

 

(7,485人分
にんぶん

) 
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    ○ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

      重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

その他
    た

の障害者
しょうがいしゃ

であって、常時
じょうじ

介護
かいご

を要する
よう

者
もの

を対象
たいしょう

とし 

た、居
きょ

宅
たく

での介護
かいご

のほか、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
かいご

などを総合的
そうごうてき

に行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

453時間分
じかんぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

453時間分
じかんぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

454時間分
じかんぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

1,055時間分
じかんぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

1,127時間分
じかんぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

1,229時間分
じかんぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

2,685時間分
じかんぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

3,118時間分
じかんぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

3,651時間分
じかんぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

181,921時間分
じかんぶん

 

(501人分
にんぶん

) 

193,630時間分
じかんぶん

 

(523人分
にんぶん

) 

205,339時間分
じかんぶん

 

(545人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

31,524時間分
じかんぶん

 

(89人分
にんぶん

) 

36,802時間分
じかんぶん

 

(107人分
にんぶん

) 

42,400時間分
じかんぶん

 

(126人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

784時間分
じかんぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

770時間分
じかんぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

757時間分
じかんぶん

 

(7人分
にんぶん

) 

計
けい

 

218,422時間分
じかんぶん

 

(622人分
にんぶん

) 

235,900時間分
じかんぶん

 

(664人分
にんぶん

) 

253,830時間分
じかんぶん

 

(707人分
にんぶん

) 
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    ○ 同行
どうこう

援護
えんご

 

      視覚
しかく

障害
しょうがい

により、移動
いどう

に著しい
いちじる

困難
こんなん

を有する
ゆう

障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

を対象
たいしょう

とした、 

外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や移動
いどう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

904時間分
じかんぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

908時間分
じかんぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

911時間分
じかんぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

1,640時間分
じかんぶん

 

(65人分
にんぶん

) 

1,966時間分
じかんぶん

 

(68人分
にんぶん

) 

2,419時間分
じかんぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

625時間分
じかんぶん

 

(34人分
にんぶん

) 

656時間分
じかんぶん

 

(35人分
にんぶん

) 

689時間分
じかんぶん

 

(36人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

16,032時間分
じかんぶん

 

(699人分
にんぶん

) 

16,787時間分
じかんぶん

 

(722人分
にんぶん

) 

17,542時間分
じかんぶん

 

(745人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

2,821時間分
じかんぶん

 

(115人分
にんぶん

) 

3,134時間分
じかんぶん

 

(120人分
にんぶん

) 

3,516時間分
じかんぶん

 

(125人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

477時間分
じかんぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

522時間分
じかんぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

572時間分
じかんぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

計
けい

 

22,499時間分
じかんぶん

 

(973人分
にんぶん

) 

23,973時間分
じかんぶん

 

(1,005人分
にんぶん

) 

25,649時間分
じかんぶん

 

(1,036人分
にんぶん

) 
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    ○ 行動
こうどう

援護
えんご

 

      知的
ちてき

障害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

により、行動上
こうどうじょう

著しい
いちじる

困難
こんなん

を有する
ゆう

障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

 

を対象
たいしょう

とした、行動
こうどう

の際
さい

に生じうる
しょう

危険
きけん

回避
かいひ

のための援護
えんご

や外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

の支援
しえん

を 

行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

745時間分
じかんぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

746時間分
じかんぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

746時間分
じかんぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

521時間分
じかんぶん

 

(54人分
にんぶん

) 

643時間分
じかんぶん

 

(79人分
にんぶん

) 

806時間分
じかんぶん

 

(116人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

388時間分
じかんぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

399時間分
じかんぶん

 

(10人分
にんぶん

) 

410時間分
じかんぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

28,607時間分
じかんぶん

 

(918人分
にんぶん

) 

30,897時間分
じかんぶん

 

(981人分
にんぶん

) 

33,187時間分
じかんぶん

 

(1,044人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

5,321時間分
じかんぶん

 

(150人分
にんぶん

) 

6,984時間分
じかんぶん

 

(184人分
にんぶん

) 

7,512時間分
じかんぶん

 

(194人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

1,123時間分
じかんぶん

 

(52人分
にんぶん

) 

1,139時間分
じかんぶん

 

(55人分
にんぶん

) 

1,199時間分
じかんぶん

 

(59人分
にんぶん

) 

計
けい

 

36,705時間分
じかんぶん

 

(1,204人分
にんぶん

) 

40,808時間分
じかんぶん

 

(1,329人分
にんぶん

) 

43,860時間分
じかんぶん

 

(1,444人分
にんぶん

) 
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    ○ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

 

      常時
じょうじ

介護
かいご

を要する
よう

重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

又
また

は障害児
しょうがいじ

であって、その介護
かいご

の必要
ひつよう

な程度
ていど

が 

著しく
いちじる

高い
たか

者
もの

を対象
たいしょう

とした、居宅
きょたく

介護
かいご

をはじめとする障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

を包括的
ほうかつてき

に 

行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

35時間分
じかんぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

35時間分
じかんぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

35時間分
じかんぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

40時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

200時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

200時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

200時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

155時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

155時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

155時間分
じかんぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

0時間分
じかんぶん

 

0(人分
にんぶん

) 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

0時間分
じかんぶん

 

(0人分
にんぶん

) 

計
けい

 

390時間分
じかんぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

390時間分
じかんぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

430時間分
じかんぶん

 

(5人分
にんぶん

) 
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   ② 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さーびす

 

    ○ 生活
せいかつ

介護
かいご

 

      常時
じょうじ

介護
かいご

を要する
よう

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とした、主
しゅ

として日中
にっちゅう

に障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

などで

行われる
おこなわれる

、入浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

や、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

又
また

は生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

などを行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

8,020時間分
じかんぶん

 

(424人分
にんぶん

) 

8,052時間分
じかんぶん

 

(426人分
にんぶん

) 

8,085時間分
じかんぶん

 

(428人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

13,182時間分
じかんぶん

 

(710人分
にんぶん

) 

13,647時間分
じかんぶん

 

(731人分
にんぶん

) 

14,093時間分
じかんぶん

 

(750人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

9,132時間分
じかんぶん

 

(499人分
にんぶん

) 

9,248時間分
じかんぶん

 

(504人分
にんぶん

) 

9,365時間分
じかんぶん

 

(509人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

72,959時間分
じかんぶん

 

(4,178人分
にんぶん

) 

74,883時間分
じかんぶん

 

(4,326人分
にんぶん

) 

76,930時間分
じかんぶん

 

(4,480人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

14,359時間分
じかんぶん

 

(5,568人分
にんぶん

) 

16,967時間分
じかんぶん

 

(5,971人分
にんぶん

) 

17,070時間分
じかんぶん

 

(6,254人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

7,342時間分
じかんぶん

 

(412人分
にんぶん

) 

7,521時間分
じかんぶん

 

(422人分
にんぶん

) 

7,704時間分
じかんぶん

 

(433人分
にんぶん

) 

計
けい

 

124,994時間分
じかんぶん

 

(11,791人分
にんぶん

) 

130,318時間分
じかんぶん

 

(12,380人分
にんぶん

) 

133,247時間分
じかんぶん

 

(12,854人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 



- 76 - 

 

○ 自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 

       地域
ちいき

生活
せいかつ

を営む
いとな

ことができるよう、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基づき
もと

、身体的
しんたいてき

リハビリテーション
りはびりてーしょん

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に係る
かか

訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

55人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

62人日分
にんにちぶん

 

(13人分
にんぶん

) 

62人
にん

日分
にちぶん

 

(13人分
にんぶん

) 

62人日分
にんにちぶん

 

(13人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

35人日分
にんにちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

36人日分
にんにちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

37人日分
にんにちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

444人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

444人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

444人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

58人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

59人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

60人
にん

日分
にちぶん

 

(5人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

25人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

25人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

25人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

計
けい

 

679人
にん

日分
にちぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

681人
にん

日分
にちぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

683人
にん

日分
にちぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 

 

 



- 77 - 

 

○ 自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

       地域
ちいき

生活
せいかつ

を営む
いとな

ことができるよう、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基づき
もと

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

173人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

173人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

173人
にん

日分
にちぶん

 

(9人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

73人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

51人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

51人
に

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 
196人日分 

(12人分) 

201人日分 

(13人分) 

206人日分 

(13人分) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

3,127人
にん

日分
にちぶん

 

(186人分
にんぶん

) 

3,145人
にん

日分
にちぶん

 

(187人分
にんぶん

) 

3,163人
にん

日分
にちぶん

 

(188人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

1,084人
にん

日分
にちぶん

 

(118人分
にんぶん

) 

1,160人
にん

日分
にちぶん

 

(131人分
にんぶん

) 

1,249人
にん

日分
にちぶん

 

(145人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

363人
にん

日分
にちぶん

 

(13人分
にんぶん

) 

391人
にん

日分
にちぶん

 

(12人分
にんぶん

) 

441人
にん

日分
にちぶん

 

(12人分
にんぶん

) 

計
けい

 

5,016人
にん

日分
にちぶん

 

(341人分
にんぶん

) 

5,121人
にん

日分
にちぶん

 

(354人分
にんぶん

) 

5,283人
にん

日分
にちぶん

 

(369人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 78 - 

 

○ 就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
しえん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

本人
ほんにん

が就労先
しゅうろうさき

・働き方
はたら かた

についてより良い
よ

選択
せんたく

ができるよう、本人
ほんにん

の 

希望
きぼう

、就労
しゅうろう

能力
のうりょく

や適性
てきせい

等
とう

に合った
あ

選択
せんたく

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

  21人分
にんぶん

 37人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

  4人分
にんぶん

 8人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

  3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

  116人分
にんぶん

 123人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

  9人分
にんぶん

 14人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

  20人分
にんぶん

 24人分
にんぶん

 

計
けい

  173人分
にんぶん

 209人分
にんぶん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 79 - 

 

○ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

等
など

を希望
きぼう

する障害
しょうがい

のある人
ひと

に対し
たい

、有
ゆう

期限
きげん

の支援
しえん

計画
けいかく

に基づき
もと

、就労
しゅうろう

に 

必要
ひつよう

な知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

、実習
じっしゅう

、職場
しょくば

探し
さが

等
など

を通じ
つう

、適性
てきせい

に合った
あ

職場
しょくば

への就労
しゅうろう

・ 

定着
ていちゃく

を図る
はか

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

111人
にん

日分
にちぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

111人
にん

日分
にちぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

111人
にん

日分
にちぶん

 

(11人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

100人
にん

日分
にちぶん

 

(142人分
にんぶん

) 

102人
にん

日分
にちぶん

 

(176人分
にんぶん

) 

105人
にん

日分
にちぶん

 

(211人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

322人
にん

日分
にちぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

322人
にん

日分
にちぶん

 

(17人分
にんぶん

) 

327人
にん

日分
にちぶん

 

(18人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

9,579人
に

日分
にちぶん

 

(817人分
にんぶん

) 

10,021人
にん

日分
にちぶん

 

(855人分
にんぶん

) 

10,450人
にん

日分
にちぶん

 

(892人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

1,985人
にん

日分
にちぶん

 

(129人分
にんぶん

) 

2,112人
にん

日分
にちぶん

 

(136人分
にんぶん

) 

2,237人
にん

日分
にちぶん

 

(143人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

769人
にん

日分
にちぶん

 

(40人分
にんぶん

) 

820人
にん

日分
にちぶん

 

(41人分
にんぶん

) 

879人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

計
けい

 

12,866人
にん

日分
にちぶん

 

(1,156人分
にんぶん

) 

13,488人
にん

日分
にちぶん

 

(1,236人分
にんぶん

) 

14,109人
にん

日分
にちぶん

 

(1,318人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 



- 80 - 

 

○ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
  がた

） 

  一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
など

での雇用
こよう

が困難
こんなん

な者
もの

に対し
たい

、雇用
こよう

契約
けいやく

に基づく
もと

就労
しゅうろう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

すると 

ともに、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図る
はか

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

1,651人
にん

日分
にちぶん

 

(80人分
にんぶん

) 

1,658人
にん

日分
にちぶん

 

(80人分
にんぶん

) 

1,759人
にん

日分
にちぶん

 

(86人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

2,150人
にん

日分
にちぶん

 

(116人分
にんぶん

) 

2,222人
にん

日分
にちぶん

 

(119人分
にんぶん

) 

2,314人
にん

日分
にちぶん

 

(123人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

1,670人
にん

日分
にちぶん

 

(87人分
にんぶん

) 

1,727人
にん

日分
にちぶん

 

(90人分
にんぶん

) 

1,785人
にん

日分
にちぶん

 

(93人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

26,594人
にん

日分
にちぶん

 

(1,293人分
にんぶん

) 

28,531人
にん

日分
にちぶん

 

(1,382人分
にんぶん

) 

30,467人
にん

日分
にちぶん

 

(1,471人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

7,693人
にん

日分
にちぶん

 

(407人分
にんぶん

) 

8,694人
にん

日分
にちぶん

 

(465人分
にんぶん

) 

9,894人
にん

日分
にちぶん

 

(528人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

1,260人
にん

日分
にちぶん

 

(64人分
にんぶん

) 

1,213人
にん

日分
にちぶん

 

(62人分
にんぶん

) 

1,207人
にん

日分
にちぶん

 

(62人分
にんぶん

) 

計
けい

 

41,018人
にん

日分
にちぶん

 

(2,047人分
にんぶん

) 

44,045人
にん

日分
にちぶん

 

(2,198人分
にんぶん

) 

47,426人
にん

日分
にちぶん

 

(2,363人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 

 

 



- 81 - 

 

○ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ｂ型
  がた

） 

一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
など

での雇用
こよう

が困難
こんなん

な者
もの

、一定
いってい

年齢
ねんれい

に達して
たっ

いる者
もの

等
とう

に対し
たい

、一定
いってい

の賃金
ちんぎん

 

水準
すいじゅん

のもとで、就労
しゅうろう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

し、知識
ちしき

・能力
のうりょく

の向上
こうじょう

・維持
いじ

を図る
はか

 

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。（雇用
こよう

契約
けいやく

は結ばない
むす

） 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

7,072人
にん

日分
にちぶん

 

(371人分
にんぶん

) 

7,166人
にん

日分
にちぶん

 

(376人分
にんぶん

) 

7,258人
にん

日分
にちぶん

 

(381人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

10,955人
にん

日分
にちぶん

 

(616人分
にんぶん

) 

11,372人
にん

日分
にちぶん

 

(638人分
にんぶん

) 

11,762人
にん

日分
にちぶん

 

(658人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

7,062人
にん

日分
にちぶん

 

(411人分
にんぶん

) 

7,493人
にん

日分
にちぶん

 

(435人分
にんぶん

) 

7,970人
にん

日分
にちぶん

 

(461人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

83,373人
にん

日分
にちぶん

 

(4,705人分
にんぶん

) 

86,219人
にん

日分
にちぶん

 

(4,874人分
にんぶん

) 

89,082人
にん

日分
にちぶん

 

(5,043人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

17,491人
にん

日分
にちぶん

 

(1,097人分
にんぶん

) 

18,767人
にん

日分
にちぶん

 

(1,198人分
にんぶん

) 

20,159人
にん

日分
にちぶん

 

(1,309人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

3,313人
にん

日分
にちぶん

 

(212人分
にんぶん

) 

3,542人
にん

日分
にちぶん

 

(226人分
にんぶん

) 

3,796人
にん

日分
にちぶん

 

(242人分
にんぶん

) 

計
けい

 

129,266人
にん

日分
にちぶん

 

(7,412人分
にんぶん

) 

134,559人
にん

日分
にちぶん

 

(7,747人分
にんぶん

) 

140,027人
にん

日分
にちぶん

 

(8,094人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 



- 82 - 

 

○ 療養
りょうよう

介護
かいご

 

  主
しゅ

として日中
にっちゅう

に病院
びょういん

などの施設
しせつ

で行われる
おこな

機能
きのう

訓練
くんれん

、療養上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、医学的
いがくてき

 

管理
かんり

下
か

での介護
かいご

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 22人分
にんぶん

 22人分
にんぶん

 22人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 47人分
にんぶん

 48人分
にんぶん

 49人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 35人分
にんぶん

 36人分
にんぶん

 37人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 220人分
にんぶん

 220人分
にんぶん

 220人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 68人分
にんぶん

 70人分
にんぶん

 71人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 12人分
にんぶん

 12人分
にんぶん

 12人分
にんぶん

 

計
けい

 404人分
にんぶん

 408人分
にんぶん

 411人分
にんぶん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 83 - 

 

○ 短期
たんき

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
しょーとすてい

） 

  居宅
きょたく

においてその介護者
かいごしゃ

の病気
びょうき

の場合
ばあい

など、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

などへの短期間
たんきかん

の入所
にゅうしょ

 

による入浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

などを行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

615人
にん

日分
にちぶん

 

(74人分
にんぶん

) 

626人
にん

日分
にちぶん

 

(75人分
にんぶん

) 

636人
にん

日分
にちぶん

 

(76人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

811人
にん

日分
にちぶん

 

(137人分
にんぶん

) 

853人
にん

日分
にちぶん

 

(171人分
にんぶん

) 

889人
にん

日分
にちぶん

 

(219人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

563人
にん

日分
にちぶん

 

(102人分
にんぶん

) 

601人
にん

日分
にちぶん

 

(106人分
にんぶん

) 

642人
にん

日分
にちぶん

 

(110人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

4,595人
にん

日分
にちぶん

 

(997人分
にんぶん

) 

4,769人
にん

日分
にちぶん

 

(1,060人分
にんぶん

) 

4,948人
にん

日分
にちぶん

 

(1,126人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

2,352人
にん

日分
にちぶん

 

(515人分
にんぶん

) 

2,591人
にん

日分
にちぶん

 

(600人分
にんぶん

) 

2,960人
にん

日分
にちぶん

 

(702人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

784人
にん

日分
にちぶん

 

(159人分
にんぶん

) 

880人
にん

日分
にちぶん

 

(176人分
にんぶん

) 

人
にん

日分
にちぶん

 

(194人分
にんぶん

) 

計
けい

 

9,720人
にん

日分
にちぶん

 

(1,984人分
にんぶん

) 

10,320人
にん

日分
にちぶん

 

(2,188人分
にんぶん

) 

11,068人
にん

日分
にちぶん

 

(2,427人分
にんぶん

) 

 

 

 

 

 

 

 



- 84 - 

 

○ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

  就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

を利用
りよう

し、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
いこう

した障害者
しょうがいしゃ

に対して
たい

、就労
しゅうろう

に伴う
ともな

 

生活面
せいかつめん

の課
か

題
だい

に対応
たいおう

できるよう、事業所
じぎょうしょ

・家族
かぞく

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

の支援
しえん

を一定
いってい

の期間
きかん

に 

わたり行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 5人分
にんぶん

 5人分
にんぶん

 5人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 8人分
にんぶん

 10人分
にんぶん

 12人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 8人分
にんぶん

 8人分
にんぶん

 8人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 141人分
にんぶん

 147人分
にんぶん

 152人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 59人分
にんぶん

 61人分
にんぶん

 65人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 14人分
にんぶん

 17人分
にんぶん

 20人分
にんぶん

 

計
けい

 235人分
にんぶん

 248人分
にんぶん

 262人分
にんぶん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 85 - 

 

③ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さーびす

 

    ○ 自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

      集団
しゅうだん

生活
せいかつ

ではなく一人暮らし
ひとりぐ

を希望
きぼう

する利用者
りようしゃ

に対して
たい

、定期的
ていきてき

に利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

を

訪問
ほうもん

し、生活
せいかつ

状況
じょうきょう

を確認
かくにん

し、必要
ひつよう

な助言
じょげん

や医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 13人分
にんぶん

 14人分
にんぶん

 15人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 6人分
にんぶん

 7人分
にんぶん

 6人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 2人分
にんぶん

 2人分
にんぶん

 2人分
にんぶん

 

計
けい

 30人分
にんぶん

 32人分
にんぶん

 32人分
にんぶん
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    ○ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム
ぐるーぷほーむ

） 

      主
しゅ

として夜間
やかん

において、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を営む
いとな

べき住居
じゅうきょ

において相談
そうだん

、入浴
にゅうよく

、排せつ
はい

又
また

 

は食事
しょくじ

の介護
かいご

その他
  た

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 211人分
にんぶん

 236人分
にんぶん

 241人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 287人分
にんぶん

 303人分
にんぶん

 320人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 194人分
にんぶん

 198人分
にんぶん

 202人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 1,287人分
にんぶん

 1,393人分
にんぶん

 1,505人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 480人分
にんぶん

 512人分
にんぶん

 547人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 153人分
にんぶん

 174人分
にんぶん

 199人分
にんぶん

 

計
けい

 2,612人分
にんぶん

 2,816人分
にんぶん

 3,014人分
にんぶん
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○ 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

  夜間
やかん

において、介護
かいご

が必要
ひつよう

な者
もの

や通所
つうしょ

が困難
こんなん

な自立
じりつ

訓練
くんれん

又
また

は就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

等
とう

の 

利用者
りようしゃ

に対し
たい

、居住
きょじゅう

の場
ば

を提供
ていきょう

するとともに、安定
あんてい

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

が営める
い と な

よう支援
しえん

を 

行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 164人分
にんぶん

 162人分
にんぶん

 159人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 281人分
にんぶん

 279人分
にんぶん

 278人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 171人分
にんぶん

 170人分
にんぶん

 169人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 1,267人分
にんぶん

 1,249人分
にんぶん

 1,231人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 327人分
にんぶん

 324人分
にんぶん

 320人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 67人分
にんぶん

 67人分
にんぶん

 65人分
にんぶん

 

計
けい

 2,277人分
にんぶん

 2,251人分
にんぶん

 
2,222 
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④ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

 

    ○ 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

      障害児
しょうがいじ

に対し
たい

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

 

への適応
てきおう

訓練
くんれん

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

393人
にん

日分
にちぶん

 

(138人分
にんぶん

) 

392人
にん

日分
にちぶん

 

(141人分
にんぶん

) 

411人
にん

日分
にちぶん

 

(144人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

955人
にん

日分
にちぶん

 

(277人分
にんぶん

) 

980人
にん

日分
にちぶん

 

(296人分
にんぶん

) 

1,002人
にん

日分
にちぶん

 

(315人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

598人
にん

日分
にちぶん

 

(187人分
にんぶん

) 

636人
にん

日分
にちぶん

 

(199人分
にんぶん

) 

678人
にん

日分
にちぶん

 

(212人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

16,812人
にん

日分
にちぶん

 

(2,929人分
にんぶん

) 

17,370人
にん

日分
にちぶん

 

(3,029人分
にんぶん

) 

17,947人
にん

日分
にちぶん

 

(3,133人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

4,339人
にん

日分
にちぶん

 

(802人分
にんぶん

) 

4,684人
にん

日分
にちぶん

 

(852人分
にんぶん

) 

5,057人
にん

日分
にちぶん

 

(905人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

1,372人
にん

日分
にちぶん

 

(219人分
にんぶん

) 

1,585人
にん

日分
にちぶん

 

(245人分
にんぶん

) 

1,820人
にん

日分
にちぶん

 

(273人分
にんぶん

) 

計
けい

 

24,469人
にん

日分
にちぶん

 

(4,552人分
にんぶん

) 

25,647人
にん

日分
にちぶん

 

(4,762人分
にんぶん

) 

26,915人
にん

日分
にちぶん

 

(4,982人分
にんぶん

) 
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○ 放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

 

  就学
しゅうがく

している障害児
しょうがいじ

に対し
たい

、授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

又
また

は休業
きゅうぎょう

日
び

に、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

の 

ために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

1,219人
にん

日分
にちぶん

 

(212人分
にんぶん

) 

1,248人
にん

日分
にちぶん

 

(221人分
にんぶん

) 

1,267人
にん

日分
にちぶん

 

(225人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

3,146人
にん

日分
にちぶん

 

(386人分
にんぶん

) 

3,208人
にん

日分
にちぶん

 

(422人分
にんぶん

) 

3,260人
にん

日分
にちぶん

 

(457人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

5,401人
にん

日分
にちぶん

 

(536人分
にんぶん

) 

5,912人
にん

日分
にちぶん

 

(598人分
にんぶん

) 

6,478人
にん

日分
にちぶん

 

(668人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

48,369人
にん

日分
にちぶん

 

(4,194人分
にんぶん

) 

50,128人
にん

日分
にちぶん

 

(4,352人分
にんぶん

) 

51,960人
にん

日分
にちぶん

 

(4,517人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

16,272人
にん

日分
にちぶん

 

(1,525人分
にんぶん

) 

18,019人
にん

日分
にちぶん

 

(1,632人分
にんぶん

) 

19,990人
にん

日分
にちぶん

 

(1,747人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

4,910人
にん

日分
にちぶん

 

(457人分
にんぶん

) 

5,405人
にん

日分
にちぶん

 

(507人分
にんぶん

) 

5,948人
にん

日分
にちぶん

 

(562人分
にんぶん

) 

計
けい

 

79,317人
にん

日分
にちぶん

 

(7,310人分
にんぶん

) 

83,920人
にん

日分
にちぶん

 

(7,732人分
にんぶん

) 

88,903人
にん

日分
にちぶん

 

(8,176人分
にんぶん

) 
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○ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 

  保育所
ほいくしょ

等
とう

の児童
じどう

が集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を営む
いとな

施設
しせつ

等
とう

に通う
かよ

障害児
しょうがいじ

に対し
たい

、その施設
しせつ

における 

障害児
しょうがいじ

以外
いがい

の児童
じどう

との集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のための専門的
せんもんてき

な支援
しえん

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

27人
にん

日分
にちぶん

 

(18人分
にんぶん

) 

28人
にん

日分
にちぶん

 

(19人分
にんぶん

) 

29人
にん

日分
にちぶん

 

(20人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

39人
にん

日分
にちぶん

 

(33人分
にんぶん

) 

49人
にん

日分
にちぶん

 

(41人分
にんぶん

) 

62人
にん

日分
にちぶん

 

(49人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

4人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

131人
にん

日分
にちぶん

 

(67人分
にんぶん

) 

133人
にん

日分
にちぶん

 

(68人分
にんぶん

) 

137人
にん

日分
にちぶん

 

(70人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

79人
にん

日分
にちぶん

 

(73人分
にんぶん

) 

92人
にん

日分
にちぶん

 

(82人分
にんぶん

) 

105人
にん

日分
にちぶん

 

(94人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

44人
にん

日分
にちぶん

 

(19人分
にんぶん

) 

80人
にん

日分
にちぶん

 

(31人分
にんぶん

) 

150人
にん

日分
にちぶん

 

(49人分
にんぶん

) 

計
けい

 

324人
にん

日分
にちぶん

 

(213人分
にんぶん

) 

386人
にん

日分
にちぶん

 

(245人分
にんぶん

) 

487人
にん

日分
にちぶん

 

(285人分
にんぶん

) 
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○ 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

  障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

を利用
りよう

するために外出
がいしゅつ

することが著しく
いちじる

困難
こんなん

な、重度
じゅうど

の障害
しょうがい

のある 

児童
じどう

に対し
たい

、居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

等
とう

といった発達
はったつ

支援
しえん

 

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 

8人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

8人
にん

日分
にちぶん

 

(3人分
にんぶん

) 

10人
にん

日分
にちぶん

 

(4人分
にんぶん

) 

中丹
ちゅうたん

 

2人
にん

日分
にちぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

2人
にん

日分
にちぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

2人
にん

日分
にちぶん

 

(1人分
にんぶん

) 

南丹
なんたん

 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 

209人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

209人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

209人
にん

日分
にちぶん

 

(27人分
にんぶん

) 

山
やま

城北
しろきた

 

38人
にん

日分
にちぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

38人
にん

日分
にちぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

38人
にん

日分
にちぶん

 

(8人分
にんぶん

) 

山
やま

城南
しろみなみ

 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

6人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

5人
にん

日分
にちぶん

 

(2人分
にんぶん

) 

計
けい

 

269人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

269人
にん

日分
にちぶん

 

(43人分
にんぶん

) 

270人
にん

日分
にちぶん

 

(44人分
にんぶん

) 
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○ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

児童
じどう

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

又
また

は指定
してい

医療
いりょう

機関
きかん

に入院
にゅういん

する障害児
しょうがいじ

に対し
たい

、保護
ほご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

 

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふよ

を行う
おこな

。また、そのうち知的
ちてき

障害
しょうがい

のある児童
じどう

、肢体
したい

不自由
ふじゆう

のあ 

る児童
じどう

、重度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

及び
およ

重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由
ふじゆう

が重複
ちょうふく

している児童
じどう

に対し
たい

、治療
ちりょう

を 

行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

府域
ふいき

全体
ぜんたい

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 

 

 

⑤ 相談
そうだん

支援
しえん

 

    ○ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

      障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

又
また

は地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

の支給
しきゅう

決定
けってい

に係る
かか

サービス
さーびす

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

・障害児
しょうがいじ

 

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

、サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 339.0人分
にんぶん

 345.0人分
にんぶん

 352.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 311.0人分
にんぶん

 322.0人分
にんぶん

 333.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 717.0人分
にんぶん

 740.0人分
にんぶん

 763.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 2,697.0人分
にんぶん

 2,909.0人分
にんぶん

 3,121.0人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 1,942.0人分
にんぶん

 2,062.0人分
にんぶん

 2,192.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 195.0人分
にんぶん

 209.0人分
にんぶん

 227.0人分
にんぶん

 

計
けい

 6,201.0人分
にんぶん

 6,587.0人分
にんぶん

 6,988.0人分
にんぶん
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○ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 

  障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

又
また

は精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対し
たい

、地域
ちいき

 

生活
せいかつ

移行
いこう

のための活動
かつどう

に対する
たい

相談
そうだん

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への同行
どうこう

支援
しえん

等
とう

を 

行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 5.0人分
にんぶん

 5.0人分
にんぶん

 5.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 22.0人分
にんぶん

 22.0人分
にんぶん

 23.0人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 7.0人分
にんぶん

 8.0人分
にんぶん

 9.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 

計
けい

 42.0人分
にんぶん

 43.0人分
にんぶん

 45.0人分
にんぶん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 94 - 

 

○ 地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

  居宅
きょたく

において単身
たんしん

で生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

又
また

は同居
どうきょ

の家族
かぞく

による支援
しえん

を受けられない
う

 

障害者
しょうがいしゃ

に対し
たい

、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

の確保
かくほ

、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に起因
きいん

する緊急
きんきゅう

事態
じたい

等
とう

の相談
そうだん

、 

緊急
きんきゅう

訪問
ほうもん

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 4.0人分
にんぶん

 4.0人分
にんぶん

 4.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 3.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 48.5人分
にんぶん

 55.5人分
にんぶん

 62.5人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 120.0人分
にんぶん

 122.0人分
にんぶん

 124.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 2.0人分
にんぶん

 

計
けい

 179.5人分
にんぶん

 188.5人分
にんぶん

 197.5人分
にんぶん
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○ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

  障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の支給
しきゅう

決定
けってい

に係る
かか

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

、サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

と 

の連絡
れんらく

調整
ちょうせい

等
とう

を行う
おこな

。 

 

圏域
けんいき

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

丹後
たんご

 104.0人分
にんぶん

 114.0人分
にんぶん

 124.0人分
にんぶん

 

中丹
ちゅうたん

 74.0人分
にんぶん

 76.0人分
にんぶん

 82.0人分
にんぶん

 

南丹
なんたん

 604.0人分
にんぶん

 639.0人分
にんぶん

 676.0人分
にんぶん

 

京都
きょうと

・乙訓
おとくに

 425.0人分
にんぶん

 480.0人分
にんぶん

 543.0人分
にんぶん

 

山
やま

城北
しろきた

 1,363.0人分
にんぶん

 1,438.0人分
にんぶん

 1,517.0人分
にんぶん

 

山
やま

城南
しろみなみ

 98.0人分
にんぶん

 108.0人分
にんぶん

 120.0人分
にんぶん

 

計
けい

 2,668.0人分
にんぶん

 2,855.0人分
にんぶん

 3,062.0人分
にんぶん
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２ 圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

での課題
かだい

整理
せいり

等
とう

 

市町村
しちょうそん

、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

、相談
そうだん

支援事
しえんじ

業者
ぎょうしゃ

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

、保健
ほけん

・医療
いりょう

、 

教育
きょういく

、企業
きぎょう

などの関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

で構成
こうせい

する各圏域
かくけんいき

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

において、 

以下
いか

のような現状
げんじょう

分析
ぶんせき

・課題
かだい

整理
せいり

がなされました。 

 

(1) 丹後圏域
たんごけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

圏域
けんいき

の障害者数
しょうがいしゃすう

の状況
じょうきょう

について、管内
かんない

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

保持者
ほじしゃ

は、令和
れいわ

４年度
  ねんど

末
まつ

時点
じてん

で全手帳
ぜんてちょう

保持者
ほじしゃ

に占める
し

65歳
さい

以上
いじょう

の割合
わりあい

が82・9％
   ぱーせんと

と年々
ねんねん

増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあり、

療育
りょういく

手帳
てちょう

・精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

も同様
どうよう

に増加
ぞうか

をしてきています。今後
こんご

「共生型
きょうせいがた

」社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

等
など

、介護
かいご

保険
ほけん

事業所
じぎょうしょ

との一層
いっそう

の連携
れんけい

が求められて
もと

います。 

丹後圏域
たんごけんいき

では、丹後圏域
たんごけんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

（以下
いか

「協
きょう

議会
ぎかい

」という）において５

つの専門
せんもん

部会
ぶかい

（相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

部会
ぶかい

・医療的
いりょうてき

ケア
けあ

部会
ぶかい

・精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

部会
ぶかい

・

就労
しゅうろう

部会
ぶかい

）を設置
せっち

し、一人
ひとり

ひとりの尊厳
そんげん

と人権
じんけん

が尊重
そんちょう

され、誰
だれ

もが自分
じぶん

らしく生きる
い

こ

とができ、多様性
たようせい

が認められる
みと

地域
ちいき

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するため、協議
きょうぎ

を重ねて
かさ

います。 

まず発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

していく上
うえ

で課題
かだい

となることとして、困難
こんなん

を抱える
かか

生徒
せいと

が早期
そうき

に支援
しえん

機関
きかん

と繋がる
つな

ことを目指す
めざ

ことによる「切れ目
き   め

ない支援
しえん

」を構築
こうちく

していくことが

挙げられ
あ

、教育
きょういく

関係
かんけい

との連携
れんけい

を深めて
ふか

いくことが重要
じゅうよう

です。 

また、先述
せんじゅつ

した精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

及び
およ

精神科
せいしんか

への通院者数
つういんしゃすう

は増加
ぞうか

してお

り、関係
かんけい

市町
しちょう

と協働
きょうどう

し「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム
けあしすてむ

の構築
こうちく

」を

推進
すいしん

し、メンタルヘルス
めんたるへるす

に課題
かだい

を抱えた
かか

人
ひと

への対応
たいおう

や、地域
ちいき

で安心
あんしん

して医療
いりょう

を受けられる
う

体制
たいせい

つくり等
とう

幅広い
はばひろ

課題
かだい

への対応
たいおう

が必要
ひつよう

となっています。 
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医療的
いりょうてき

ケア
けあ

を必要
ひつよう

とする重度
じゅうど

の障害
しょうがい

のある方
ほう

への支援
しえん

については、これまでに

引き続き
ひ   つづ

災害
さいがい

時
じ

における対応
たいおう

や、障害児
しょうがいじ

から障害者
しょうがいしゃ

への円滑
えんかつ

なサービス
さーびす

移行
いこう

の課題
かだい

に

対して
たい

検討
けんとう

していく必要
ひつよう

があり、京都府
きょうとふ

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

支援
しえん

センター
せんたー

「ことのわ」とも

連携
れんけい

した取り組み
と   く

を進めて
すす

いくことが重要
じゅうよう

であると考えて
かんが

います。 

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

に関して
かん

は、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
  がた

事業所
じぎょうしょ

をはじめとする、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

事業所
じぎょうしょ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

につながるケース
けーす

が少ない
すく

現状
げんじょう

となっており、地域
ちいき

の一般
いっぱん

企業
きぎょう

へ

の働きかけ
はたら

と共
とも

に、各就労
かくしゅうろう

系
けい

事業所
じぎょうしょ

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に向けた
む

スキルアップ
すきるあっぷ

も課題
かだい

となって

います。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

丹後圏域
たんごけんいき

における発達
はったつ

障害
しょうがい

をもつ児童
じどう

への支援
しえん

については、専門
せんもん

の医療
いりょう

機関
きかん

が少ない
すく

ため、就学前
しゅうがくまえ

においては、保健所
ほけんじょ

でのこどもクリニック
くりにっく

でも多数
たすう

対応
たいおう

しているが、待機
たいき

の

期間
きかん

が長く
なが

、早期
そうき

の不安
ふあん

解消
かいしょう

に課題
かだい

があります。発達
はったつ

障害
しょうがい

等
など

、発達
たつ

特性
とくせい

のある児童
じどう

を持つ
も

保護者
ほごしゃ

の育児
いくじ

不安
ふあん

や育児
いくじ

困難感
こんなんかん

の軽減
けいげん

を図る
はか

ため、「ペアレントトレーニング
ぺあれんととれーにんぐ

」、保育所
ほいくじょ

、

幼稚園
ようちえん

等
とう

で子ども
こ

に関わる
かか

支援者
しえんしゃ

の力量
りきりょう

向上
こうじょう

を図る
はか

「ティーチャートレーニング
てぃーちゃーとれーにんぐ

」、

乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

等
など

で子ども
こ

の発達
はったつ

を診る
み

保健師
ほけんし

等
とう

の支援
しえん

につながる研修会
けんしゅうかい

等
とう

を実施
じっし

するなど、

保護者
ほごしゃ

への支援
しえん

の一層
いっそう

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。また、この圏域
けんいき

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

を抱えた
かか

生徒
せいと

が一般
いっぱん

高等
こうとう

学校
がっこう

に進学
しんがく

・在籍
ざいせき

する割合
わりあい

が他圏域
ほかけんいき

より多く
おお

、学習
がくしゅう

継続
けいぞく

や進路
しんろ

等
とう

の対応
たいおう

に

苦慮
くりょ

し、結果
けっか

として不登校
ふとうこう

、休学
きゅうがく

、退学
たいがく

となる生徒
せいと

がでてきている現状
げんじょう

があります。その

対策
たいさく

として、高等
こうとう

学校
がっこう

と福祉
ふくし

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

の懇談会
こんだんかい

を実施
じっし

し、「切れ目
き   め

のない支援
しえん

」ができる

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図って
はか

います。 

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

に関して
かん

は、高度
こうど

医療
いりょう

の発達
はったつ

により、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

を必要
ひつよう

とする未就学児
みしゅうがくじ

が

増える
ふ

と予想
よそう

されるところであり、医療
いりょう

・保健
ほけん

・教育
きょういく

・福祉
ふくし

分野
ぶんや

と連携
れんけい

が必要
ひつよう

な現状
げんじょう

に
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あります。 

圏域
けんいき

の「圏域
けんいき

在宅
ざいたく

療養児
りょうようじ

支援
しえん

体制
たいせい

検討会
けんとうかい

」と圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

医療的
いりょうてき

部会
ぶかい

との連携
れんけい

を図り
はか

、安心
あんしん

・安全
あんぜん

に子
こ

育て
そだ

できる環境
かんきょう

を整備
せいび

し、総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

し

ていく必要
ひつよう

があります。 

 

(2) 中丹圏域
ちゅうたんけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

          この圏域
けんいき

では、当事者
とうじしゃ

が安心
あんしん

して暮らし続ける
く    つづ

ことが出来る
でき

生活
せいかつ

の場
ば

となる住居
じゅうきょ

の 

確保
かくほ

が、病院
びょういん

や施設
しせつ

からの地域
ちいき

移行
いこう

の円滑
えんかつ

な推進
すいしん

や家族
かぞく

の高齢化
こうれいか

等
とう

に伴う
ともな

種々
しゅじゅ

の対応
たいおう

の 

為
ため

に重要
じゅうよう

な課題
かだい

となっています。グループホーム
ぐるーぷほーむ

の整備
せいび

を進める
すす

一方
いっぽう

で、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

へ 

の入居
にゅうきょ

等
とう

は特
とく

に困難
こんなん

な場合
ばあい

があるため、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対する
たい

地域
ちいき

住民
じゅうみん

の理解
りかい

の促進
そくしん

 

や普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

など地域
ちいき

で支える
ささ

力
ちから

を育む
はぐく

取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

     医療的
いりょうてき

ケア
けあ

を必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して地域
ちいき

で暮らして
く

いくためには、 

保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

して支援
しえん

していくことが重要
じゅうよう

で 

す。さらに災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

には地域
ちいき

住民
じゅうみん

による支援
しえん

も必要
ひつよう

であり、日頃
ひごろ

からの関係づくり
かんけい

が 

求められます
もと

。 

     次
つぎ

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が就労
しゅうろう

を継続
けいぞく

するには、就労後
しゅうろうご

の定着
ていちゃく

のためのサポート
さぽーと

が大切
たいせつ

 

であり、仕事
しごと

のことだけでなく、生活面
せいかつめん

や金銭面
きんせんめん

についても関係
かんけい

機関
きかん

による一体的
いったいてき

な 

支援
しえん

が必要
ひつよう

です。さらに、企業側
きぎょうがわ

も勤務
きんむ

されている障害
しょうがい

のある人
ひと

の特性
とくせい

等
とう

を適切
てきせつ

に理解
りかい

 

し対応
たいおう

出来る
でき

よう、支援者側
しえんしゃがわ

が企業
きぎょう

に対し
たい

経過
けいか

や企業
きぎょう

の特色
とくしょく

・環境
かんきょう

を考慮
こうりょ

した支援
しえん

 

内容
ないよう

を伝えられる
つた

ようなスキルアップ
すきるあっぷ

が求められて
もと

います。このようなことを通じて
つう

、 

双方
そうほう

の特性
とくせい

に応じた
おう

職場
しょくば

になるよう上手
じょうず

にマッチング
まっちんぐ

させ、定着
ていちゃく

につなげることが必要
ひつよう

 

です。 
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     福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

では、工賃
こうちん

向上
こうじょう

のため製品
せいひん

の付加
ふか

価値
かち

を高め
たか

、独自
どくじ

の商品
しょうひん

開発
かいはつ

や販路
はんろ

 

拡大
かくだい

が求められて
もと

います。 

     また発達
はったつ

障害
しょうがい

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

については、当事者
とうじしゃ

が生活
せいかつ

訓練
くんれん

、 

コミュニケーションスキル
こみゅにけーしょんすきる

を学べる
まな

場所
ばしょ

が求められて
もと

おり、各支援
かくしえん

機関
きかん

同士
どうし

が自ら
みずか

の特徴
とくちょう

 

や体制
たいせい

を明確
めいかく

にし、当事者
とうじしゃ

・家族
かぞく

に周知
しゅうち

していくとともに、障害
しょうがい

に対する
たい

理解
りかい

促進
そくしん

を 

広く
ひろ

進める
すす

ための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

が必要
ひつよう

です。 

     そのため、各市
かくし

での重層的
じゅうそうてき

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

等
とう

を活用
かつよう

した関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

をとりなが 

ら、複合的
ふくごうてき

な要因
よういん

のある人
ひと

への相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

、個別
こべつ

相談
そうだん

を通して
とお

地域
ちいき

課題
かだい

や 

ニーズ
にーず

を抽
ちゅう

出
しゅつ

できる相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の一般
いっぱん

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の 

増員
ぞういん

、相談
そうだん

支援
しえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

など、体制
たいせい

の強化
きょうか

が必要
ひつよう

です。また研修
けんしゅう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

を 

図る
はか

ためにも、より多く
おお

の関係
かんけい

職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

参加
さんか

が可能
かのう

な近隣
きんりん

地域
ちいき

での開催
かいさい

が望まれて
のぞ

い 

ます。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

     この圏域
けんいき

では、障害
しょうがい

のある児童
じどう

に対する
たい

地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、早期
そうき

療育
りょういく

・ 

支援
しえん

ニーズ
にーず

の高まり
たか

を踏まえ
ふ

、適切
てきせつ

な支援
しえん

策
さく

の検討
けんとう

・提供
ていきょう

のための児童
じどう

の計画
けいかく

相談
そうだん

体制
たいせい

 

の充実
じゅうじつ

が求められて
もと

います。また児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、放課後
ほうかご

デイサービス
でいさーびす

、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

 

及び
およ

保育所
ほいくじょ

訪問
ほうもん

支援
しえん

事業
じぎょう

等
とう

の充実
じゅうじつ

も図る
はか

ことが必要
ひつよう

とされています。さらには小
しょう

・ 

中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

等
とう

に通級
つうきゅう

している子ども
こ

たちの放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
くらぶ

など、 

受け入れ先
う   い  さき

を拡充
かくじゅう

していく必要
ひつよう

があります。 

     医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

については、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

装着児
そうちゃくじ

の短期
たんき

入所
にゅうしょ

利用
りよう

が可能
かのう

な医療型
いりょうがた

施設
しせつ

は数
かず

 

が少ない
すく

ため、利用
りよう

するには遠方
えんぽう

への移動
いどう

が必要
ひつよう

な状況
じょうきょう

となっており、本人
ほんにん

・家族
かぞく

にと 

って受け入れ
う   い

準備
じゅんび

や信頼
しんらい

関係づくり
かんけい

等
など

、身体的
しんたいてき

・経済的
けいざいてき

な負担
ふたん

が生じて
しょう

います。このよ 
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うな短期
たんき

入所
にゅうしょ

の利用
りよう

促進
そくしん

が進まない
すす

現状
げんじょう

などを含め
ふく

、「医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

及び
およ

その家族
かぞく

に 

対する
たい

支援
しえん

に関する
かん

法律
ほうりつ

」施行
せこう

に伴う
ともな

様々
さまざま

な場面
ばめん

での受け入れ
う   い

体制
たいせい

の整備
せいび

・充実
じゅうじつ

を 

進める
すす

ことが求められて
もと

います。 

     発達
はったつ

障害
しょうがい

に関して
かん

は、検診
けんしん

等
とう

の場
ば

を活用
かつよう

して早期
そうき

に発見
はっけん

し、就学前
しゅうがくまえ

からの早期
そうき

支援
しえん

 

が最も
もっと

大切
たいせつ

ですが、専門医
せんもんい

が不足
ふそく

していることや、ニーズ
にーず

のある子ども
こ

が増えて
ふ

いること 

もあり、初診
しょしん

や療育
りょういく

開始
かいし

までに時間
じかん

がかかっています。 

併せて
あわ

早期
そうき

発見
はっけん

された幼児
ようじ

や保護者
ほごしゃ

等
とう

への、指導
しどう

助言
じょげん

を担う
にな

支援者
しえんしゃ

のスキルアップ
すきるあっぷ

を 

図る
はか

とともに、教育
きょういく

機関
きかん

との連携
れんけい

が重要
じゅうよう

と考えます
かんが

。 

 

(3) 南丹圏域
なんたんけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

     この圏域
けんいき

は、市街地
しがいち

から山
さん

間部
かんぶ

まで幅広い
はばひろ

地域
ちいき

で構成
こうせい

されていますが、社会
しゃかい

資源
しげん

は山
さん

 

間部
かんぶ

に少なく
すく

、人口
じんこう

の多い
おお

地域
ちいき

に偏って
かたよ

います。都市部
としぶ

に近い
ちか

こともあり、府
ふ

全域
ぜんいき

の 

人口比
じんこうひ

を考える
かんが

と入所
にゅうしょ

施設
しせつ

が多く
おお

ある地域
ちいき

でもあります。 

近年
きんねん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
  がた

やグループホーム
ぐるーぷほーむ

の事業所数
じぎょうしょすう

が増加
ぞうか

しており、地域
ちいき

生活
せいかつ

へ 

移行
いこう

するための受け皿
う   ざら

の整備
せいび

は進んで
すす

いる一方
いっぽう

、重度
じゅうど

の障害
しょうがい

がある人
ひと

に対する
たい

支援
しえん

、 

多様化
たようか

するニーズ
にーず

に的確
てきかく

に対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

が求められて
もと

います。 

また、慢性的
まんせいてき

な人
ひと

手不足
でぶそく

により利用者
りようしゃ

のニーズ
にーず

に応える
こた

ことが難しく
むずか

なってきている 

事業所
じぎょうしょ

もあり、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

が適正
てきせい

かつ円滑
えんかつ

に実施
じっし

できるよう従事者
じゅうじしゃ

の質
しつ

の向上
こうじょう

 

を図る
はか

とともに、福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

・定着
ていちゃく

が課題
かだい

となっています。 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

については、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

 

ケアシステム
けあしすてむ

の構築
こうちく

に向け
む

、保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

との連携
れんけい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

ですが、圏
けん
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域内
いきない

に入院
にゅういん

病床
びょうしょう

のある精神科
せいしんか

医療
いりょう

機関
きかん

がないことから、緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

、入院
にゅういん

時
じ

や 

退院後
たいいんご

支援
しえん

において圏域
けんいき

を超えた
こ

連携
れんけい

が不可欠
ふかけつ

となっています。 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の整備
せいび

については、社会
しゃかい

資源
しげん

が偏在
へんざい

し地域
ちいき

によって提供
ていきょう

可能
かのう

な 

サービス
さーびす

も限定
げんてい

されることから、緊急
きんきゅう

時
じ

における迅速
じんそく

な相談
そうだん

支援
しえん

や確実
かくじつ

な受け入れ
う   い

がで 

きるよう各事業所
かくじぎょうしょ

の特色
とくしょく

やノウハウ
のうはう

を活かして
い

圏域
けんいき

全体
ぜんたい

で「面的
めんてき

整備型
せいびがた

」による整備
せいび

を 

行い
おこな

、令和
れいわ

４年度
  ねんど

から運用
うんよう

を開始
かいし

しました。今後
こんご

、個別
こべつ

事案
じあん

について対応
たいおう

・検証
けんしょう

する中
なか

 

で機能
きのう

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

必要
ひつよう

があります。 

障害者
しょうがいしゃ

を取り巻く
と   ま

様々
さまざま

な課題
かだい

解決
かいけつ

にあたっては、南丹圏域
なんたんけんいき

障害児者
しょうがいじしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

 

ネットワーク
ねっとわーく

「ほっとネット
ねっと

」に相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

部会
ぶかい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
しえん

部会
ぶかい

、 

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

部会
ぶかい

を設け
もう

、圏域
けんいき

における地域
ちいき

課題
かだい

を明確化
めいかくか

するとともに、その対応
たいおう

策
さく

につ 

いて協議
きょうぎ

・検討
けんとう

しています。 

また、教育
きょういく

、雇用
こよう

分野
ぶんや

においては、南丹
なんたん

管内
かんない

地域
ちいき

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

総合
そうごう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

や京都
きょうと

ほっとはあとセンター
せんたー

南丹
みなみたん

ブロック
ぶろっく

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

し対応
たいおう

していると 

ころです。 

今後
こんご

とも、圏域
けんいき

２市
  し

１町
  ちょう

の地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

と連動
れんどう

しながら、ライフサイクル
らいふさいくる

と 

多様
たよう

なニーズ
にーず

に応じた
おう

ネットワーク
ねっとわーく

の構築
こうちく

など関係
かんけい

機関
きかん

との一層
いっそう

の連携
れんけい

が求められます
もと

。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

    この圏域
けんいき

においても出生数
しゅっしょうすう

は減少
げんしょう

しておりますが、近年
きんねん

の医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

の増加
ぞうか

や 

発達
はったつ

障害
しょうがい

の認知
にんち

の広がり
ひろ

、女性
じょせい

の就労率
しゅうろうりつ

の上昇
じょうしょう

など社会
しゃかい

状況
じょうきょう

が変化
へんか

する中
なか

で、 

障害児
しょうがいじ

に対する
たい

支援
しえん

ニーズ
にーず

はますます高まって
たか

います。 

    児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

や放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

は、多様
たよう

な主体
しゅたい

の参入
さんにゅう

もあり増加
ぞうか

傾向
けいこう

に 

あります。しかしながら、保護者
ほごしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

やレスパイト
れすぱいと

の確保
かくほ

など日常的
にちじょうてき

に支えて
ささ

い 
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る家族
かぞく

への支援
しえん

の観点
かんてん

からすると十分
じゅうぶん

にニーズ
にーず

を満たして
み

いるとは言えず
い

、また適切
てきせつ

な 

運営
うんえい

や支援
しえん

の質
しつ

の確保
かくほ

についても課題
かだい

があります。 

    障害
しょうがい

のある児童
じどう

は通級
つうきゅう

指導
しどう

教室
きょうしつ

や特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

だけでなく、昼間
ひるま

定時制
ていじせい

、全日制
ぜんにちせい

 

高校
こうこう

にも在籍
ざいせき

していることから、障害
しょうがい

に対する
たい

理解
りかい

の促進
そくしん

や福祉的
ふくしてき

な支援
しえん

の必要性
ひつようせい

が 

増して
ま

います。特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

卒業生
そつぎょうせい

等
とう

の進路
しんろ

については毎年
まいとし

課題
かだい

となっており、障害
しょうがい

 

の特性
とくせい

や状態
じょうたい

に応じ
おう

本人
ほんにん

の希望
きぼう

に沿った
そ

進路先
しんろさき

が選択
せんたく

できるよう教育
きょういく

・労働
ろうどう

・福祉
ふくし

な 

ど関係
かんけい

機関
きかん

の更
さら

なる連携
れんけい

が求められます
もと

。 

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

支援
しえん

については、家族
かぞく

が全面的
ぜんめんてき

に支える
ささ

ことで生活
せいかつ

が成り立って
な   た

いる 

現状
げんじょう

があります。この圏域
けんいき

には、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

に対応
たいおう

できる医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

施設
しせつ

がありま 

すが、他
ほか

に活用
かつよう

できる社会
しゃかい

資源
しげん

が乏しく
とぼ

、災害
さいがい

時
じ

・緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

や医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

 

コーディネーター
こーでぃねーたー

の養成
ようせい

等
とう

の課題
かだい

があります。 

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

については、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

が重要
じゅうよう

となりますが、この圏域
けんいき

に 

限らず
かぎ

専門
せんもん

の医療
いりょう

機関
きかん

が少ない
すく

ため、その対応
たいおう

までに時間
じかん

がかかってしまうことが懸念
けねん

さ 

れます。そのため、乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

の場
ば

において気づき
き

・発見
はっけん

した段階
だんかい

で速やか
すみ

に支援
しえん

につな 

げていく仕組みづくり
しくみ

が重要
じゅうよう

であり、保護者
ほごしゃ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

や療育
りょういく

機関
きかん

だけでなく 

保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

関係者
かんけいしゃ

等
とう

のスキルアップ
すきるあっぷ

に向けた
む

取組
とりくみ

も必要
ひつよう

となっています。 

教育
きょういく

分野
ぶんや

との連携
れんけい

は進みつつ
すす

あり、移行
いこう

支援
しえん

ファイル
ふぁいる

の活用数
かつようすう

も増えて
ふ

きています。 

就学前
しゅうがくまえ

から就学
しゅうがく

、小学校
しょうがっこう

から中学校
ちゅうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

から高等
こうとう

学校
がっこう

への切れ目
き   め

のない 

支援
しえん

を強化
きょうか

するため更に
さら

推進
すいしん

していく必要
ひつよう

があります。 

 

(4) 京都市
きょうとし

サブ圏域
さぶけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい
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     この圏域
けんいき

では、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の取組
とりくみ

や、退院
たいいん

可能
かのう

な精神
せいしん

障害
しょうがい

のあ 

る人
ひと

の精神科
せいしんか

病院
びょういん

からの退院
たいいん

等
とう

を促進
そくしん

する取組
とりくみ

と併せて
あわ

、地域
ちいき

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するために 

必要
ひつよう

となる在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支える
ささ

サービス
さーびす

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

必要
ひつよう

があります。それと同時
どうじ

に 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

につながる生活
せいかつ

の場
ば

や地域
ちいき

で活動
かつどう

できる場
ば

の充実
じゅうじつ

、さらには、 

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

や医療的
いりょうてき

ケア
けあ

等
など

の個々
ここ

のニーズ
にーず

に応じた
おう

きめ細やか
こま

な相談
そうだん

支援
しえん

を提供
ていきょう

す 

るための体制
たいせい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

となっています。 

そして、障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

での暮らし
く

を支える
ささ

基盤
きばん

整備
せいび

である地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

に 

求められる
もと

５つの機能
きのう

（①相談
そうだん

、②緊急
きんきゅう

時
じ

の受入れ
うけい

・対応
たいおう

、③体験
たいけん

の機会
きかい

・場
じょう

、④ 

専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

、⑤地域
ちいき

の体制づくり
たいせい

）については、地域
ちいき

における複数
ふくすう

の機関
きかん

が 

分担
ぶんたん

して機能
きのう

を担う
にな

「面的
めんてき

整備型
せいびがた

」で整備
せいび

を行いました
おこな

が、障害
しょうがい

のある人
ひと

への居住
きょじゅう

支援
しえん

 

も含めて
ふく

、引き続き
ひ   つづ

、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の機能
きのう

強化
きょうか

を進めて
すす

いきます。 

また、訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さーびす

においては、担い手
にな  て

不足
ぶそく

からヘルパー数
へるぱーすう

の更
さら

なる確保
かくほ

が必要
ひつよう

とな 

っていること、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さーびす

においても、生活
せいかつ

介護
かいご

や短期
たんき

入所
にゅうしょ

の需要
じゅよう

が今後
こんご

も 

継続
けいぞく

して伸び
の

の上昇
じょうしょう

が見込まれて
みこ

いることから、福祉的
ふくしてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

に 

向けた
む

取組
とりくみ

が必要
ひつよう

となっています。 

居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さーびす

においては、地域
ちいき

移行
いこう

を今後
こんご

も進めて
すす

いくためには、これまで以上
いじょう

に 

グ
ぐ

ループホーム
るーぷほーむ

の充実
じゅうじつ

を図って
はか

いく必要
ひつよう

がありますが、報酬
ほうしゅう

水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

の課題
かだい

や、 

地域
ちいき

における理解
りかい

促進
そくしん

等
とう

に課題
かだい

があります。 

就労
しゅうろう

支援
しえん

については、引き続き
ひ   つづ

、労働
ろうどう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

など各分野
かくぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

が協働
きょうどう

し 

て雇用
こよう

促進
そくしん

・就労
しゅうろう

支援
しえん

に取り組む
と   く

とともに、就職後
しゅうしょくご

も継続的
けいぞくてき

かつ安定的
あんていてき

に 

働き続けられる
はたら つづ

よう、職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

にも取り組んで
と   く

いく必要
ひつよう

があります。 
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② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

    障害
しょうがい

のある児童
じどう

に関して
かん

は、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関する
かん

社会的
しゃかいてき

認知
にんち

の広がり
ひろ

により、これまで 

障害
しょうがい

があると思われて
おも

いなかった人
ひと

やことばの遅れ
おく

等
とう

を心配
しんぱい

する保護者
ほごしゃ

からの相談
そうだん

が 

増えて
ふ

きており、身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受ける
う

体制づくり
たいせい

が求められて
もと

います。 

     また、発達
はったつ

の遅れ
おく

や特性
とくせい

に対する
たい

早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

を行う
おこな

ために、健
けん

診
しん

、検査
けんさ

、 

療育
りょういく

、診断
しんだん

等
とう

それぞれの役割
やくわり

を担う
にな

関係
かんけい

機関
きかん

のさらなる連携
れんけい

が必要
ひつよう

です。 

     学齢期前
がくれいきまえ

の児童
じどう

に関して
かん

は、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の設置数
せっちすう

は増えて
ふ

きているものの、 

設置
せっち

地域
ちいき

に偏在
へんざい

があることから、利用
りよう

する支援
しえん

の必要
ひつよう

な児童
じどう

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で療育
りょういく

を 

受ける
う

ことができるよう、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の地域
ちいき

偏在
へんざい

の解消
かいしょう

や、サービス
さーびす

の質
しつ

の 

向上
こうじょう

について検討
けんとう

する必要
ひつよう

があります。 

     学齢期
がくれいき

の児童
じどう

に関して
かん

は、放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

の事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞうか

し、これに伴って
ともな

 

サービス
さーびす

の質
しつ

の課題
かだい

が生じて
しょう

います。また、学齢期
がくれいき

の障害
しょうがい

のある児童
じどう

のニーズ
にーず

の多様化
たようか

に 

伴い
ともな

、一人
ひとり

ひとりの地域
ちいき

での育ち
そだ

をどのように支援
しえん

していくかについて検討
けんとう

が必要
ひつよう

となっ 

ています。 

 

(5) 乙訓
おとくに

サブ圏域
さぶけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

     この圏域
けんいき

での入所
にゅうしょ

施設
しせつ

は１か所
    しょ

であり、圏
けん

域内
いきない

での入所
にゅうしょ

希望
きぼう

に応えられて
こた

いませ 

ん。グループホーム
ぐるーぷほーむ

では、知的
ちてき

や精神
せいしん

の方
かた

を対象
たいしょう

とした事業所
じぎょうしょ

は増加
ぞうか

傾向
けいこう

ですが、重度
じゅうど

 

や強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

を対象
たいしょう

に含む
ふく

事業所
じぎょうしょ

は増加
ぞうか

することもなく依然
いぜん

と少ない
すく

状況
じょうきょう

です。 

また、日中
にっちゅう

一時
いちじ

の事業所
じぎょうしょ

は少なく
すく

、供給量
きょうきゅうりょう

が不足
ふそく

する中
なか

、重度
じゅうど

対応
たいおう

については、 

土日
どにち

祝
しゅく

等
など

の居宅
きょたく

サービス
さーびす

の確保
かくほ

も課題
かだい

となっています。 

医療的
いりょうてき

ケア
けあ

対応
たいおう

の施設
しせつ

については、当圏域協
とうけんいききょう

議会
ぎかい

との連携
れんけい

のもと、令和
れいわ

４年度
  ねんど

、介護
かいご
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老人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

を母体
ぼたい

とした医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の事業所
じぎょうしょ

が開設
かいせつ

しました。開設後
かいせつご

早々
そうそう

に 

モデルケース
も で る け ー す

として、当事者
とうじしゃ

による一時
いちじ

利用
りよう

を行い
おこな

、いくつかの利用
りよう

時
じ

の課題
かだい

が浮き彫り
う   ぼ

 

になっており、この課題
かだい

解決
かいけつ

に向けて
む

、見学
けんがく

や説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

し、利用
りよう

促進
そくしん

を図って
はか

いく 

ところです。また、１施設
しせつ

開設
かいせつ

だけでは、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な方
かた

に対応
たいおう

仕切れない
しき

た 

め、引き続き
ひ   つづ

、３号
  ごう

研修
けんしゅう

実施
じっし

機関
きかん

の協力
きょうりょく

を得て
え

３号
  ごう

研修
けんしゅう

を実施
じっし

し、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

の 

支援者
しえんしゃ

を増やす
ふ

取り組み
と   く

が必要
ひつよう

です。 

     特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒業生
そつぎょうせい

については、常に
つね

重度
じゅうど

の生活
せいかつ

介護
かいご

の空
あき

が少なく
すく

対応
たいおう

が難しい
むずか

 

状況
じょうきょう

があります。そのため、圏
けん

域内
いきない

の特定
とくてい

の法人
ほうじん

による利用枠
りようわく

増加
ぞうか

の調整
ちょうせい

だけでは 

対応
たいおう

しきれないため、他
た

の圏域
けんいき

での利用
りよう

を調整
ちょうせい

している状況
じょうきょう

です。遠方
えんぽう

利用
りよう

は利用者
りようしゃ

 

の負担
ふたん

の拡大
かくだい

に繋がる
つな

ため、引き続き
ひ   つづ

、関係
かんけい

機関
きかん

と特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

と連携
れんけい

しながら状況
じょうきょう

 

を把握
はあく

し、課題
かだい

解決
かいけつ

に向けた
む

検討
けんとう

が必要
ひつよう

です。 

     相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

については、年々
ねんねん

契約
けいやく

件数
けんすう

が増加
ぞうか

している中
なか

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及び
およ

 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が増えない
ふ

ため、新規
しんき

受け入れ
う   い

を停止
ていし

する事案
じあん

が出て
で

きています。また、 

特定
とくてい

相談
そうだん

に加えて
くわ

、委託
いたく

相談
そうだん

や他
た

事業
じぎょう

を兼務
けんむ

している職員
しょくいん

が多く
おお

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

へ 

の負担
ふたん

がさらに増して
ま

いる状況
じょうきょう

です。この課題
かだい

は、当圏
とうけん

域内
いきない

だけの問題
もんだい

ではなく全域
ぜんいき

 

での課題
かだい

であるため、他
ほか

の圏域
けんいき

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

しながら取り組む
と   く

必要
ひつよう

があります。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

 この圏域
けんいき

では、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

がないため、入所
にゅうしょ

が必要
ひつよう

な状況
じょうきょう

となった場合
ばあい

は他
ほか

の圏域
けんいき

 

で探す
さが

必要
ひつよう

があります。また、小学生
しょうがくせい

から利用
りよう

できる短期
たんき

入所
にゅうしょ

と日中
にっちゅう

一時
いちじ

はそれぞれ 

１か所
    しょ

となります。また、両親
りょうしん

が働いて
はたら

おられる家庭
かてい

が多く
おお

、通所
つうしょ

系
けい

サービス
さーびす

について 

は、土曜
どよう

のニーズ
にーず

も一
いっ

定数
ていすう

あります。 
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事業所
じぎょうしょ

は、年々
ねんねん

増加
ぞうか

傾向
けいこう

ですが、自傷
じしょう

、他害
たがい

のある児童
じどう

、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な児童
じどう

、 

重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

の受け入れ
う   い

が可能
かのう

な放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

はあまり増加
ぞうか

せず、他
ほか

の福祉
ふくし

 

サービス
さーびす

においても限られて
かぎ

います。事業所
じぎょうしょ

での受け入れ
う   い

が進む
すす

ような整備
せいび

・体制
たいせい

・強化
きょうか

 

の取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

については、契約
けいやく

件数
けんすう

は年々
ねんねん

増加
ぞうか

しています。相談
そうだん

支援
しえん

計画書
けいかくしょ

 

の作成
さくせい

に加えて
くわ

、ライフステージ
らいふすてーじ

の移行
いこう

による相談
そうだん

、学校
がっこう

の長期
ちょうき

休み
やす

での必要
ひつよう

なサービス
さーびす

 

調整
ちょうせい

やそれに伴う
ともな

相談
そうだん

支援
しえん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、日々
ひび

の家庭
かてい

、学校
がっこう

での学習
がくしゅう

や友達
ともだち

関係
かんけい

、医療
いりょう

 

など、ご家族
  かぞく

からの相談
そうだん

が多く
おお

、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の負担
ふたん

はさらに増して
ま

います。同事業
どうじぎょう

に 

ついても整備
せいび

・体制
たいせい

・強化
きょうか

の取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

 

(6) 山
やま

城北圏域
しろきたけんいき

 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

 この圏域
けんいき

は、全市域
ぜんしいき

で自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

（以下
いか

「協
きょう

議会
ぎかい

」という。）が設置
せっち

され、また 

町域
ちょういき

でも順次
じゅんじ

、設置
せっち

が進み
すす

、協
きょう

議会
ぎかい

未設置
みせっち

は１町
 ちょう

となっています。今後
こんご

、残る
のこ

１町
  ちょう

の 

協議会
きょうぎかい

設置
せっち

と各々
おのおの

の市町
しちょう

でニーズ
にーず

や資源数
しげんすう

が大きく
おお

異なる
こと

地域
ちいき

事情
じじょう

を踏まえ
ふ

、市町
しちょう

 

協議会
きょうぎかい

と圏域協
けんいききょう

議会
ぎかい

が相互
そうご

に連携
れんけい

し、福祉
ふくし

課題
かだい

の抽出
ちゅうしゅつ

、対応
たいおう

の検討
けんとう

を進めて
すす

いくこ 

とが必要
ひつよう

です。  

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

、入院
にゅういん

の地域
ちいき

資源
しげん

としては、療養
りょうよう

介護
かいご

を実施
じっし

している南
みなみ

京都
きょうと

病院
びょういん

の他
ほか

、 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

の事業所
じぎょうしょ

が１２箇所
    かしょ

、精神科
せいしんか

病院
びょういん

が３箇所
    かしょ

あります。入所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

から 

地域
ちいき

移行
いこう

を進める
すす

ために大きな
おお

役割
やくわり

を持つ
も

、グループホーム
ぐるーぷほーむ

等
など

の地域
ちいき

資源
しげん

は増加
ぞうか

してきて 

いるものの、さらなる充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。また、併せて
あわ

人材
じんざい

の確保
かくほ

や質
しつ

の向上
こうじょう

も課題
かだい

で 

す。 

医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な方
かた

や重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

の方
かた

の緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

として、福祉型
ふくしがた

短期
たんき
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入所
にゅうしょ

やレスパイト
れすぱいと

入院
にゅういん

の活用
かつよう

等
とう

が考えられます
かんが

が、看護師
かんごし

や支援員
しえんいん

をはじめとする人材
じんざい

 

確保
かくほ

が深刻
しんこく

な課題
かだい

となっています。また、併せて
あわ

専門的
せんもんてき

、計画的
けいかくてき

な研修
けんしゅう

の実施
じっし

等
など

、人材
じんざい

 

育成
いくせい

も必要
ひつよう

です。  

精神
せいしん

障害
しょうがい

の方
かた

についても、地域
ちいき

での早期
そうき

の社会
しゃかい

復帰
ふっき

、自立
じりつ

を目指す
めざ

とともに、安心
あんしん

・

安全
あんぜん

な生活
せいかつ

が継続
けいぞく

できるよう「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム
けあしすてむ

」の構築
こうちく

が求められて
もと

いることから、システム
しすてむ

構築
こうちく

に向け
む

、市町
しちょう

や関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

しながら課題
かだい

検討
けんとう

を行う
おこな

ことが必要
ひつよう

です。また、支援者
しえんしゃ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を目的
もくてき

とした研修会
けんしゅうかい

や事例
じれい

検討会
けんとうかい

等
とう

を実施
じっし

し、市町
しちょう

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図って
はか

いく必要
ひつよう

があります。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

 圏域
けんいき

では、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

・者
しゃ

を支援
しえん

するため、これまで約
やく

７０名
    めい

が「医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

 

コーディネーター
こーでぃねーたー

」の養成
ようせい

研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

していますが、実際
じっさい

のケース
けーす

対応
たいおう

に当たって
あ

の 

「役割
やくわり

の明確化
めいかくか

」が課題
かだい

となっています。 

また、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

や重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

への支援
しえん

として、児童発達支援事業所
じどうはったつしえんじぎょうしょ

や 

放課後等
ほうかごとう

デイサービス
でいさーびす

、家族
かぞく

のレスパイト
れすぱいと

機能
きのう

を確保
かくほ

する短期
たんき

入所
にゅうしょ

やレスパイト
れすぱいと

入院
にゅういん

 

が可能
かのう

な医療
いりょう

施設
しせつ

等
とう

の受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

がさらに必要
ひつよう

です。  

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

への支援
しえん

では、南部
なんぶ

地域
ちいき

の「発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

拠点
きょてん

」である京都
きょうと

 

府立
ふりつ

こども発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

を含めて
ふく

３つの児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

が設置
せっち

されています。 

学齢児
がくれいじ

への支援
しえん

を担う
にな

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

の新規
しんき

開設
かいせつ

が増加
ぞうか

している中
なか

、 

各事業所
かくじぎょうしょ

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の質
しつ

の向上
こうじょう

や療育
りょういく

の質
しつ

の担保
たんぽ

に向けた
む

さらなる 

取組み
とりく

が必要
ひつよう

です。 

 

(7) 山
やま

城南圏域
しろみなみけんいき
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① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

     この圏域
けんいき

では、相楽
そうらく

地域
ちいき

の東部
とうぶ

と西部
せいぶ

で特徴
とくちょう

が大きく
おお

異なり
こと

、人口
じんこう

減少
げんしょう

と少子
しょうし

高齢化
こうれいか

 

が進む
すす

東部
とうぶ

地域
ちいき

に比べ
くら

、けいはんな学研
がっけん

都市
とし

のある西部
せいぶ

地域
ちいき

では人口
じんこう

が増加
ぞうか

し、若い
わか

世代
せだい

の 

転入
てんにゅう

も多く
おお

見られます
み

。それに伴い
ともな

障害
しょうがい

のある人
ひと

も増加
ぞうか

し、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

卒業生
そつぎょうせい

等
とう

の 

新た
あら

な福祉
ふくし

サービス
さーびす

の利用
りよう

も見込まれる
みこ

ため、居宅
きょたく

系
けい

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

等
など

のサービス
さーびす

提供
ていきょう

 

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な整備
せいび

が必要
ひつよう

です。特
とく

に重度
じゅうど

の障害
しょうがい

がある人
ひと

に対応
たいおう

する生活
せいかつ

介護
かいご

などの 

介護
かいご

系
けい

サービス
さーびす

へのニーズ
にーず

も高まって
たか

います。 

また、介護
かいご

の施設
しせつ

から地域
ちいき

への移行
いこう

が推進
すいしん

される一方
いっぽう

、親
おや

世代
せだい

の高齢化
こうれいか

の追尾
ついび

により、親
おや

 

亡き
な

後
あと

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

となっており、圏
けん

域内
いきない

でもグループホーム
ぐるーぷほーむ

等
など

の居住
きょじゅう

系
けい

 

サービス
さーびす

や、圏域
けんいき

における地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の整備
せいび

が求められる
もと

ことから、３障害
しょうがい

に対応
たいおう

 

できる面的
めんてき

整備
せいび

が行える
おこな

よう、各市町村
かくしちょうそん

や自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の場
ば

において、協議
きょうぎ

を進めて
すす

い 

くことが必要
ひつよう

です。 

就労
しゅうろう

支援
しえん

については、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じりつ

し、自分
じぶん

らしく社会
しゃかい

参加
さんか

できる共生
きょうせい

社会
しゃかい

 

を実現
じつげん

するため、就労
しゅうろう

や体験
たいけん

の場
ば

の確保
かくほ

が重要
じゅうよう

であり、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ 

の移行
いこう

が求められて
もと

いるところです。この圏域
けんいき

における障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、 

従来
じゅうらい

から商工会
しょうこうかい

等
とう

の総合
そうごう

経済
けいざい

団体
だんたい

や企業
きぎょう

等
など

と連携
れんけい

して障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

に向けた
む

 

企業
きぎょう

との交流
こうりゅう

や、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ向けた
む

見
けん

学会
がくかい

・研修会
けんしゅうかい

等
とう

を開催
かいさい

しています。また、 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

についても、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において施設外
しせつがい

就労
しゅうろう

の委託先
いたくさき

や下請け
したう

 

受注
じゅちゅう

等
とう

の開発
かいはつ

に努め
つとめ

、販路
はんろ

開拓
かいたく

などについても取り組んで
と   く

いるところです。 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

については、精神
せいしん

障害
しょうがい

を包括的
ほうかつてき

に支えられる
ささ

システム
しすてむ

の構築
こうちく

に 

向けた
む

取組
とりくみ

を進めて
すす

いますが、圏
けん

域内
いきない

には、精神科
せいしんか

医療
いりょう

機関
きかん

や精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

可能
かのう

な 

人的
じんてき

・物的
ぶってき

資源
しげん

が不足
ふそく

していることから、計画的
けいかくてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を図って
はか

いくことが必要
ひつよう
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です。しかしながら、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精神科
せいしんか

病床
びょうしょう

等
とう

の整備
せいび

についてはまだまだ時間
じかん

を要する
よう

 

ことから、この圏域
けんいき

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

や市町村
しちょうそん

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との支援
しえん

 

ネットワーク
ねっとわーく

の構築
こうちく

・強化
きょうか

を図り
はか

、他圏域
ほかけんいき

の医療
いりょう

機関
きかん

や人的
じんてき

・物的
ぶってき

資源
しげん

との連携
れんけい

を進めて
すす

 

いくことが必要
ひつよう

です。 

 

② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

を取り巻く
と   ま

福祉
ふくし

サービス
さーびす

については、就学前
しゅうがくまえ

の療育
りょういく

、就学後
しゅうがくご

の

放課後
ほうかご

支援
しえん

のニーズ
にーず

が高まって
たか

いることから、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の発達
はったつ

支援
しえん

部会
ぶかい

や特別
とくべつ

支援
しえん

連携協
れんけいきょう

議会
ぎかい

、各市町村
かくしちょうそん

や児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において、医療
いりょう

・保健
ほけん

・教育
きょういく

・福祉
ふくし

等
とう

の連携
れんけい

及び
およ

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

や研修会
けんしゅうかい

の実施
じっし

、ペアレント
ぺあれんと

・トレーニング
とれーにんぐ

や

ティーチャートレーニング
てぃーちゃーとれーにんぐ

、支援
しえん

ファイル
ふぁいる

の普及
ふきゅう

推進
すいしん

等
とう

に取り組んで
と   く

いるところであり、

引き続き
ひ   つづ

、ライフステージ
らいふすてーじ

を通じた
つう

切れ目
き   め

のない支援
しえん

を進めて
すす

いくことが必要
ひつよう

です。 

また、当圏域
とうけんいき

では医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

に対応
たいおう

できる短期
たんき

入所
にゅうしょ

、レスパイト
れすぱいと

入院先
にゅういんさき

、重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及び
およ

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

等
とう

が不足
ふそく

し

ていることから、圏域
けんいき

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

に医療的
いりょうてき

ケア
けあ

部会
ぶかい

や母子
ぼし

保健
ほけん

事業
じぎょう

における

医療
いりょう

、教育
きょういく

、保育
ほいく

、福祉
ふくし

等
とう

の他
た

機関
きかん

と連携
れんけい

し、今後
こんご

も更
さら

なる支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進めてく
すす

ことが必要
ひつよう

です。 
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(8) 課題
かだい

のまとめ 

① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

のまとめ 

各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

をまとめると次
つぎ

のような項目
こうもく

に取りまとめる
と

ことができます。 

 

 

 

項
こう

 目
もく

 課
か

 題
だい

 

高齢化
こうれいか

・過疎化
か そ か

 

・高齢化
こうれいか

する障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

・親
おや

世代
せだい

の高齢化
こうれいか

、親
おや

亡き
な

後
あと

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

地域
ちいき

移行
いこう

や生活
せいかつ

支援
しえん

を

支える
ささ

各種
かくしゅ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の基盤
きばん

の整備
せいび

 

・住居
じゅうきょ

系
けい

施設
しせつ

（グループホーム
ぐるーぷほーむ

等
とう

）ハード
はーど

整備
せいび

 

・相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

・ 精神
せいしん

障害
しょうがい

の あ る 人
ひと

等
とう

に も 対応
たいおう

し た 地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム
けあしすてむ

の構築
こうちく

 

・事業所
じぎょうしょ

の基盤
きばん

整備
せいび

、他圏域
ほかけんいき

も含めた
ふく

連携
れんけい

、相談
そうだん

支援体
しえんからだ

 

制
せい

の充実
じゅうじつ

 

・緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

・充実
じゅうじつ

 

就労
しゅうろう

支援
しえん

・工賃
こうちん

向上
こうじょう

 

・障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

に対する
たい

企業
きぎょう

の理解
りかい

促進
そくしん

、啓発
けいはつ

 

・就労後
しゅうろうご

の職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

・製品
せいひん

の付加
ふか

価値
かち

向上
こうじょう

、商品
しょうひん

開発
かいはつ

、販路
はんろ

拡大
かくだい

 

社会
しゃかい

への啓発
けいはつ

 ・共生
きょうせい

社会
しゃかい

への地域
ちいき

の理解
りかい

促進
そくしん

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

 

・職員
しょくいん

の人材
じんざい

確保
かくほ

や育成
いくせい

 

・研修
けんしゅう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

 

災害
さいがい

時
じ

対応
たいおう

 

・福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

等
とう

の整備
せいび

 

・地域
ちいき

住民
じゅうみん

による支援
しえん
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② 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

における課題
かだい

のまとめ 

各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

をまとめると次
つぎ

のような項目
こうもく

に取りまとめる
と

ことができます。 

項
こう

 目
もく

 課
か

 題
だい

 

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

ができる体制
たいせい

の整備
せいび

や

関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

 

・相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

・体制
たいせい

強化
きょうか

 

・支援
しえん

ファイル
ふぁいる

の有効的
ゆうこうてき

な活用
かつよう

 

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

の整備
せいび

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

の環境
かんきょう

整備
せいび

（医療
いりょう

、保健
ほけん

、教育
きょういく

、福祉
ふくし

分野
ぶんや

の連携
れんけい

） 

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

 

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

の充実
じゅうじつ

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

対応
たいおう

事業所
じぎょうしょ

、レスパイト
れすぱいと

入院先
にゅういんさき

不足
ふそく

 

・災害
さいがい

時
じ

・緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

 

就学期
しゅうがくき

における支援
しえん

 

・放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

・質
しつ

の向上
こうじょう

 

・卒業後
そつぎょうご

の就労
しゅうろう

支援
しえん

 

・小中高
しょうちゅうこう

での切れ目
き   め

のない支援
しえん

 

・ 特別
とくべつ

支援
しえん

学級通級児
がっきゅうつうきゅうじ

の 放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
くらぶ

等
など

受入先
うけいれさき

の

拡充
かくじゅう

 

・医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

の通学
つうがく

支援
しえん

の整備
せいび
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３ 圏域
けんいき

の課題
かだい

等
とう

を受けて
う

の施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

 

   各圏域
かくけんいき

の課題
かだい

整理
せいり

等
とう

を踏まえた
ふ

施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

  

    (1) 高齢化
こうれいか

・過疎化
かそか

について 

今後
こんご

ますます高齢化
こうれいか

が進む
すす

なか、障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

について高齢
こうれい

担当
たんとう

部局
ぶきょく

との

連携
れんけい

を行いつつ
おこな

、地域
ちいき

の受け入れ
う   い

等
など

、確実
かくじつ

な支援
しえん

を行える
おこな

よう取り組む
と   く

とともに、親
おや

世代
せだい

の

高齢化
こうれいか

、いわゆる「親
おや

亡き
な

後
あと

」の障害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
しえん

について、権利
けんり

擁護
ようご

をはじめとした各種
かくしゅ

サービス
さーびす

の充実
じゅうじつ

に努めます
つと

。 

 

    (2) 地域
ちいき

移行
いこう

や生活
せいかつ

支援
しえん

を支える
ささ

各種
かくしゅ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の基盤
きばん

の整備
せいび

について 

地域
ちいき

移行
いこう

を進める
すす

ためには、住居
じゅうきょ

系
けい

施設
しせつ

（グループホーム
ぐるーぷほーむ

等
など

）といったハード
はーど

整備
せいび

等
とう

が

重要
じゅうよう

となってくることから、誘致
ゆうち

や呼びかけ
よ

を積極的
せっきょくてき

に行い
おこな

、基盤
きばん

の拡充
かくじゅう

が行える
おこな

ように

取り組みます
と   く

。 

また、障害
しょうがい

のある人
ひと

の日々
ひび

の課題
かだい

に対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
しえん

の強化
きょうか

に努めます
つと

。 

併せて
あわ

、緊急
きんきゅう

時
じ

にスムーズ
すむーず

に受け入れる
う   い

ことのできる体制
たいせい

の整備
せいび

として、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の取組
とりくみ

も進めて
すす

いきます。 

 

    (3) 就労
しゅうろう

支援
しえん

・工賃
こうちん

向上
こうじょう

について 

今後
こんご

ますます、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

について適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

や理解
りかい

が求められる
もと

ことから、

引き続き
ひ   つづ

、府内
ふない

の企業
きぎょう

に対し
たい

、障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

を呼びかけて
よ

いきます。 

また、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

の取組
とりくみ

をとおして、就労
しゅうろう

機会
きかい

の拡充
かくじゅう

や、工賃
こうちん

向上
こうじょう

といった様々
さまざま

な施策
せさく

を展開
てんかい

していきます。 

 

    (4) 社会
しゃかい

への啓発
けいはつ

について 
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ちいき

の担い手
にな  て

となり地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らせる
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するためには、障害
しょうがい

特性
とくせい

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

についての理解
りかい

促進
そくしん

が重要
じゅうよう

であり、引き続き
ひ   つづ

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に取り組みます
と   く

。 

 

    (5) 人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

について 

人材
じんざい

育成
いくせい

の要
かなめ

となる研修
けんしゅう

の回数
かいすう

の増加
ぞうか

や府
ふ

北部
ほくぶ

での開催
かいさい

機会
きかい

の検討
けんとう

など、研修
けんしゅう

機会
きかい

の

確保
かくほ

を行う
おこな

とともに、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

人材
じんざい

育成
いくせい

部会
ぶかい

も活用
かつよう

した圏域
けんいき

毎
ごと

の人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

を

進めて
すす

いきます。 

 

    (6) 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

について 

療育
りょういく

施設
しせつ

や保育所
ほいくじょ

の整備
せいび

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

など、ニーズ
にーず

に応じた
おう

サービス
さーびす

体制
たいせい

の

拡充
かくじゅう

をはかるとともに、医療的
いりょうてき

ケア
けあ

の必要
ひつよう

な児童
じどう

に対して
たい

、早期
そうき

の対応
たいおう

ができる支援
しえん

体制
たいせい

の

構築
こうちく

や関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

がとれるよう取組
とりくみ

を進めます
すす

。 

 

    (7) 就学期
しゅうがくき

における支援
しえん

について 

就学前
しゅうがくまえ

から高等
こうとう

学校
がっこう

卒業
そつぎょう

までの期間
きかん

を通じて
つう

、切れ目
き   め

のない支援
しえん

を行える
おこな

よう、課題
かだい

共有
きょうゆう

や関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

できる体制
たいせい

整備
せいび

に取り組みます
と   く

。 

 

 

第
だい

４章
しょう

 各年度
かくねんど

の障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及び
およ

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 

令和
れいわ

８年度
  ねんど

までの各年度
かくねんど

における障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及び
およ

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

について、次
つぎ

のとおり設定
せってい

することとし、市町村
しちょうそん

や関係
かんけい

施設
しせつ

及び
およ

事業所
じぎょうしょ

と連携
れんけい

を

図りつつ
はか

、地域
ちいき

の実情
じつじょう

・ニーズ
にーず

に応じた
おう

整備
せいび

を進めて
すす

いきます。 
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 １ 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

 

 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

について、次
つぎ

のとおり必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を設定
せってい

することとします。 

 

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 2,383人分
にんぶん

 2,383人分
にんぶん

 2,383人分
にんぶん

 

 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

４年度
  ねんど

末
まつ

定員数
ていいんすう

：2,433人分
にんぶん

 

     施設
しせつ

の改築
かいちく

・改修
かいしゅう

に当たって
あ

は、施設
しせつ

の空き
あ

定員
ていいん

や真
しん

に利用
りよう

が必要
ひつよう

な者
もの

の状況
じょうきょう

も

考慮
こうりょ

し、地域
ちいき

のニーズ
にーず

に応じた
おう

小規模化
しょうきぼか

を含む
ふく

定員
ていいん

の見直し
みなお

に向けて
む

調整
ちょうせい

します。 

     また、この定員
ていいん

総数
そうすう

と福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の目標数
もくひょうすう

の差分
さぶん

はレスパイト
れすぱいと

（家族
かぞく

による

一時的
いちじてき

ケア
けあ

を代替
だいたい

してリフレッシュ
りふれっしゅ

してもらうこと）等
とう

を目的
もくてき

とした短期
たんき

入所
にゅうしょ

等
とう

とし

て活
かつ

用
よう

を図ります
はか

。 

 

 

 ２ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

 

   障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

について、次
つぎ

のとおり必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を設定
せってい

することとします。 

 

 令和
れいわ

６年度
  ねんど

 令和
れいわ

７年度
  ねんど

 令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん

 125人分
にんぶん
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第
だい

５章
しょう

 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

 

 １ 専門性
せんもんせい

の高い
たか

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

 

○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

はばたきは、発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せんたー

を束ねる
たば

専門
せんもん

 

機関
きかん

として、困難
こんなん

ケース
けーす

へのスーパーバイズ
すーぱーばいず

等
とう

を担う
にな

とともに、発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

 

センター
せんたー

（府内
ふない

６箇所
  かしょ

）は、地域
ちいき

の中核的
ちゅうかくてき

な支援
しえん

機関
きかん

として、圏
けん

域内
いきない

のネットワーク
ねっとわーく

を作り
つく

、 

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の支援
しえん

を行う
おこな

ため、地域
ちいき

支援
しえん

マネジャー
まねじゃー

を配置
はいち

し、市町村
しちょうそん

・保育所
ほいくじょ

等
とう

子育て
こそだて

 

支援
しえん

機関
きかん

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

等
とう

への指導
しどう

・助言
じょげん

、各種
かくしゅ

支援
しえん

により、人材
じんざい

育成
いくせい

や地域
ちいき

 

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を行います
おこな

。 

 

○ また、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

拠点
きょてん

（府内
ふない

３箇所
  かしょ

）において、学齢期
がくれいき

の児童
じどう

を中心
ちゅうしん

とした相談
そうだん

支援
しえん

 

を行う
おこな

とともに、教育
きょういく

機関
きかん

との連携
れんけい

強化
きょうか

を一層
いっそう

促進
そくしん

します。 

 

○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対し
たい

、京都府
きょうとふ

リハビリテーション
りはびりてーしょん

支援
しえん

センター
せんたー

などの支援
しえん

拠点
きょてん

における相談
そうだん

支援
しえん

を継続
けいぞく

して実施
じっし

するとともに、自立
じりつ

した生活
せいかつ

と社会
しゃかい

参画
さんかく

を目標
もくひょう

とした

リハビリテーション
りはびりてーしょん

支援
しえん

等
とう

が提供
ていきょう

できるよう市町村
しちょうそん

や医療
いりょう

機関
きかん

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さーびすじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

やパンフレット
ぱんふれっと

の配布
はいふ

等
など

、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

に努めます
つと

。また、支援
しえん

機関
きかん

相互
そうご

の連携
れんけい

会議
かいぎ

の開催
かいさい

や就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せんたー

等
とう

の活用
かつよう

など、地域
ちいき

におけ

る高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への地域
ちいき

リハビリテーション支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図ります
はか

。 

 

○ 強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

に関して
かん

、各市町村
かくしちょうそん

又
また

は圏域
けんいき

において支援
しえん

ニーズ
にーず

を把握
はあく

します。 

また、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

について高度
こうど

な専門性
せんもんせい

により地域
ちいき

を支援
しえん

する広域的
こういきてき

支援
しえん

人材
じんざい

を配置
はいち

し、 

医療
いりょう

・保健
ほけん

・福祉
ふくし

・教育
きょういく

等
とう

の分野
ぶんや

を超えた
こ

地域
ちいき

の支援者間
しえんしゃかん

の連携
れんけい

・情報
じょうほう

共有
きょうゆう

・ネットワーク
ねっとわーく

 

構築
こうちく

による地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進めます
すす

。 
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 ２ 意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

を行う
おこな

者
もの

の養成
ようせい

・派遣
はけん

等
とう

事業
じぎょう

 

   意思
いし

疎通
そつう

が困難
こんなん

な方
かた

への支援
しえん

、社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、意思
いし

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

、派遣
はけん

を推進
すいしん

するとともに、ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの様々
さまざま

な技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

保障
ほしょう

により資する
し

よう、取組
とりくみ

を進めて
すす

いきます。 

 

３ 広域的
こういきてき

な支援
しえん

事業
じぎょう

 

  ○ 各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

や医療的
いりょうてき

ケア
けあ

、精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

などの各専門
かくせんもん

部会
ぶかい

を置いて
お

、ゼネラルケアマネージャー
ぜねらるけあまねーじゃー

を中心
ちゅうしん

とする

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

とのネットワーク
ねっとわーく

を構築
こうちく

し、困難
こんなん

事例
じれい

等
とう

への広域的
こういきてき

な対応
たいおう

を図ります
はか

。 

 

  ○ 「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を設置
せっち

するとともに、市町村
しちょうそん

を越えた
こ

広域
こういき

調整
ちょうせい

を担う
にな

組織
そしき

として各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に「圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」を設置
せっち

し、府
ふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の進行
しんこう

管理
かんり

及び
およ

府
ふ

全体
ぜんたい

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向けて
む

取組
とりくみ

を進めます
すす

。 

 

〇 相談
そうだん

支援事
しえんじ

業者
ぎょうしゃ

への専門的
せんもんてき

指導
しどう

や人材
じんざい

育成
いくせい

、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

からの相談
そうだん

対応
たいおう

を総合的
そうごうてき

 

に行い
おこな

、地域
ちいき

における相談
そうだん

支援
しえん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担う
にな

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

を設置
せっち

していな 

い市町村
しちょうそん

に設置
せっち

を促す
うなが

ため、圏域
けんいき

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

による支援
しえん

により、関係
かんけい

機関
きかん

 

の連携
れんけい

の緊密化
きんみつか

や地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応じた
おう

体制
たいせい

整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

 

４ サービス
さーびす

・相談
そうだん

支援者
しえんしゃ

・指導者
しどうしゃ

育成
いくせい

事業
じぎょう

 

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

や相談
そうだん

支援
しえん

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さーびす

等
とう

の提供
ていきょう

を行う
おこな

方
かた

や

サービス
さーびす

等
とう

提供者
ていきょうしゃ

に対して
たい

必要
ひつよう

な指導
しどう

を行う
おこな

指導者
しどうしゃ

を育成
いくせい

、サービス
さーびす

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を

図ります
はか

。 
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具体的
ぐたいてき

には、障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認定
にんてい

に携わる
たずさ

方
かた

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

、サービス
さーびす

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

、居宅
きょたく

介護
かいご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

等
など

、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

、音声
おんせい

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

発声
はっせい

訓練
くんれん

指導者
しどうしゃ

等
とう

の育成
いくせい

について、地域
ちいき

の実情
じつじょう

などを勘案
かんあん

しながら取り組みます
と   く

。 

 

５ 任意
にんい

事業
じぎょう

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

等
とう

 

１～４に掲げた
かか

事業
じぎょう

に加えて
くわ

、府内
ふない

市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

をとりつつ、広域的
こういきてき

な観点
かんてん

から、日常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
しえん

に関する
かん

事業
じぎょう

や社会
しゃかい

参加
さんか

を実現
じつげん

する支援
しえん

に関する
かん

事業
じぎょう

、就業
しゅうぎょう

・就労
しゅうろう

支援
しえん

に関する
かん

事業
じぎょう

等
とう

を実施
じっし

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

した生活
せいかつ

の実現
じつげん

に取り組みます
と   く

。 
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第
だい

６章
しょう

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

及び
およ

サービス
さーびす

の質
しつ

の向上
こうじょう

の取組
とりくみ

 

 

 １ 人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、実務
じつむ

経験
けいけん

等
とう

を踏まえ
ふ

、現場
げんば

において

サービス
さーびす

が提供
ていきょう

できる人材
じんざい

を養成
ようせい

し、質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
はか

とともに、必要数
ひつようすう

が増加
ぞうか

している

福祉的
ふくしてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

等
とう

の取組
とりくみ

を一層
いっそう

推進
すいしん

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
ここ

のニーズ
にーず

や実態
じったい

に応じて
おう

、自ら
みずか

の選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

なサービス
さーびす

を

受けられる
う

よう、質
しつ

の高
たか

い相談支援
そうだんしえん

やサ
さ

ー
ー

ビス
びす

等利用計画
とうりようけいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

等
とう

ができる相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

や個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

ができるサービス
さーびす

提供
ていきょう

に係る
かか

責任者
せきにんしゃ

を確保
かくほ

すると

ともに、計画
けいかく

作成
さくせい

のスキル
すきる

の向上
こうじょう

等
など

、相談
そうだん

支援
しえん

に携わる
たずさ

者
もの

に必要
ひつよう

な技術
ぎじゅつ

を習得
しゅうとく

できるよ

う養成
ようせい

を行います
おこな

。 

また、強度行動障害
きょうどこうどうしょうがい

がある人
ひと

に対する
たい

行動
こうどう

援護
えんご

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対する
たい

リハビテーション
りはびてーしょん

等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行える
おこな

者
もの

を養成
ようせい

します。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らせる
く

ために、精神
せいしん

に障害
しょうがい

のある人
ひと

、聴覚
ちょうかく

や視覚
しかく

に

障害
しょうがい

のある人
ひと

、知的
ちてき

障害
しょうがい

のある人
ひと

など障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

ヘルパー
へるぱー

やボランティア
ぼらんてぃあ

などの

人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を図ります
はか

。 

特
とく

に地域
ちいき

の市民
しみん

人材
じんざい

の活用
かつよう

を行い
おこな

、人材
じんざい

確保
かくほ

を図る
はか

とともに、研修
けんしゅう

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の高い
たか

人材
じんざい

の養成
ようせい

に努めます
つと

。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支える
ささ

ため、視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

のための同行
どうこう

援護
えんご

従事者
じゅうじしゃ

や

点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
など

の養成
ようせい

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

など、人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

に努めます
つと

。

また、聞こえ
き

のサポーター
さぽーたー

を養成
ようせい

し、聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
りかい

促進
そくしん

を図る
はか

とともに、
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手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
とう

養成
ようせい

事業
じぎょう

への参加
さんか

を促します
うなが

。 

また、代読
だいどく

、代筆
だいひつ

事業
じぎょう

が障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

において実施
じっし

されるよう

努めます
つと

。 

 

○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

するため、支援
しえん

プログラム
ぷろぐらむ

を習得
しゅうとく

し、個別
こべつ

訪問
ほうもん

によ

り精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支える
ささ

家族
かぞく

に本人
ほんにん

への対応
たいおう

方法
ほうほう

等
とう

を助言
じょげん

・指導
しどう

できる人材
じんざい

を

引き続き
ひ   つづ

養成
ようせい

します。 

 

○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

や児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

などの地域
ちいき

の拠点
きょてん

において指導的
しどうてき

な役割
やくわり

を

担って
にな

活躍
かつやく

できる人材
じんざい

や、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

や発達
はったつ

障害
しょうがい

など、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
おう

専門
せんもん

分野
ぶんや

に

対応
たいおう

できる人材
じんざい

の育成
いくせい

確保
かくほ

に努めます
つと

。 

 

○ 「きょうと福祉
ふくし

人材
じんざい

育成
いくせい

認証
にんしょう

制度
せいど

」により、若者
わかもの

等
とう

の人材
じんざい

育成
いくせい

と定着
ていちゃく

に取り組む
と   く

事業所
じぎょうしょ

を認証
にんしょう

し、その取組
とりくみ

を支援
しえん

・促進
そくしん

するとともに、先進的
せんしんてき

な取り組み
と   く

を進める
すす

法人
ほうじん

に対して
たい

は上位
じょうい

認証
にんしょう

として、さらなる取組
とりくみ

を推奨
すいしょう

します。 

 

○ 府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

における福祉
ふくし

人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

及び
およ

現任
げんにん

職員
しょくいん

の資質
ししつ

向上
こうじょう

等
とう

を図る
はか

ために

市町村
しちょうそん

と府
ふ

が連携
れんけい

・協力
きょうりょく

して構築
こうちく

した「京都府
きょうとふ

北部
ほくぶ

福祉
ふくし

人材
じんざい

養成
ようせい

システム
しすてむ

」を推進
すいしん

し、府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

において福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

・定着
ていちゃく

を支え
ささ

、どの地域
ちいき

でも安心
あんしん

して、高水準
こうすいじゅん

のサービス
さーびす

が受けられる
う

よう取組
とりくみ

を進めます
すす

。 

 

○ 研修
けんしゅう

を行う
おこな

ことのできる講師
こうし

やファシリテータ
ふぁしりてーた

等
とう

の人材
じんざい

を確保
かくほ

する体制
たいせい

の構築
こうちく

により、

職員
しょくいん

の質
しつ

の向上
こうじょう

の持続的
じぞくてき

な維持
いじ

に努めます
つと

。 
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 ２ サービス
さーびす

の質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

  障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
はか

ため、サービス
さーびす

を提供
ていきょう

する職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対する
たい

適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

、第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

及び
およ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の情報
じょうほう

の公表
こうひょう

制度
せいど

の適切
てきせつ

な実施
じっし

等
とう

に努めます
つと

。 

 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さーびす

を提供
ていきょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

の指導
しどう

・監督
かんとく

を適切
てきせつ

に行う
おこな

とともに、介護
かいご

職員
しょくいん

による喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
など

の医療的
いりょうてき

ケア
けあ

に関する
かん

研修
けんしゅう

、

ヘルパー
へるぱー

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を推進
すいしん

する研修
けんしゅう

など、サービス
さーびす

提供
ていきょう

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

を図ります
はか

。 

 

○ 福祉
ふくし

サービス
さーびす

に関する
かん

利用者
りようしゃ

等
とう

からの苦情
くじょう

を適切
てきせつ

に解決
かいけつ

するため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

における適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の促進
そくしん

を図る
はか

とともに、事
じ

業者
ぎょうしゃ

段階
だんかい

では解決
かいけつ

の困難
こんなん

な苦情
くじょう

については、公正
こうせい

・

中立
ちゅうりつ

な第三者
だいさんしゃ

機関
きかん

である運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

により、福祉
ふくし

サービス
さーびす

に関する
かん

苦情
くじょう

解決
かいけつ

の体制
たいせい

整備
せいび

とその適性
てきせい

な運用
うんよう

を図ります
はか

。 

 

○ 京都
きょうと

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さーびす

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

支援
しえん

機構
きこう

によるサービス
さーびす

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

を促進
そくしん

し、サービス
さーびす

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の組織
そしき

運営
うんえい

及び
およ

サービス
さーびす

提供
ていきょう

内容
ないよう

等
とう

の透明性
とうめいせい

を高める
たか

と

ともに、サービス
さーびす

の質
しつ

の向上
こうじょう

・改善
かいぜん

の支援
しえん

と、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

等
とう

の情報
じょうほう

の公表
こうひょう

制度
せいど

の

運用
うんよう

を通じて
つう

利用者
りようしゃ

の適切
てきせつ

なサービス
さーびす

の選択
せんたく

を支援
しえん

します。 
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第７章
だい  しょう

 計画
けいかく

の達成
たっせい

状況
じょうきょう

の点検
てんけん

及び
およ

評価
ひょうか

 

本計画
ほんけいかく

に盛り込んだ
も   こ

事項
じこう

について、定期的
ていきてき

に調査
ちょうさ

、分析
ぶんせき

を行い
おこな

、各年度
かくねんど

において、「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

）」をはじめとした関係
かんけい

機関
きかん

に対して
たい

、本計画
ほんけいかく

の

達成
たっせい

状況
じょうきょう

等
とう

の報告
ほうこく

を行う
おこな

こととし、サービス
さーびす

基盤
きばん

整備
せいび

の状況
じょうきょう

等
とう

の点検
てんけん

及び
およ

評価
ひょうか

を行います
おこな

。 

また、これらの状況
じょうきょう

、関連
かんれん

施策
せさく

等
とう

の動向
どうこう

を踏まえつつ
ふ

、必要
ひつよう

があると認める
みと

ときは、本計画
ほんけいかく

を変更
へんこう

すること、その他
    た

計画
けいかく

達成
たっせい

のための対策
たいさく

を講じます
こう

。また、その結果
けっか

について、ホームページ
ほーむぺーじ

等
など

に公表
こうひょう

します。 

 

 

第８章
だい  しょう

 計画
けいかく

の成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

 

サービス
さーびす

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

に係る
かか

目標
もくひょう

として、国
くに

の指針
ししん

に則して
そく

成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

する 

とともに京都府
きょうとふ

独自
どくじ

の目標
もくひょう

も設定
せってい

します。 

 

 １ 福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

   令和
れいかず

４年度
  ねんど

末
まつ

時点
じてん

における福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

のうち、令和
れいわ

８年度
  ねんど

末
まつ

までに、１５０人
      にん

以上
いじょう

の

方
かた

がグループホーム
ぐるーぷほーむ

等
とう

で生活
せいかつ

することを引き続き
ひ   つづ

目指し
めざ

、令和
れいわ

８年度
  ねんど

末
まつ

の福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の

目標
もくひょう

を２，２２０人
にん

とします。 

 

 （参考
さんこう

）令和
れいわ

４年度
  ねんど

末
まつ

の福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

：２，３３６人
          にん

 

 

２ 精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム
けあしすてむ

の構築
こうちく

 

(1)  障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

 

圏域
けんいき

ごとに設置
せっち

した保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

の協議
きょうぎ

の場
ば

について市町村
しちょうそん

にも設置
せっち

を促す
うなが

ととも

に、市町村
しちょうそん

や市町村
しちょうそん

設置
せっち

の協議
きょうぎ

の場
ば

と連携
れんけい

して、圏域
けんいき

の課題
かだい

等
とう

に取り組みます
と   く

。 
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(2)  精神
せいしん

病床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

１年
  ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

令和
れいわ

８年度
  ねんど

末
まつ

の精神
せいしん

病床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

一年
いちねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

を、次
つぎ

の

とおり設定
せってい

し、地域
ちいき

移行
いこう

を促進
そくしん

していきます。 

精神
せいしん

病床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

１年
  ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

：３２５．３日
         にち

以上
いじょう

 

 

(3)  精神
せいしん

病床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

 

令和
れいわ

８年度
  ねんど

末
まつ

の精神
せいしん

病床
びょうしょう

における１年
  ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

を、次
つぎ

のとおり設定
せってい

し、

地域
ちいき

移行
いこう

を促進
そくしん

していきます。 

 精神
せいしん

病床
びょうしょう

における１年
  ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

：２，１９６人
         にん

 

 

(4)  精神科
せいしんか

病床
びょうしょう

における退院率
たいいんりつ

 

精神科
せいしんか

病院
びょういん

への入院者
にゅういんしゃ

について、次
つぎ

のとおり地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

することを目指します
めざ

。 

 

① 令和
れいわ

８年度
  ねんど

における入院
にゅういん

後
ご

３箇月
  かげつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ： ６８．９％
       ぱーせんと

以上
いじょう

 

② 令和
れいわ

８年度
  ねんど

における入院
にゅういん

後
ご

６箇月
  かげつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ： ８４．５％
       ぱーせんと

以上
いじょう

 

③ 令和
れいわ

８年度
  ねんど

における入院
にゅういん

後
ご

１年
  ねん

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ： ９１．０％
       ぱーせんと

以上
いじょう

 

 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

４年
  ねん

６月
  がつ

の１箇月間
 かげつかん

の入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

：６２２人
     にん

 

 

 

 ３ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

(1) 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の設置
せっち

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

について、早期
そうき

の圏域
けんいき

または各市町村
かくしちょうそん

の設置
せっち

を目指します
めざ

。 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

５年
  ねん

４月
  がつ

１日
  にち

現在
げんざい

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点数
きょてんすう

：１４拠点
きょてん
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(2) 強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

への支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

  強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

に関して
かん

、各市町村
かくしちょうそん

又
また

は圏域
けんいき

において支援
しえん

ニーズ
にーず

を把握
はあく

し、支援
しえん

 

体制
たいせい

の整備
せいび

を進めます
すす

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

  

(1) 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

 

令和
れいわ

８年度
  ねんど

における福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

について、令和
れいわ

３年度
  ねんど

の移行
いこう

実績
じっせき

を上回る
うわまわ

５５０人
      にん

以上
いじょう

を目指します
めざ

。 

（参考
さんこう

）令和
れいわ

３年度
  ねんど

の移行
いこう

実績
じっせき

：４２８人
      にん

 

 

(2) 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

による支援
しえん

 

  令和
れいわ

８年度
  ねんど

において、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

利用
りよう

終了者
しゅうりょうしゃ

に占める
し

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ移行
いこう

した者
もの

の 割合
わりあい

が５割
  わり

以上
いじょう

の事業所
じぎょうしょ

が、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の５割
  わり

以上
いじょう

を目指します
めざ

。 

 

(3) 就労
しゅうろう

支援
しえん

ネットワーク
ねっとわーく

の強化
きょうか

及び
およ

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

各地域
かくちいき

において就労
しゅうろう

支援
しえん

ネットワーク
ねっとわーく

の強化
きょうか

や関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

した支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

し、 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

を推進
すいしん

します。 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡き
な

後
あと

」を見据え
みす

原則
げんそく

として次
つぎ

のような機能
きのう

を

備えた
そな

拠点
きょてん

のこと。 

①相談
そうだん

 ②緊急
きんきゅう

時
じ

の受け入れ
う   い

・対応
たいおう

 ③体験
たいけん

の機会
きかい

・場
ば

 ④専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

  

⑤地域
ちいき

の体制づくり
たいせい
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(4) 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

による支援
しえん

 

  就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

においては、令和
れいわ

８年度
  ねんど

における目標
もくひょう

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

 

 ① 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

：４４０人
     にん

以上
いじょう

 

 ② 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

利用
りよう

終了後
しゅうりょうご

一定
いってい

期間
きかん

の就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

が７割
  わり

以上
いじょう

となる就労
しゅうろう

 

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

の割合
わりあい

：２割
  わり

５分
ぶ

以上
いじょう

 

 

５ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

  

(1) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

の設置
せっち

 

重層的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向け
む

、令和
れいわ

８年度
  ねんど

までに圏域
けんいき

または各市町村
かくしちょうそん

に児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

を設置
せっち

することを目指し
めざ

、設置
せっち

を促します
うなが

。 

 

(2) 地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

の推進
すいしん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

    障害児
しょうがいじ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

（インクルージョン
いんくるーじょん

）推進
すいしん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向け
む

、令和
れいわ

８年度
  ねんど

 

までに全市
ぜんし

町村
ちょうそん

で取り組む
と   く

よう促します
うなが

。 

 

(3) 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための計画
けいかく

策定
さくてい

及び
およ

中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有する
ゆう

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

難聴児
なんちょうじ

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

するための計画
けいかく

は、本計画
ほんけいかく

に盛込む
もりこ

ことと

し、難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

するため、市町村
しちょうそん

、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

と連携
れんけい

した中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を果たす
は

体制
たいせい

の確保
かくほ

を進め
すす

、新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

スクリーニング
すくりーにんぐ

検査
けんさ

から療育
りょういく

につなげる体制
たいせい

整備
せいび

のための協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

や療育
りょういく

を

遅滞
ちたい

なく実施
じっし

するための体制
たいせい

整備
せいび

、難聴児
なんちょうじ

及び
およ

その家族
かぞく

への切れ目
き   め

のない支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を

図ります
はか

。 
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(4) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及び
およ

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

の確保
かくほ

 

 重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及び
およ

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業所
じぎょうしょ

につ

いて、令和
れいわ

８年度
ねんど

までに各市町村
かくしちょうそん

又
また

は圏域
けんいき

に確保
かくほ

できるよう、事業所
じぎょうしょ

の整備
せいび

を促します
うなが

。 

 

(5) 医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

支援
しえん

のためのコーディネーター
こーでぃねーたー

の配置
はいち

等
とう

 

引き続き
ひ   つづ

、京都府
きょうとふ

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

支援
しえん

センター
せんたー

（愛称
あいしょう

「ことのわ」）において、府域
ふいき

単位
たんい

の協議
きょうぎ

の場
ば

を設ける
もう

とともに、圏域
けんいき

単位
たんい

、市町村
しちょうそん

単位
たんい

でも、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

の支援
しえん

のため、保険
ほけん

、

医療
いりょう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

を図る
はか

ための協議
きょうぎ

の場
ば

を設け
もう

、令和
れいわ

８年度
  ねんど

までに、地域
ちいき

の医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

等
とう

のニーズ
にーず

を勘案
かんあん

し、医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

に対する
たい

関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を

調整
ちょうせい

するコーディネーター
こーでぃねーたー

の圏域
けんいき

又
また

は市町村
しちょうそん

への配置
はいち

を促します
うなが

。 

 

(6) 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの移行
いこう

調整
ちょうせい

に係る
かか

協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

 

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

している児童
じどう

が１８歳
    さい

以降
いこう

、大人
おとな

にふさわしい環境
かんきょう

へ円滑
えんかつ

に

移行
いこう

できるように、地域
ちいき

に状況
じょうきょう

やニーズ
にーず

により必要
ひつよう

がある場合
ばあい

は、令和
れいわ

８年度
    ねんど

までに移行
いこう

調整
ちょうせい

に係る
かか

協議
きょうぎ

の場
ば

を設けます
もう

。 

 

(7) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

 

  圏域
けんいき

の自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

における個別
こべつ

事例
じれい

の検討
けんとう

を通じて
つう

、地域
ちいき

サービス
さーびす

基盤
きばん

の開発
かいはつ

・ 

改善
かいぜん

等
とう

に取り組む
と      く

とともに、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

を設置
せっち

していない市町村
しちょうそん

に設置
せっち

を促す
うなが

た 

め、協
きょう

議会
ぎかい

等
とう

による支援
しえん

により、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

の緊密化
きんみつか

や地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応じた
おう

体制
たいせい

 

整備
せいび

を図ります
はか

。 

 

６ 京都府
きょうとふ

の取組
とりくみ

について 

(1) 京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい
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の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

について 

「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

」について、パンフレット
ぱんふれっと

や事例集
じれいしゅう

の作成
さくせい

・配布
はいふ

をはじめとした普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を

さらに強化
きょうか

し、広く
ひろ

府民
ふみん

に理解
りかい

を促します
うなが

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ヘルプマーク
へるぷまーく

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

について 

「ヘルプマーク
へるぷまーく

」について、広く
ひろ

府民
ふみん

に理解
りかい

を促す
うなが

ため、関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きかん

・教育
きょういく

機関
きかん

・公共
こうきょう

機関
きかん

等
とう

に呼びかけ
よ

、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

をさらに強化
きょうか

します。 

 

(3) 京都式農
きょうとしきのう

福
ふく

連携
れんけい

の取組
とりくみ

について 

本府
ほんふ

において担い手
にな  て

の減少
げんしょう

が進む
すす

農業
のうぎょう

分野
ぶんや

と、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の働く
はたら

場
ば

の確保
かくほ

を

求める
もと

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の連携
れんけい

を行う
おこな

農
のう

福
ふく

連携
れんけい

に取り組んで
と   く

おり、農
のう

福
ふく

連携
れんけい

を軸
じく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

を

はじめ地域
ちいき

の多種
たしゅ

多世代
たせだい

の人々
ひとびと

が地域
ちいき

の「担い手
にな  て

」となる地域
ちいき

共生
きょうせい

社会づくり
しゃかい

を推進
すいしん

しま

す。 

 

令和
れいわ

８年度までの農
のう

福
ふく

連携
れんけい

事業所
じぎょうしょ

の工賃
こうちん

（賃金
ちんぎん

）支払
しはらい

総額
そうがく

：２．３億円
      おくえん

 

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

 

  ①不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

の禁止
きんし

 ②社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

 ③相談
そうだん

体制
たいせい

の設置
せっち

 

④不利益
ふりえき

取扱い
とりあつか

に関する
かん

助言
じょげん

、あっせん ⑤共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向けた
む

施策
せさく

の推進
すいしん

等
とう

 を

掲げ
かか

、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、全て
すべ

の府民
ふみん

が、障害
しょうがい

の有無
うむ

によって分け隔てられる
わ   へだ

こと

なく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合いながら
あ

、共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らせる
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指し
めざ

条例
じょうれい

として施行
せこう

。 
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農
のう

福
ふく

連携
れんけい

キャリアパス
きゃりあぱす

制度
せいど

 

  障害
しょうがい

のある人
ひと

の農業
のうぎょう

に関する
かん

知識
ちしき

技能
ぎのう

を認証
にんしょう

という形
かたち

で評価
ひょうか

し、見える
み

化
か

することに

より、本人
ほんにん

の意欲
いよく

向上
こうじょう

や就労
しゅうろう

につなげる京都府
きょうとふ

独自
どくじ

の制度
せいど

。技能
ぎのう

に応じ
おう

段階
だんかい

をわけた認証
にんしょう

を実施
じっし

する。 
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（別表
べっぴょう

）京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

関連
かんれん

成果
せいか

目標
もくひょう

 

施策
せさく

項目
こうもく

 現状
げんじょう

（直
ちょっ

近
きん

の値
あたい

） 目標
もくひょう

 

福祉
ふくし

施設
しせつ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

56人
にん

(令和
れいわ

３年度
  ねんど

～令和
れいわ

４年度
  ねんど

(累計
るいけい

)) 

140人
にん

以上
いじょう

(令和
れいわ

６年度
  ねんど

～

令和
れいわ

８年度
  ねんど

(累計
るいけい

)) 

精神
せいしん

病床
びょうしょう

から退院
たいいん

後
ご

１年
  ねん

以内
いない

の地域
ちいき

に

おける平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

325日
にち

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 325.3日
にち

以上
いじょう

（令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

精神
せいしん

病床
びょうしょう

における 1年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

 

2,388人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 2,114人
にん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

入院中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への

移行
いこう

 (入院
にゅういん

3ヶ月
かげつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

) 

55.0％
ぱーせんと

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 68.9％以上
いじょう

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

入院中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への

移行
いこう

 (入院
にゅういん

6ヶ月
かげつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

) 

80.4 %
ぱーせんと

 

(令和４年度） 

84.5%
ぱーせんと

以上
いじょう

 

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

入院中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への

移行
いこう

 (入院
にゅういん

後
ご

１年
  ねん

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

) 

87.8％
ぱーせんと

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 91.0％以上
いじょう

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

 405人
にん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 540人
にん

以上
いじょう

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

が５割
  わり

以上
いじょう

の就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 

－ ５割
  わり

以上
いじょう

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

 － 440人
にん

以上
いじょう

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

が７割
  わり

以上
いじょう

となる就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 

－ 
２割
  わり

５分
 ぶ

以上
いじょう

 

（令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 
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施策
せさく

項目
こうもく

 現状
げんじょう

（直
ちょっ

近
きん

の値
あたい

） 目標
もくひょう

 

農
のう

福
ふく

連携
れんけい

事業所
じぎょうしょ

の工賃
こうちん

（賃金
ちんぎん

）支払
しはらい

総額
そうがく

 200,485千円
せんえん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 

支払
しはらい

総額
そうがく

230,000 千円
せんえん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の提供
ていきょう

 

(生活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

) 

19,017人分
にんぶん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 28,377人分
にんぶん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

就労
しゅうろう

訓練
くんれん

の場
ば

の提供
ていきょう

 

(就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

) 

9,388人分
にんぶん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 11,775人分
にんぶん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

グループホーム
ぐるーぷほーむ

の整備
せいび

 2,352人分
にんぶん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

末
まつ

) 3,014人分
にんぶん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

末
まつ

) 

サービス
さーびす

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成数
さくせいすう

(１ヶ月
  かげつ

当たり
あ

) 8,747.4人
にん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 10,050.0人
にん

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

府
ふ

管理
かんり

道路
どうろ

の 歩道
ほどう

整備
せいび

及び
およ

交差点
こうさてん

改良
かいりょう

完了
かんりょう

箇所数
かしょすう

 

21箇所
かしょ

（令和
れいわ

２年度
  ねんど

～令和
れいわ

４年度
  ねんど

（累計
るいけい

）） 

18 箇所
かしょ

( 年間
ねんかん

３箇所
  かしょ

) 

(令和
れいわ

６年度
  ねんど

～令和
れいわ

11年度
ねんど

) 

聞こえ
き

のサポーター
さぽーたー

養成
ようせい

講座
こうざ

受講者数
じゅこうしゃすう

 

1,616人
にん

(令和
れいわ

２年度
  ねんど

～

令和
れいわ

４年度
  ねんど

(累計
るいけい

)) 

2,000 人
にん

( 令和
れいわ

６年度
  ねんど

～

令和
れいわ

11年度
ねんど

(累計
るいけい

)) 

認知症
にんちしょう

サポーター
さぽーたー

の養成
ようせい

 319,905人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 353,891人
にん

（令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

ひきこもり支援
しえん

を受けて
う

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

や

生活
せいかつ

スキル
すきる

などが改善
かいぜん

した人
ひと

の割合
わりあい

 

65.5 ％
ぱーせんと

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 80 % (
ぱーせんと

令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

自殺
じさつ

死亡率
しぼうりつ

(人口
じんこう

10万人
まんにん

当たり
あ

自殺者数
じさつしゃすう

) 14.6 ％
ぱーせんと

(令和
れいわ

４年
  ねん

) 

10.2 ％
ぱーせんと

以下
い か

 

（令和
れいわ

７年度
  ねんど

） 

医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

利用者数
りようしゃすう

 

(延べ利用人
のべりようにん

日数
にっすう

) 

8
８

,176
１７６

人
にん

(令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 

(集 計 中
しゅうけいちゅう

)人
にん

 

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 
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施策
せさく

項目
こうもく

 現状
げんじょう

（直
ちょっ

近
きん

の値
あたい

） 目標
もくひょう

 

府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

における高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

の

障害
しょうがい

特性
とくせい

に対応
たいおう

した自立
じりつ

訓練
くんれん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の

数
かず

 

０箇所
  かしょ

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） ３箇所
  かしょ

（令和
れいわ

11年度
ねんど

） 

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及び
およ

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

で

の定期的
ていきてき

な歯科
しか

健
けん

診
しん

実施率
じっしりつ

 

84.6 ％
ぱーせんと

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 90 ％
ぱーせんと

（令和
れいわ

11年度
ねんど

） 

医療的
いりょうてき

ケア児
けあじ

に対する
たい

関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を

調整
ちょうせい

するコーディネーター
こーでぃねーたー

 

33人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 

(集 計 中
しゅうけいちゅう

)人
にん

 

(令和
れいわ

８年度
  ねんど

) 

かかりつけ医
い

認知症対
にんちしょうたい

応力
おうりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

修了者
しゅうりょうしゃ

 

2,710人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 3,282人
にん

（令和
れいわ

８年度
  ねんど

） 

乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

管理
かんり

従事者
じゅうじしゃ

育成
いくせい

研修
けんしゅう

参加者数
さんかしゃすう

 1,034人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 

延べ 1,200人
のべ        にん

(令和
れいわ

６年度
  ねんど

～令和
れいわ

11年
ねん

の(累計
るいけい

)) 

小児
しょうに

リハビリテーション
りはびりてーしょん

対応
たいおう

機関数
きかんすう

 100機関
きかん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 120機関
きかん

（令和
れいわ

11年度
ねんど

） 

リハビリテーションサポート医
りはびりてーしょんさぽーとい

の養成数
ようせいすう

 37人
にん

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 280人
にん

（令和
れいわ

11年度
ねんど

） 

府内
ふない

病院
びょういん

で従事
じゅうじ

するリハビリテーション
りはびりてーしょん

専門
せんもん

職
しょく

の数
かず

（人口
じんこう

10万人
まんにん

対
たい

） 

理学
りがく

療法士
りょうほうし

82.3人
にん

、 

作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

36.7人
にん

、 

言語
げんご

聴覚士
ちょうかくし

14.5人
にん

 

（令和
れいわ

２年度
  ねんど

） 

理学
りがく

療法士
りょうほうし

135.9人
にん

、 

作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

63.6人
にん

、 

言語
げんご

聴覚士
ちょうかくし

22.8人
にん

 

（令和
れいわ

11年度
ねんど

） 

府庁
ふちょう

の障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

 2.60%(
ぱーせんと

令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

 

民間
みんかん

企業
きぎょう

の障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

 2.31 % (
ぱーせんと

令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 2.4 ％
ぱーせんと

(令和
れいわ

４年
  ねん

～令和
れいわ
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施策
せさく

項目
こうもく

 現状
げんじょう

（直
ちょっ

近
きん

の値
あたい

） 目標
もくひょう

 

７年度
  ねんど

) 

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

の達成率
たっせいりつ

 52.1%
％

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

） 

60 %
ぱーせんと

（令和
れいわ

４年度
  ねんど

~
～

令和
れいわ

７年度
  ねんど

） 

府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

卒業生
そつぎょうせい

の 

就労率
しゅうろうりつ

 

32.1%(
ぱーせんと

令和
れいわ

４年度
  ねんど

) 30 %
ぱーせんと

(
（

令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

) 

 

なお、他
ほか

計画
けいかく

に基づく
もと

成果
せいか

目標
もくひょう

については、当該
とうがい

計画
けいかく

の改定
かいてい

時
じ

において新た
あら

に目標値
もくひょうち

を設定
せってい

す

る予定
よてい

としています。 

 


